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第一話　集う王たち









　暗雲のような巨大な戦艦の汽笛が鳴り響いている──

　異国の要人を乗せた船は、今しがたルスキア王国のミラドリード港に着港したようだ。

　私、マキア・オディリールもまた氷竜グリミンドの背から降り、港で人混みを掻かき分け前へ前へと進む。

　急ぐ私の手を、後ろから騎士のトール・ビグレイツが掴つかんだ。

「お嬢、どうしたんですか？　何をそんなに急いでいるんです」

「トール……だって……」

　私の表情に、トールは驚いていた。

　おそらく、私は蒼そう白はくで強こわ張ばった顔をしていたのだろう。

　上空から見下ろしたフレジール皇国の戦艦の甲板には、私にとって忘れられない顔の男が乗っていた。

　前世で、私を殺した、金髪の男。

　トールはそんなこと知らない。覚えていない。

　だから、私の表情の異変に気がついていても、その理由がわからず眉まゆを顰ひそめていた。

　ファンファーレが鳴り響く。ルスキア王国の衛兵たちが作った道の上に赤いカーペットが敷かれ、船内から人が降りてくるようだ。

「あ……」

　軍服を纏まとった、異国の軍人が数名。

　特に目を奪われたのは、藤色の髪をした少女と、その後ろに続く金髪の男だ。

　ワッと歓声が上がった。フレジール皇国からやってきた突然の客人を、ミラドリード市民は受け入れ、拍手を送って歓迎している。

「あの子……って」

　誰より一歩前を行く少女の、特徴的な藤色の長い髪。蠱こ惑わく的な琥こ珀はく色の瞳ひとみ。

　まだ十代の少女の顔をしていながら、大人びた笑みを浮かべている。

　私は、あの軍服の少女と会ったことがある。

　以前、王宮で開かれた夜会に参加していたご令嬢だ。その時は軍服姿ではなくドレス姿で、彼女の美しさと存在感は周囲を圧倒し際立っていた。私は同級生のベアトリーチェと共に、部屋を借りてお世話になったのだ。

　フレジールの軍服の少女は、あの金髪の男を引き連れて赤いカーペットの上を堂々と歩く。

　金髪の男の目元は軍帽で隠れがちで、表情を窺うかがうことはできない。

　いったい何者だと言うのだろう。あの二人は。

「あの方は、シャトマ・ミレイヤ・フレジール様」

　後ろから声がして、私は妙な悪寒にゾッとしながら振り返る。

　そこには、清廉な司教服姿なのに悪魔のごとく凶悪面の、オッドアイの男が立っていた。

「誰だ、お前！」

　その男を見るや否や、トールが明らかに警戒し、私を守ろうと剣の柄つかに手を当てる。

「あっ、違うのよトール！　この人はヴァベル教国の司教様なの！」

「……ヴァベル教国の？」

　トールはまだ訝いぶかしげだが、司教としての出いで立ちをじっくり見てから、しぶしぶ臨戦態勢を解く。

「はっ。そーいう訳だぜ、守護者の小僧。オメーのことは他の司教が審査をしていたようだから、俺様のことを知らないのは無理ないが」

　口の利き方には気をつけろよ、と司教様は鼻で笑った。

　トールは変わらず、この司教に疑念じみた視線を送っている。

「そんなことより、しっかり見とけよ。あのお方こそ、フレジールの女王陛下シャトマ様である」

「え……っ、女王陛下!?」

　今一度、軍服の少女に視線を向けた。

　う、嘘でしょう……

　あの夜会で出会ったあの人が、フレジール皇国の女王陛下だったなんて。

　私だけでなくトールも初耳だったようで、ただただ目を見開いて驚いている。

「ねえトール。私たち、先日の夜会で、あの方を……」

「ええ。フレジールの大使として夜会にいらっしゃったレディです。しかしあの方は、今もまだ王宮に滞在中のはず。なぜ同じ人物が、今しがたフレジールの戦艦から降りてきたのでしょう」

　トールも私と同じ疑問を抱き、混乱していた。

　だけど私たちの背後にいるエスカ司教は、ククッと噛かみしめるように笑い、

「それが　藤ふじ姫ひめ様の〝魔法〟だからだ」

　囁ささやくように、私たちに教える。

「魔法？　フレジールの女王は魔法が使えるのですか」

　トールが背後の司教様に早口で問いかける。

「使えるどころの話じゃねえよ。あの方はフレジールを代表する大魔術師のお一人だ。この国のユリシスとかいうクソ王子に、負けるとも劣らない精霊魔術師だ」

　私とトールは顔を見合わせた。

　しかしすぐに、目の前の歓声が大きくなって、私たちは再び赤いカーペットの方を注目する。

　今、ちょうど目の前を、フレジール皇国の女王が通り過ぎた。

　金髪の軍人もまた、女王のすぐ後ろを歩いていた。その軍帽の隙間から、あの柘ざく榴ろ色の瞳が、横目で私を射い貫ぬく──

「…………」

　人混みに紛れているはずの私を、決して見逃すことなどなかった。

　私は密ひそかに、手をぎゅっと握りしめる。

「あ、あの……司教様」

「なんだ、マキア・オディリール」

「女王様の後ろを歩いている金髪の軍人は……いったい……っ」

　声が震えてしまいそうだったが、何とか堪こらえ、言葉にして尋ねる。

　エスカ司教は事情に詳しそうだから、知っているのではないかと思ったのだ。

「ああ、あれはカノン・パッヘルベル将軍だ」

「……カノン……パッヘルベル？」

「シャトマ女王が最も信頼している側近であり、フレジール防衛の要かなめ。あんまり無慈悲だから〝死神〟と呼ぶ奴もいるがな」

　初めて、あの男の名を知った。

　同時に、聞き覚えのあるラストネームに、胸がざわつく。

「お嬢？　お嬢、大丈夫ですか？」

「え、あ」

　トールが隣で、さっきからずっと私の名を呼び、顔を覗のぞき込んでいた。

　私はきっと、とても情けない顔をしていたのでしょうね。

「大丈夫よトール。ちょっと……人混みに酔ったみたい」

「…………」

　女王陛下と金髪の将軍が、黒い鉄の馬車に乗り込みこの場を離れた。それでやっと、全身で抱き続けた緊張と、魂に刻まれた恐怖が薄れる。

　群衆の熱気がまだ冷めやらぬ中。

　ただただ、私は、予感がしていた。

　何かが、本当の意味で始まってしまうような、胸騒ぎが──

「揃っていますね、マキア嬢、トール君」

「ユリシス先生？」

　いつの間にか、ユリシス先生がすぐ側にいた。エスカ司教が「げ」と顔を引きつらせていたが、先生は相変わらず爽さわやかで。

「お二人には、今すぐ王宮へと来ていただきます。エスカ司教、あなたにも会合への参加が命じられているはず。フラフラしてないで、共においでください」

「うっせえよ。オメーに指図されるまでもねえ！　今すぐ藤姫様の元へと馳はせ参じるつもりだったぜ。今すぐにな！」

　大切なことを二度言って、司教らしからぬ荒々しい素振りでこの場を離れ、何ど処こかへと走り去ってしまった。

　本当にあの司教は、突然現れる竜巻のよう。意味不明な人だ。

「ユリシス殿下。俺とマキア嬢ということは、守護者に招集がかかっているのですか？」

　トールが改まって、ユリシス先生に問う。

「いえ。救世主と守護者が揃ってお披露目されるのは、明日の同盟国会議の場です。その前に、あなた方二人に協力していただきたい案件があるのです」

「……協力？」

　何だか話が見えてこない。

　だけどユリシス先生は、意味深な微笑みのまま、口元にそっと人差し指を添えた。それはまるで、秘密の話だとでもいうように。

　私とトールは頷うなずき合い、大人しく先生について行くことにした。

　大通りには、私たちを待つ黒い鉄の馬車も停められていた。







　王宮では衣服を着替えさせられ、化粧や髪型すら整えられた。

　同じように身み綺ぎ麗れいにされたトールと共に、私たちは大会議室の隣にある控え室まで連れて行かれる。私たちはしばらくそこで大人しくしていたが、

「トール・ビグレイツ様。マキア・オディリール様。大会議室へとお入りください」

　役人によって、すぐに大会議室へと通される。

　そこは、円形の大会議場。アーチを描いた段差の上に立派な椅子が並んでいて、中央に落ち窪くぼんだ広い空間があった。私たちはまさにその落ち窪んだ場所に立っていて、数多くの椅子に見下ろされている。

　まるでどこぞの裁判場のよう。

　しかし、これほど多くの席がある中で、着席しているのはたったの三人だった。

「こちらにおられるのは、フレジール皇国女王陛下、シャトマ・ミレイヤ・フレジール様であらせられます」

　私たちを真正面から見下ろす席に座る、軍服姿が凜り々りしい同盟国の若き女王陛下の名を、ユリシス先生が称となえる。

　私もトールも跪ひざまずいて深く頭を下げた。

「よい。面を上げよ。妾わらわにその顔をよく見せるのだ」

　言われるがままに顔を上げる。その時、私は女王陛下と目があった。

　前に出会った時は、まさか異国の女王だとは思わず失礼なことをしでかしたかもしれないが、彼女のその琥珀色の瞳は、変わらず優雅に細められている。

　また会えると言ったであろう──

　そう言いたげな瞳。小悪魔的で、挑発的な視線だ。

「同じく、こちらはフレジール皇国カノン・パッヘルベル将軍閣下であります」

　次にシャトマ女王陛下の隣にいる、あの金髪の男の名を、改めて知らされた。

　男は立ち上がり、軍帽を取って低頭する。

　その顔を上げた時に射貫かれた鋭い視線に、身が竦すくんだ。笑み一つない顔は恐ろしいまでに整っていたが、その視線は私にとって、刃やいばそのものであった。

　だがそんなことは誰も知らず、私はただ一人で恐怖に耐えている。

　脂汗を滲にじませ、形式通りに挨あい拶さつをしている中でも。

「そして奥にいらっしゃるのが、ヴァベル教国より参られたエスカ司教猊げい下かです。まあ、マキア嬢はご存じかもしれませんが」

　あの灰色の髪のオレ様司教もこの場にて、紹介された。

　先ほど港から猛ダッシュで王宮へ向かっていたけれど、今は余裕そうな顔してドカッと椅子に座っている。この人のことまで考え出したら頭が保もたないので、今はあまり気に留めないことにする。

　ユリシス先生は自ら場を取り仕切り、話を進めた。

「同盟国会議の前日ではありますが、ここに、フレジール皇国、ヴァベル教国、ルスキア王国の三カ国による極秘の会合を行いたく存じます。議題は、先日ルスキア王国に出現した〈青の道化師〉についてです」

「……!?」

　俯うつむきがちだった顔を上げた。

　その名を忘れることはない。ユージーン・バチスト先生の体を乗っ取った、得体の知れない青いピエロ。異様な魔術師のことだ。

　それでやっと、ピンときた。私とトールがここへ呼ばれた理由。

　私たちだけがあの〝青いピエロ〟と接近し、真っ向から対たい峙じしたからだ。

「マキア嬢。確認ですが、〈青の道化師〉は北のエルメデス帝国の手の者だったのですね」

　ユリシス先生に問われ、私は戸惑いつつも、ゆっくりと答える。

「はい。あの青いピエロ……〈青の道化師〉と名乗った魔術師は、確かに〝我が帝国〟と口にしました」

　帝国と呼ばれる国は、メイデーアでは一つしかない。

　北の大国、エルメデス帝国。

　長い年月をかけて周辺の小国家を取り込みながら肥大化していった独裁国家だが、ここ十年ほど前より、何がきっかけだったのか侵略行為が過激化し、西の大国フレジール皇国すら挑発している。帝国と皇国、この二国が度々衝突している状況だ。

　なぜフレジールを狙うのか。

　それは、フレジール内に〝聖地〟があるからだと言われている。

　世界樹を掲げる聖地を手に入れることは、まさしく、メイデーア全体を支配することと同意であると、帝国は考えているのだろう。

　これに対し、フレジール皇国は同盟国を招集し、連携を強めて防衛したい形だ。

「おそらく帝国側が〈青の道化師〉を使ってまで調べたかったのは、〝異界の救世主〟と守護者の力量についてであろう」

　シャトマ女王陛下が口を開くと、場の空気がピンと張り詰める。

　女王の言葉に、ユリシス先生は「いかにも」と頷いた。

「これは我が国の失態に他なりませんが、〈青の道化師〉は王宮筆頭魔術師であったユージーン・バチストを傀かい儡らい化したことで、救世主とその守護者についての情報を得ているものと考えて良いでしょう。ユージーン・バチストが体を乗っ取られていた期間は２ヶ月ほどですが、その間、ルスキア国内に何かを仕掛けていたり、機密情報が帝国側に漏れている可能性が、限りなく高いと言えます」

　あれから王宮内を徹底的に洗ったらしく、ユージーン・バチストが仕掛けた魔法の痕こん跡せきなどを、しらみつぶしにしているらしい。現にいくつか、危険な魔法が仕掛けられている場所もあったのだとか。

「てめえ、ユリシス、このやろう」

　我が国の王子に向かって、エスカ司教は頬ほお杖づえをついて悪態をつく。

「ユージーン・バチストとは親しい仲だったんだろう？　どうして、てめーがそれに気づけなかったんだよ。おかげでこの有様だ。てめーが奴の異変に気がついてさえいれば、こんな事態になってないってのによう。え？」

「…………」

　ユリシス先生を、エスカ司教がねちっこく責め立てた。

　この国でユリシス先生に物申せる人は少ないので、このような場面は珍しい。私は内心、ハラハラしてしまう。

「それともてめえ、まさか、わざと見逃していたんじゃないだろうな？」

「……まさか」

　ユリシス先生の表情は僅わずかも変わらなかったが、

「〈青〉の存在にそれほど簡単に気がつけるなら、あなただって苦労しないはずでは？　エスカ司教猊下」

「……てめー」

　ピリッとした空気が、先生と司教様の間を流れている。この二人、良く知った仲のように見えるけど、めちゃくちゃ相性が悪そうだな……

「過ぎたことを言っても仕方なかろう。話を進めろ、時間の無駄だ」

　カノン将軍の、冷淡なひと声だった。

　私は密ひそかに、あの男の声に体を震わせる。

　あまり語らない人だが、それゆえに、エスカ司教もユリシス先生もその言葉を無視できず、対立を解かざるを得ないという空気になる。

「……チッ」

「ゴホン。すみません」

　微妙な空気の中、シャトマ女王陛下が、改めて私たちに問う。

「マキア・オディリール。そしてトール・ビグレイツよ。問おう。そなたたちは、あの〈青の道化師〉に直接会い、何を感じた」

　鳥肌が立つほど心地のよい声と、感情の読みづらい琥こ珀はく色の瞳ひとみ。彼女の存在が、私たちを真正面から捕らえている。

「恐れながら、よろしいでしょうか」

「発言を許す、トール・ビグレイツ」

「青の道化師とは、結局のところ帝国の魔術師なのですか。あるいは、人ではない魔性の存在なのでしょうか」

　トールの質問は鋭かった。

　要するに、トールにはあれが人には思えなかったのだろう。それは私も同意見だ。

　この質問に答えたのは、あの金髪の軍人カノン・パッヘルベル将軍だった。

「青の道化師。メイデーアの歴史の分岐点に度々出現し、数多くの人間の体を乗っ取って世界を動かす、この世の〝厄災〟と呼ばれる大魔術師だ。人かそうでないかと言われたら、一応、人ではある」

　その低く淡々とした声は、かつて私を殺した時に聞いたものと、同じ。

　背筋に怖おぞ気けが走り、私はますます縮こまる。

「それはいったいどういうことでしょう。この長い歴史において、度々出現するということは、他者の体を乗っ取る魔術で長い時を生きながらえているということでしょうか」

　トールだけは、この場の大物たちに怯ひるみもせず、気がかりだったことを立て続けに問い続けていた。

「待て待てトール・ビグレイツ。そなたは賢すぎていかんな。その疑問は尤もつともだが、アレについて詳しい話をしだすとキリがないのだ。ただ、アレが動き出したということが、とにかく厄介でな。そなたたちは奴と遭遇して生き延びた貴重な証人。まずは我々の問いに答えよ」

　シャトマ女王陛下が、トールを宥なだめるようにそう告げて、

「特に、マキア・オディリール」

　続けて私を指名した。

「そなたは、あの青の道化師と話をしたようだな。奴はそなたに何を告げた。そしてそなたは、奴に何と答えた」

「あ……。その」

　私は一度、ゴクリと唾つばを飲み込んだ。落ち着け、落ち着け。

　呼吸を整え、偽りなく答える。

「〈青の道化師〉は、私を〈紅くれないの魔女〉などと言って、共に帝国に来ないかと言いました」

「…………」

「もちろん、私は拒否しました……が……」

　この言葉の後、場の空気がスッと変わった気がした。

　エスカ司教、カノン将軍、シャトマ女王までが、顔色を変え沈黙している。

　嫌な予感がしていた。私は何か、言ってはいけないことを言ったのかもしれない。

「わ、私は確かに〈紅の魔女〉の末まつ裔えいではありますが、ルネ・ルスキア魔法学校で学ぶ、未熟な学生です！　断じて、悪い魔女ではありません！」

「悪い魔女？」

　なぜそこを強調してしまったのかというと、少し前まで救世主アイリにそう疑われていたからだろう。ここにいる人たちも、私のことを〈青の道化師〉と同類のような悪い魔女だと思い込んでいるのではないかと、焦ったのだ。

「フフッ。にしても、そなた。やけに情けない表情をしているではないか。今にも泣き出しそうで、顔色も悪い。あの夜会にいた、威勢の良い小娘とは思えぬのう」

「そ、それは」

　女王は私が、初めて出会った時とは印象が違って見えたようだ。そのせいか、視線にどこか疑念じみたものを感じる。

　確かに今の私は、私らしいとは言い難いだろう。蒼そう白はくな顔をして、怯おびえた子犬のように縮こまっていると思う。

　だけどそれは、目の前にあいつが、前世の私を殺した者と同じ顔をした男がいるからだ。

「きっと緊張しておられるのでしょう。マキア嬢は、普段は明るく元気の良い生徒ではありますが、姫様の御前だと誰だって畏い縮しゆくしてしまうものです」

　緊張感のある空気の中、ユリシス先生がフォローしてくれた。

　直後、ピシャリと扇子の閉じる音がして、再び場の空気が引き締まる。

「ユリシス。言っておくが、今の妾わらわは〝姫〟ではないぞ」

「ああ、お許しください女王陛下。つい癖で……」

「まあよい。確かに妾は女王と呼ばれるより、姫と呼ばれる方が好きだからな」

　そして隣の金髪の将軍を覗のぞき込み「のう、カノン」と呼びかけている。

　金髪の将軍は仏頂面のまま、黙って腕を組んでいる。

　女王を軽く無視するとは。やはりこの男、只ただ者ものではない……っ。

「けっ。この腹黒王子のことだ、きっと女王様につっこんでもらいたくて、わざとそうお呼びしたのだ。下心丸見えでいやらしい奴め！」

「エスカさんも相変わらず、シャトマ女王陛下を前にしてはヴァビロフォスへの揺るぎない信仰がブレブレになってしまうのですね。いいんですか？　司教様がそんなことで」

「う、うるせえ！　信仰と崇拝は別なんだよ！　死ね！　腹黒クソ王子！」

　エスカ司教は勢い余って立ち上がり、ユリシス先生に指を突きつけ、意味不明なことを喚わめいていた。そしてひとしきり悪態をついて、ドカッと椅子に座り込む。

「ところでよお、まどろっこしいのはなしにして、早速確認しちまおうぜ」

　先ほどまでの小物臭さは何ど処こへやら。

　スッと瞳に冷酷な色を灯ともして、エスカ司教は身を乗り出し、私とトールを見下ろす。

「こいつらが〈青の道化師〉に体を乗っ取られてないかどうかを、よお」

「……!?」

　そこでやっと、私たちがここへ呼ばれた本当の目的を理解した。

　ここにいる者たちは、私たちがあのユージーン・バチストのように体を乗っ取られていないかを、確かめるために呼んだのだ。

　異国の重鎮たちは、あの青いピエロをそれほど警戒している。

「特に、マキア・オディリール。明らかにキョドってるし、いつもの感じと違うのは俺様から見てもわかるぜ」

　エスカ司教は私を指差す。

「そ、それは……っ」

　どうしよう。どう説明したら、ここにいる王たちは私が体を乗っ取られていないと、納得してくれるのだろう。

　その時、隣のトールが「恐れながら」と言って、立ち上がる。

「マキア嬢をお疑いなのであれば、心配はご無用です。お嬢様は多少混乱されておられますが、本人であることは間違いなく、それは俺が、誰よりわかっている」

「……トール」

　トールは、私が誰より疑われていることを感じ取り、庇かばってくれたのだ。

「ほう。ならばこの娘の様子が、これほどおかしいのはなぜか？」

　シャトマ女王陛下は、そんなトールを試すような口ぶりだ。

　しかしトールは女王相手に怯むこともなく、

「カノン・パッヘルベル将軍」

　じっと、女王の隣に座る金髪の男を静かに睨にらんだ。

「お嬢はなぜか、あなたをとても恐れているようです」

　……トール、あなた。

　私は何も告げていないのに、あなたはそのことに、気がついていたのね。

　彼の洞察力に驚きながらも、堪たまらなく胸をギュッと締め付けられる。

「ふっ。あははっ。なるほどなあ。確かにこいつは、子どもなんかによく泣かれる！」

　シャトマ女王は足をバタつかせ声を上げて笑っていた。エスカ司教も「違いねーや」と膝ひざを叩たたいて大笑い。

　いや、そういう怖がり方とは、ちょっと違うんですけど。

　当のカノン将軍は、ブレずに仏頂面で沈黙したまま腕を組んでいる。

「言っておくが、そこのマキア・オディリールだけでなく、そなたも疑われているのだぞ、トール・ビグレイツ」

　女王はひとしきり笑うと、改めて、トールに告げた。

「違うというのなら、証明してみせよ。文字通り悪魔の証明と言えよう。そなたたちは、〈青の道化師〉ではないな？」

「…………」

　私たちは、試されている。

　あの時、青の道化師という禍まが々まがしい存在と対たい峙じしたから。

　だけど、だからこそ、分かっていることもある。

「証明は、できます」

　今まで沈黙していた私が声を上げた。

　この場にいた者たちは、少なからず私に注目した。

　私はトールと同じように立ち上がり、再び、口を開く。

「恐れながら申し上げます。あの青いピエロが〝守護者〟の体を乗っ取った場合、胸の紋章は消失してしまうそうです。ユージーン・バチストはそのせいで守護者の紋章を失い、代わりに私が、時間差で四人目の守護者に選ばれました」

「……ほお。ならば、そなたは」

　私は胸元を閉じていたボタンを外し、心臓の真上に浮かぶその紋章を、この場で晒さらす。




「今、ここに守護者の紋章があることが、私が私であることの証明です」




　恥ずかしいとか恥ずかしくないとか、それどころではなかった。

　この場にいる者たちにそれが証明できなければ、私たちはきっと疑われ続ける。

　それは私たちの自由と尊厳を損なうに違いない。

　トールもまた、私に倣って胸元を晒して、紋章を見せた。

　私とトールは、紛れもなく、本人である。

　しばらくして、ユリシス先生がパンと手を合わせた。

「いかがです？　これでも、彼らをお疑いになりますか？」

　にこやかだが、どこか得意げな言葉と眼まな差ざし。

　シャトマ女王はそんなユリシス先生を横目で見て、フッと微笑んだ。

「よかろう。守護者がアレに乗っ取られた場合〝紋章が消失する〟というのは、得難い情報であった。これで〈青の道化師〉は、守護者には手を出せぬ」

　パシッと、閉じた扇子で手のひらを打つ。

　そして彼女は、今までとは少し違う眼差しで私を見下ろした。

「大儀であった、マキア・オディリール。それに、ようやく調子が出てきたようだな」

「……え？」

　ニッと少女らしく笑う女王。私は多分、キョトンとしたまま。

「疑ってすまなかった。〈青の道化師〉には、我々もほとほと手を焼いていてな。……のう、カノン」

「ええ、姫」

　驚いた。カノン将軍が、シャトマ女王にまともな返事をしたぞ。

　しかも女王ではなく〝姫〟と呼んだ。女王はこの時ばかりは訂正しなかったが……

「シャトマ～会いたかったよ～っ！」

　突然、大会議室の扉が開かれ、何者かが乱入してきた。

「え!?　もう一人の、シャトマ女王……!?」

　驚きが言葉に出てしまい、慌てて自分の口を押さえる。

　もう一人のシャトマ女王はドレスを着ていて、この場に居た軍服の女王とは見分けがつくが、顔はどう見ても、そっくりそのまま彼女だった。

「こらこらミスティ。大事な会議の場だぞ、はしゃぐでない」

「だってこんな国に一人預けられて、寂しかったんだもん～～」

　乱入してきたドレスの女王は、軍服の女王に抱きつき、甘えるように頬擦りをしている。

　私もトールも呆あつ気けに取られていた。

　これはいったい、どういうことなの？

「疲れたであろう。一度、妾とのリンクを切り、あるべき姿へと戻れ──我が精霊ミスティ」

　軍服のシャトマ女王がそう唱えると、乱入してきたシャトマ女王はその体を光に包み、まるで旋風に巻き上げられた花びらのように、ひらひらと紫色の光を撒まき散らす。

　いや、違う。あれは黒紫色の蝶ちよう々ちようだ。

「美しいでしょう。あれは蝶の精霊・ミスティと言います。属性は【光】です」

　すぐそばにユリシス先生がいて、精霊魔法学の教師らしく私たちに教えてくれた。先生もまた、美しい光の蝶の演舞に見入っている様子だった。

　飛び散った蝶は、大部分がシャトマ女王の体の中へと吸収されたが、最後に一羽だけがひらひらと舞い、彼女の髪飾りと同化した。

「ふふ。驚かせたな。妾が使役している精霊は蟲むしばかり。ミスティはその中でも、妾そのものに化けることのできる精霊でな。それでいて、妾と常に意識を共有しており、妾が遠方にいても、妾と同じ影響力を発揮できる。言うなれば、ミスティはもう一人の妾。妾の〝アバター〟である」

「ア、アバター……」

　何だか、ルスキア王国ではしばらく聞きそうにない、近未来的単語を聞いた。

「マキア。あの夜会でそなたと出会ったのはミスティの方だが、語り合ったのはミスティを介した妾。要するに、妾だ」

「それは、そう言う魔法なのですか？」

「ああ、そうだ。それが妾の魔法──分身魔法」

　──分身魔法。この魔法があれば、精霊を介し、自分の姿や声そのままの分身を作ることができる、ということらしい。

　意識と視界をシャトマ女王本人と共有しているため、分身であってもほぼ本人と変わらず、自分の言葉で伝え、自分の意思で判断ができる。ただの分身というわけではない。

　少しだけ、あの〈青の道化師〉の魔法に似ていると思ったが、あのピエロの魔法は他者に成り代わり他者の力を利用するものだ。一方、シャトマ女王の場合は自分というものを増やす魔法だ。

　自分の影響力を、あらゆる場所で、同時進行で行使できる。一国の王としては、これほど使い甲が斐いのある魔法もない。

　なんて恐ろしい、女王陛下だ。

　シャトマ女王は再び扇子を開き、それを口元に当てながら、纏まとう魔力にヒヤリとしたものを織り交ぜる。その魔力と同じ色味の瞳ひとみで、私たちを見下ろした。

「もうよいぞ、下がれ」

　この場にいる者たちの威圧感、その魔力が、仄ほのかに漂う。

　大魔術師──なぜかこの時、この単語が頭をよぎった。

　私たちなど、彼らを前にしては小さな蟻と同じ。命じられるがままに、この場から弾はじき出される他なかった。







　王宮の大会議室をトールと共に出る。

　私は緊張が解け、目め眩まいがして壁にもたれた。

「お嬢！」

　トールがすぐさま、私を支える。彼は私の体が冷たくなって、ガタガタと震えていることに、すでに気がついていた。

　先ほどの場で、ただひたすら耐え続けたものが、溢あふれ出してしまいそうだった。

「ごめん、ごめんね、トール」

「お嬢、どうしたのですか。何を謝っているのです」

「…………っ」

「港に居た時からずっと、あなたは正常じゃない！　あの男、カノン将軍を恐れている」

　そう。トールはずっと、わかっていた。

　私が尋常じゃなく、あの男に恐怖を抱いていたことを。

「あの男……」

　私は目を見開いたまま、どこでもない一点を見つめ、トールの腕に縋すがった。




「あの男が、私を、殺したのよ……っ」




　私だけじゃない。私たちを。

　前世の名前で言うならば、小お田だ一かず華はと、斎さい藤とう徹とおるを。

　トールは何も覚えていないだろう。

　だけど私たち、確かにあの男に殺されて──今、この世界に生まれ変わっている。








第二話　かつて私を殺した男









　翌日の同盟国会議には、八カ国の代表が集った。

　開催地である南の大国ルスキア王国に訪れたのは、フレジール皇国、ヴァベル教国、ギルチェ王国、オリエン王国、ジブラルタ王国、ベネリア共和国、ドラコ公国の要人たち。

　どの国も王や首相、それに準ずる者を派遣しており、緊急性の高い重要な会議であることをうかがわせる。同盟国会議は定期的に行われるらしいが、今回は、北側で力を増し侵略行為を繰り返すエルメデス帝国への対抗措置が、主な議題となる。

　会議には、救世主アイリとその守護者も出席した。このルスキア王国に降り立った救世主の、各国の要人へのお披露目も兼ねているからだ。

　私は久々にアイリと顔を合わせたのだけれど、アイリは強こわ張ばった顔をしていて、私とは目を合わせようとしない。

　私もまた、昨日の今日で気が重い。この場には、あの男がいるんだもの。

　金髪の、異国の軍人カノン・パッヘルベル。

　そういえば、アイリはカノン将軍のことをどう思っているのだろうか。

　かつて斎さい藤とうと田た中なかさんを刺したのがあの男であるならば、アイリ、もとい田中さんも、カノン将軍が自分を刺した金髪の男だと思うのではないだろうか。顔を見たのであれば、だけど……

　あとで、思い切って聞いてみようか。だけどアイリは、私と話をしてくれるかな。

「次の戦争の行方を握る鍵かぎは、ここ十年で急速に発展した〝転移魔法〟になるだろうと、予想されております」

　会議を進めていたのは、ギルバート王子だ。救世主の守護者の一人でもあり、ルスキア王国の第三王子でもある。

　彼はずっと、この同盟国会議の準備を任され忙しそうにしていた。

「従来の転移魔法と違い、先端魔法を駆使した転移魔法は、移動距離も、移動質量も、移動速度も段違いです。帝国はここ数年、凄すさまじい速度で転移魔法の開発を進めております。非魔術師でも扱える、転移魔法を内蔵した〝武器〟や〝道具〟を生み出したのです」

　夏の舞踏会で、グレイグス辺境伯が起こした事件や、ユージーン先生の事件でも、転移魔法が内蔵された銃が使われていた。あのような道具を持っていれば、誰でも簡単に武器を補充したり、自分自身を別の場所に転移させることができる。

　これはとても恐ろしいことだ。軍隊も、武器も、魔法すらも、転移魔法で自在に目的の場所まで送ることができるのだから。

　言ってしまえば帝国の攻撃は、条件さえ満たせば遠いルスキア王国にも届きうると言うことだ。

　ただ、この手の転移魔法は、目的の場所に〝ゲート〟と呼ばれる出入り口をあらかじめ仕掛けておく必要がある。以前、薬園島の洞どう窟くつで見つけた不思議な装置も、ゲートの役割を果たしていた。

　要するに、帝国の間者が国内に紛れ込み、そのゲートを仕掛けていないか、我々は注意し続ける必要がある。そしてそれを見つけたならば、片っ端から壊さなければならない。

　ルスキア王国はすでに、このゲートをいくつも見つけ、破壊しているらしい。

　転移魔法以外にも、帝国は戦争の準備を、様々な方面で進めているという。

　特に──

「帝国は〝魔物〟の軍隊を持っております」

　この話題に、各国の代表がざわついた。

　魔物については、フレジール皇国のカノン将軍が淡々と説明をしていた。

「本来、魔物とは人間に従う存在ではありません。帝国は魔物を従属させる何かを生み出したと考えて良いでしょう。帝国が魔物を利用するということは、それ相応の被害が予測されるということです」

「なんと……っ」

　魔物の被害に疎いルスキア王国と違い、魔物に恐怖を抱く国は多い。

　魔物は人を襲って殺し、食うものもいる。人間とは、力も残虐性も段違いだ。それが帝国の軍隊ともなれば、人々は恐怖を抱かずにはいられないだろう。

　容赦ない帝国に対し、同盟国はどう対処すべきなのかと憤っている王もいる。

　一方で、楽観的な王もいる。

「こちらには救世主様がおられるではないか。救世主様の魔法は、魔物に効果的と聞いたことがある」

「救世主様は【全】の申し子でもあらせられるとか」

「救世主様が、帝国の侵略行為を止めてくださるやもしれぬ」

　救世主伝説を信じ、五百年前の〈トネリコの勇者〉のように、異世界から現れた救世主が世界を平和に導くと思っている。

「……何、言ってるのかな」

　だけど、それを否定したのは、紛れもなく救世主であるアイリ本人だった。

　今まで発言もせず俯うつむいてばかりいたが、アイリがスッと顔を上げた。

　そして彼女は、各国の王の前でとんでもないことを言ってのけたのだ。

「嫌だよ。私、もう救世主なんてやめる」

「……な」

　誰もがアイリに注目する。

　誰もが、何か、聞き間違ったかと思った。

　彼女の言葉の意味が、わからなかった。

　いつも側にいる守護者たちですら、驚きの表情を隠しきれずにいる。もちろん私も。

「あたし、主人公でも何でもないもん。だったら普通に死んじゃうかもしれないじゃない。もう帰りたい。帰してよ、元の世界に！」

「な、何を言い出すのだ、アイリ！　あれほど努力し、あれほど前向きに取り組んできたと言うのに。このような場で、そんな冗談を……っ」

　ギルバート王子が必死にアイリを宥なだめようとしていたが、

「冗談じゃないよ！」

　アイリは強く声を張り上げ、首を振り続けた。

「理想と全然違うんだもん！　だってここは、あたしの作った世界じゃないんでしょ!?」

「……アイリ」

「戦争？　魔物？　勝手にしてよ。まだ始まってもない戦争を怖がって、あまつさえ救世主にそれを止めろって？　バッカみたい。あたしに何を求めてるの？　そんなの無理に決まってるじゃん。……何、この世界」

　アイリはとめどなく、思いをぶちまける。

「ほんと……何なの、この世界」

　最終的に、アイリは青い顔をして大会議室から飛び出てしまった。

　見るからに、いつものアイリではなかった。

　ギルバート王子は彼女を追いかけたがっていたが、会議の進行役であるため、私と他の守護者たちが退出し、アイリを追いかける。

　アイリは走るだけ走って、王宮の廊下の突き当たりで、膝ひざを抱えて座り込んでいた。

「アイリ、どうしたの？　もしかして、具合が悪いんじゃ……」

　私が彼女に声をかけ、手を伸ばす。すると、アイリはバッと顔を上げ、

「どうして？　マキアが言ったんじゃない。この世界は、あたしの世界じゃないって！」

「……それは」

　思わず手を引っ込めた。

　アイリが救世主の役目を嫌がったのは、彼女の世界を、理想を、私が否定したからだ。

「もう、この世界がどうなろうが知ったことじゃないよ。あたしがこの世界を守る必要なんてある？　て言うか、何でそんなことやらないといけないの？」

「…………」

「こんな世界、戦争でも何でもやって壊れちゃえばいいんだ。あたしは元の世界に帰るから！」

　投げやりで、何もかもがどうでもいいと言うような言動。まさかそんなことを、アイリが言うとは思わなかった。

　その言葉は、守護者であるライオネルさんやトールに、少なからずショックを与えているようだった。

「アイリ様、とにかく落ち着いてください。きっとお疲れなのです。お部屋で少し休みましょう……」

「トール。もうあたしに、無理に優しくしなくていいんだよ。どうせ、あたしのこと嫌いだったでしょ。マキアに意地悪なことばっかり言ったし」

「そんなことは……」

　トールはアイリの物言いに困惑し、それ以上何も言えなくなった。

　ライオネルさんが毅き然ぜんとした口調で、アイリを宥める。

「アイリ様、ここでは目立ちます。会議はこの際ギルバート殿下にお任せして、お部屋に戻りましょう。私がお連れしますから」

「ライオネルだって、どうせあたしに呆あきれてるんでしょ？　妄想癖のある痛い女の子だって。優しいようで、優しくないもんね、ライオネルは」

「アイリ様」

「触らないで！」

　ライオネルさんが差し伸ばす手を、アイリが拒否し、強く振り払う。

「もういらない。もういらないよ！　君たち、みんな！」

　この世界、だけじゃない。

　今まで大事だった、守護者たちすら否定する。

「……アイリ様。我々の忠誠や決意すら、信じられなくなってしまったのですか」

　ライオネルさんの、失望すら感じられる言葉。

　アイリはそのまま、何も言わなくなってしまった。

　メイド長のクラリッサさんがやって来て、彼女を抱えて自室に連れて行く。彼女のことは、アイリが今もまだ、唯一信頼しているようだった。

　私は口元を押さえ、この場の皆に謝罪した。

「……ごめんなさい、私のせいだわ。私が、アイリにあんなことを言ったから」

「いや、マキア嬢のせいではない」

　私の言葉を否定したのは、意外にもライオネルさんだった。

「アイリはどのみち、以前のままではこの先の試練に耐えられなかっただろう。夢見がちな少女であれば微笑ましいが、そうではなく、どこか、我々やこの世界を直視できていないのではと思えるところが、アイリにはあった」

「……ライオネルさん」

「今は、アイリが自分を見つめ、この世界を受け入れ、自分を変えられるか……そうでないかの瀬戸際なのだろう」

　ライオネルさんはどこまでも大人で、落ち着いていた。彼の判断に、トールも隣で小さく頷うなずいている。

　だけど、もし本当にアイリが救世主としての立場を放棄したら、メイデーアはどうなってしまうのだろう。そもそも、救世主の立場は放棄できるものなのだろうか。

　私たちの胸に輝く四光の紋章。

　それは今もまだ、確かに心臓の真上に刻まれているというのに。







　その日の夜、ルスキア王宮の大広間では各国の要人を招いた夜会が催されていた。

　私は守護者の一人として参加を命じられていたが、救世主当人であるアイリが姿を現すことはなかった。

　ギルバート殿下が説得を試みているというが、アイリは救世主をやめると宣言してからというもの、部屋に引きこもってしまい、誰も彼女の自室に入れないのだとか。

　夜会の話題もこの話で持ちきりだ。

「なんという無責任な……」

「あれだけ、王宮で贅ぜいを貪むさぼっておきながら……」

「所しよ詮せんはただの小娘だ。救世主様には、前々からいい噂が無かった……」

「守護者たちはいったい何をしていたのだ……」

　以前まで救世主や守護者をあんなに持ち上げていたのに、まるで手のひらを返したように、悪口や噂話が飛び交う。

　救世主は異世界より現れた者にしか担えない役割で、彼女がそれを辞退することは、世界の誰もが許さないだろう。

「マキア嬢」

　大広間の壁際に突っ立っていたら、ユリシス先生が声をかけてきた。

「ユリシスせん……殿下」

「先生で構いませんよ」

　ユリシス先生は苦笑する。

　とは言え先生は、学校でのローブ姿と違って、今夜は麗しい王子スタイルだ。

「マキア嬢。連日、気の重い会議が続きましたが大丈夫ですか？」

「私は大丈夫です。それより先生、アイリの様子は……」

　ずっとそれが聞きたかった。

「アイリは、相変わらず部屋に篭こもったきりです。メイド長のクラリッサさん以外、誰も部屋に入れようとしません。もちろん、僕の話も聞く耳持たずで」

「そう、ですか」

「マキア嬢が気にやむ事ではありません。これはアイリが乗り越えるべき、アイリの試練なのです」

　ユリシス先生も、ライオネルさんと同じようなことを言う。

　大人たちは流石に落ち着いているな。だけど、このままでいいとは誰もが思っていないと思う。

　ユリシス先生は周囲の視線を気にしつつ……

「夜会という場で、ご令嬢を前にただの立ち話など失礼でしたね。どうですマキア嬢。僕と一曲、踊りませんか？」

「えっ!?」

　ユリシス先生と、踊る!?

　今の今まで考えたことも無かったシチュエーション。私の先生への憧あこがれは、他のご令嬢のものとはかなり違うでしょうけれど、それでも私は常日頃から先生を尊敬している。凄すごいなあ、素敵だなあと見み惚とれたことは数え切れないほどなので、私は思い切り手を上げて、

「はい！　踊ります！」

　などと答えた。それこそ、生徒が先生の質問に答えるがごとく。

「うん、いつもながらにいいお返事です。では、お手をどうぞ」

　私は照れ照れしながらも、張り切ってユリシス先生の手を取った。

　ユリシス先生にエスコートされながら、ダンスの輪に入る。

　先生は大人で、優しくて、ふんわりとした微笑みすら魔力を帯びている気がする。魔法学校では魔術師らしい姿をしているせいもあり、第二王子様であることをついつい忘れがちだが、こうやってスマートに手を引かれて踊っていると、ああ、やっぱり王子様なんだなと思わされるのだ。苦手なことなんてあるのかしらと思うほど、完かん璧ぺきな人だ。

「ところでマキア嬢。あのお三方のことをどう思いましたか？」

　ふと耳元で囁ささやかれ、私は現実に引き戻された。

「あのお三方、とは、フレジールの？」

「ええ。シャトマ女王と、カノン将軍、エスカ司教のことです」

　その名前が出て胸がざわついたが、なるほど、とも思った。

　こういう話は、立ち話だと誰かに聞かれてしまう恐れがある。いっそダンスを踊りながらの方が、誤魔化せるというものだ。

「それは、凄い人たちだなって……言葉にし難がたいのですが、あの方々が集まっていた会議場では、自分はまるで、小さな蟻のようだと感じました」

「そうでしょうとも。あのお三方は、フレジールの正義の盾」

　ダンスの最中、ユリシス先生は、チラリと視線を横に流す。

　彼が垣かい間ま見たのは、多くの者に囲まれるシャトマ女王陛下だった。

「女王陛下を中心に、あのお三方には絶対的な信頼関係があり、なおかつ、お互いが立場と権力に相応する〝魔法の力〟を有しています。だから、フレジールは強い」

　シャトマ女王と、カノン将軍と、エスカ司教。

　彼らの関係性には、確かに特殊なものを感じた。だけどその本当のところを、私はまだ知らない。なぜ、それほどまでに強固な絆きずながあるのか。

「でも……ルスキア王国にも、ユリシス先生がいます」

　私がポツリと呟つぶやくと、ユリシス先生は僅わずかに驚き、やがて物憂げな笑みを浮かべる。

「ふふ。ありがとうございます。だけど……ユージーンを失ってしまった」

「…………」

　青の道化師に体を乗っ取られ死亡したユージーン・バチストは、ユリシス先生とは魔法学校の同級生だったと聞く。

　バチスト先生の事件に関して、ユリシス先生の個人的な話を聞くことはなかったけれど、ただその一言で、ユリシス先生が彼の悲劇を静かに嘆いていたのが、よくわかった。

「マキア嬢。ルスキア王国を守りきるには、僕の力だけでは足りない時が、遠からず来ると思います。あなたの力を借りなければならない時が」

「先生……っ、でも、私」

「僕はあなたとトール君に無限の可能性を感じているのです。魔術師として」

　……私と、トールに？

　その理由を聞きたかったが、ちょうどワルツが終わり、私たちは手を離しお互いに頭を下げる。周囲からは踊っていた紳士淑女に向けて拍手が湧く。

「それでは、マキア嬢。また学校でお会いしましょう」

　そして、ユリシス先生は颯さつ爽そうと行ってしまったのだった。







　ユリシス先生とダンスを踊っていたからか、夜会の客人たちが、私に何かと声をかけてくるようになった。

　同盟国会議に出席していた者たちにこそ、私が守護者の一人であると知らされているが、学生ということでまだ広く公表はされていない。それでもこの夜会に出席する貴族たちの嗅きゆう覚かくは凄すさまじく、私に何かあると感じたのだろう。

　いえいえ。私はただの田舎貴族の令嬢で、壁の花ですから……

　存在感を消しつつ、私は二階のテラスへと逃げた。

　風を浴び、深呼吸。

　ここで一人、色んなことを考えながら、静かに時間を過ごそう。

　色々とあったもの。状況を整理して、自分のやるべきことは何かを考えなければ。




「マキア・オディリール嬢」




　だが、前向きでいようとする考えを遮るほどの冷たい声に、呼吸が止まる。

　心臓すら、止まってしまいそうな、声。

「守護者のお一人であるご令嬢が、こんな暗がりで、そんな場所に立っているものじゃありません。誰かに刃物で貫かれ、突き落とされるかもしれませんからね。今宵こよいの宴うたげは、何が起こってもおかしくはないのだから」

「…………」

　その言葉に、私は覚悟して、ゆっくりと振り返った。

「あなた……は……」

　金髪の、カノン・パッヘルベル将軍。

　きらびやかな光の世界より、このバルコニーの影になった部分に一歩足を踏み入れる、異国の軍人。麗しい正装姿の将軍閣下は、見覚えのある柘ざく榴ろ色の瞳ひとみを前髪の隙間から覗のぞかせ、確かに視線を私に向けていた。

「改めてご挨あい拶さつを、マキア・オディリール嬢。私はカノン・パッヘルベル。どうぞお見知り置きを」

　カノン将軍はよくある挨拶の流れで私の手を取ろうとしたが、私が自分の手をビクリと震わせ、胸元に引き寄せてしまったので、彼はその手を自らの胸に当て頭を下げる。

　私はバルコニーの端に追い詰められたまま、立ち竦すくんでいた。

　今にも飛び出していきそうな心臓の鼓動を、自らの手で嫌でも感じ取りながら。

　将軍は顔を上げ、作り物のような微笑みを浮かべている。

「貴女あなたには、初めてお会いした時から、どうにも恐れられているようですね」

「……初めて？」

　カノン将軍がスッと、纏まとう空気の色を変えた気がした。

「ええ。私が、貴女を殺した時の話をしています」

　何一つ、隠そうとしない。

　ただその事実を、私に囁きかけ、突きつける。

「やはり……っ、あなたは私の前世で、私を殺したあの男」

　私たちを殺した男。

　理屈は全くわからない。この世界のいち将軍が、今とそう変わらない姿で、地球の小お田だ一かず華はと斎藤徹とおるを殺した方法。その理由。

　それは、十六年も前の話だ。

　この男は、人ではないのか……っ。

　震えてしまいそうな体にグッと力を込めて、細いヒールで床を踏みしめる。

　そして、ずっと忘れることのなかった〝金髪の男〟の顔を、睨にらむように見据える。

　あの星降る夜に、前世の記憶を思い出してから、いつか、どこかで、必ずこの男に会うだろうと思っていた。

　その時は、絶対に聞きたいと思っていたことがある。

「なぜ。なぜ私を、私たちを殺したの……ですか……っ」

　ただの通り魔なんかじゃない。

　何か理由があって、私たちはこの男に殺された。

　そして、きっと、わざわざこのメイデーアに転生させられたのだ。

　そうでなければおかしい程に、私たちは何かの運命、法則に基づくようにして、確かに巡り合っている。

「言っただろう。何度生まれ変わっても、俺はお前を、必ず、殺すと」

　カノン将軍の口調が、切り替わる。

　その言葉は、確かに以前、聞いたことがあった。

「ならば、また殺すと言うの？　また殺すために、私を生まれ変わらせたと？」

　将軍は目を細める。

「……この世界で、俺がお前を殺す瞬間は、また必ず訪れるだろう」

「わからないわ」

　わからない。なぜ、この男に殺されなければならないのか。

「だけど、今の私はあの時の私ではない。そう簡単に、殺されたりしない！」

　ドクンと心臓の鼓動が高鳴り、私は指輪をつけていたその手を、カノン将軍に差し向けていた。また殺されるくらいなら、私が、この男を──

　カノン将軍はそんな私の手首を掴つかみ、覆うようにして顔を覗く。

「やめておけ。ここで騒ぎを起こして何になる。俺を殺すことなど、今のお前にはできやしない」

「……っ」

　強く握られた手首が痛い。まるで首を締め付けられているかのような、息苦しさすら感じる。

　それに、おかしい。私の肌に触れていても、申し子の体質による熱も、この男は感じていないようだ。

「そもそも、本当に一度だけか？　お前が、俺に殺されたのは」

「……え？」

「お前の物語の始まりが、地球の死からなのだと、どうして思える」

　この男は、いったい何を言っているのだろう。

　私は瞬まばたきもできず、ただ体を強こわ張ばらせていた。

「お前は何もかもを忘れているのだろうが、俺は全てを覚えている。この世界でも、お前は俺から逃げられはしない。いや、この世界でこそ。……俺も、お前からは逃げられない」

　感情を感じさせない男の、感情的な片へん鱗りんを見た言葉。

　訴えかけるものがあるが、何が言いたいのか、私にはまるでわからない。

「殺す……の？　今ここで」

　あの時のように、ここから突き落として。

　血で塗り固めたような瞳が、赤く妖あやしく、だけどどこか悲しげに煌きらめいた。

「……いいや。すぐに殺したりはしないさ。お前には役目がある。お前にしかできない大業が待ち構えている」

「私の役目？」

　大業……？

「聖地へ行け。そこに、お前の求める〝真実〟が眠っている」

「…………」

　何もかもが分からないことだらけだ。

　だが、わかったこともある。魂が、この男への恐怖を覚えている。

　涙が溢あふれそうになりながらも、グッと歯を食いしばって、掴まれていた腕を振り払おうとしたが、ビクともしない。

　しかし、私の手首をきつく掴んでいたカノン将軍の腕が、別の手によって掴まれる。




「閣下。マキア嬢から手をお離しください」




　それは、強くカノン将軍を睨むトールだった。

　あのトールが、敵対心を隠すことなく、私の騎士として凜りんとそこに立っている。

　カノン将軍は横目でトールを捉とらえ、お互いに睨み合いながら、しばらく無言でいたが、

「これは失敬。俺としたことが、少し熱くなりすぎたようだ」

　伏し目がちに苦笑し、私から手を離す。

　そして、

「……マキア嬢。怖がらせてしまい、申し訳ない」

　意外な台詞せりふの後、彼はすぐに、その場を立ち去った。

　謎めいた異国の将軍は、言葉とは裏腹に、私とトールに対し最後まで殺気と憎悪のようなものを放ち続けていた。

　それだけが、わかる。他の何もかもがわからなくても。

「トール……」

「お嬢。ご無事ですか？」

「え、ええ」

　胸に自分の手を引き寄せ、さっきまでカノン将軍に掴まれていた手首を、もう片方の手で覆った。

　掴まれていた場所が、じんじんと熱い。

　冷たい印象とは真逆の、とても熱い手だった。

　私はまた、あの男に殺されてしまうのだろうか。目的はいったい何？

　記憶ならとっくに思い出している。あの男に対する恐怖を、隠しきれないほど抱いているのだから。

　しかしあの男は、私にまだ何かを思い出して欲しいような、そんな熱を帯びた言葉を連ねていた。

　じくじくと、胸が痛い。

　かつて、鋭い刃物で体を貫かれた、その猛烈な痛みを、今もまだ覚えている。

　怖い。痛い。怖い。痛い───

「お嬢！　お嬢っ!!」

　前世の死。

　あの瞬間の恐怖が、痛みが、嫌というほど思い出されて、私の緊張は極限に達した。

　そのまま、ふっと意識を失ってしまう。

　倒れてしまいそうだったのを、トールが受け止めてくれた。

　それだけが、意識の糸が切れる瞬間まで、感じられた。




　　　　○




　学校の屋上。

　真っ赤な夕焼け。

　耳障りな、カラスの鳴き声。

　目に焼き付いているのは、血だまりに伏せる少年と少女。

　背中に迫っていたのは、金髪と柘榴色の瞳を持つ男。

　私もまた、この男に刺されて、死んだ。

　屋上から落とされて、体も命も、砕けたような音が響いた。

　──私はかつて、それを夢だと思っていた。

　だけど星降る夜に、否いや応おうなしに〝前世〟だと理解した。

　魂がそれを受け入れ、迷いすらなかった。

　あの金髪の男が現れたことで、かつての死が、再び鮮明な恐怖の記録として、繰り返し思い出されている。

　助けて。助けて。助けて。

　誰かに、どこかに、助けを求めながら刺されて落ちた。

　血の匂いや、痛みすら、しっかり思い出される。




　……カチッ。




　あの時、自分の中で鳴った、はじまりの音も。




　　　　○




「…………」

　馴な染じみのない、天てん蓋がいの裏側が見える。

「お嬢、お目覚めですか？」

　トールの声がする。目線だけで、トールを探す。

　彼はすぐに私の顔を覗のぞき込み、私を安心させてくれた。

「ここはユリシス殿下が用意してくださった、王宮内の一室です。ご安心ください」

「トール……」

　彼は上着を脱いだラフな格好だ。私もまた、緩いネグリジェに着替えて寝ている。

　んー……誰が着替えさせてくれたのかなあ？

「私、気を失っちゃったのね。不ふ甲が斐いないわ、本当に……」

　本当に、さっきまでの私は、情けないものだった。

　私が起き上がろうとするのを、トールが背中に手を回し手伝ってくれる。

「無理もありませんよ。前世の仇かたきが、そこに現れたなら」

「トールは……私の話を、信じてくれているの？」

「勿もち論ろんです。お嬢の言うことですから」

　トールが当たり前のように言うので、私は少し驚いた。

　彼は温かいミルクコーヒーを淹いれてくれ、コーヒーカップを私に手渡す。

「どうぞ」

「ありがとう。トールが淹れてくれるミルクコーヒーなんて、いつぶりかしら」

　一口すすると、それはとても染み入る味がした。

　こう言う時は、いつもより甘くて、ミルク多めのやつ。

　ジワリと目元に涙が浮かんでくる程に、懐かしい。

「お嬢？」

「ご、ごめんなさい。最近また、涙るい腺せんが弱くって」

　トールにコーヒーカップを渡し、目元をゴシゴシ拭ふいた。

　トールを前にしていたら、弱い自分が出てしまいがちだ。

「やはり、あのカノン将軍は、前世でお嬢を殺した相手だったのですか？」

　トールが、低く囁ささやくように、あの男の名前を出す。

「……ええ。信じたくはなかったけれど、そうみたい。カノン将軍が、実際にそう語ったのだから」

　私もまた、抑揚のない声でそう答えた。

　これはトールにとっても、無関係な話ではない。

　トールはあの男のことを覚えている訳ではないようだが、顎あごに手を添えて、何かを考え込んでいる。

「カノン将軍はフレジールの重鎮。フレジールを、何度も帝国の魔の手から救った英雄です。なぜそのような方が、お嬢の世界で、お嬢を殺す必要があったのでしょう。そもそも、どうやって異世界に……」

　トールの気がかりは、もっともだ。私もそこが、よくわからない。

　そもそも十六年以上も前の話だ。いや、異世界という別次元での出来事に、この時間の概念すら当てはまるのか分からないけれど。

「他国は、転移魔法の開発が目覚ましいのでしょう？　もしかしたら、異世界に転移する方法すら、知っているのかもしれないわ」

「……それはあり得る話かもしれません。異世界からくる救世主がいるのですから、異世界は、確かに存在するのでしょう」

　そしてトールは、ふとこんなことを言う。

「もしかしたら、フレジールは異世界を調査しているのかもしれません」

「え……？　異世界に、何かあるというの？」

　私たちの生きていた、あの地球に。

「それは、わかりません。帝国との戦争に関係があるのかも、とは思いますが。俺は、お嬢やアイリ様のいた異世界のことを、全く知りませんから」

「……そう。そう、よね」

　やっぱり、トールはこの話を聞いても、何も思い出さないのだろう。

　自分もそこで生きていたこと。斎藤徹だった頃のことを、何も。

「お嬢、今もまだ顔が真っ青です。それに、少し震えている」

　トールが私の頬に、ピトッと自分の手の甲を当てた。

　私は確かに、自分も気づかないうちに小刻みに震えていた。

「体温も、お嬢にしてはかなり低い気がしますね。まるで水中で溺おぼれた時のようです」

「……あなた、私の体温すら肌感覚で覚えているって言うの？」

　思わずつっこんでしまったが、私は多分、自分に触れる男の子を意識せずにはいられない、乙女の表情をしているだろう。

　でも、トールは私を意識してはいない。だからこうやって、気軽に触れてくれるのだ。

　私も子どもの頃は、こんな風にトールに触れられても、なんて事なかった。それは当たり前のことで、私の特権のようだと、誇らしくすら思っていた。

　だけど今は、胸が痛い。恋を自覚しているからだ。

　まるで、前世の私のよう……

　この感情に思い至ったせいか、今一度、前世の悲劇が脳内にフラッシュバックする。

　学校の屋上で横たわる、初恋の相手の死体が、目の奥でチラつく。

　またトールに何かあったら、私は……

「い……っ」

　激しい頭痛に見舞われ、頭を抱えた。濁流のように押し寄せるあの時の記憶が、今までになく私を痛めつける。

　トールが私の異常にすぐ気がつき、立ち上がった。

「お嬢、どこか痛むのですか!?　すぐに宮廷医を……っ」

「待って、トール」

　トールが部屋を出ようとしたので、私は彼を呼び止めた。

　ある瞬間に頭痛がおさまり、心が妙に落ち着いていくのを感じながら、私は白いシーツに視線を落としたまま、瞬きもせず願った。

「お願い。今日は、ここにいて……」

「お嬢？」

「刺された時のことを、昨日のことのように、思い出すの」

　ゆっくりと、自分の顔を震える手のひらで覆う。

「背中から、心臓を一突き、だった……」

　夕焼け空の下。

　血だまりの光景が、まだ私の記憶にこびりついている。

　だからトール、あの男には絶対に近づかないで──

「あの男。カノン・パッヘルベル将軍が、お嬢をそんな風に殺したのですか？」

　私が警告の言葉を告げるより早く、トールが静かに、敵を意識する。

　背筋がゾクッとするような、静かな怒りに満ちた声に、私は顔を上げた。

　僅わずかに目を見開いたのは、トールの表情が、今まで見たことのない冷酷な男の顔をしていたからだ。

　ああ、ダメだ。

　私は、なんて弱い姿を彼に晒さらしてしまったのだろう。

　トールがあまりに落ち着いて、私の前世の話を受け入れていたから、私はどこかで勘違いをしていたのだ。トールはまだ、危険なあの男のことを何も知らない、と。

　違う。トールは憤っている。ただそれを爆発させまいと、無理やり抑え込み制御しているから、あれほど落ち着いて見えたのだ。

　だけどもう、私の前世の死の話を聞いて、それを今の私に重ね合わせて、確かに敵を認識した。

　あの男とトールに関わって欲しくないと思うのであれば、私はトールに、真実を話すべきではなかった。なかったのに──

　私が見つめていることに気がついたトールは、眉まゆを寄せて柔らかく微笑む。

　そして、ゆっくりと私を横たえた。

「…………」

　トールは私に覆いかぶさる形で静止し、近い場所で、瞳ひとみを覗き込んでいた。

　沈黙と静寂。

　彼のスミレ色の瞳に、自分の姿が映っているのが見えるほど、私たちの距離は近い。

「大丈夫。俺はあなたの味方です」

　吐息のわかる、囁くような声がズルい。

「俺はあなたに名前をもらい、生かされた。あなたを守れなければ、俺に生きている価値などない」

　だけど同時に、怖くなった。私を大事に思ってくれる騎士の、カノン将軍に対する警戒心が、恐ろしい方向へと向かってしまわないか。

「すみませんお嬢。怖かったですか……？」

「え……？」

　私はどんな顔をしていたんだろう。トールはスッと私から離れ、布団をかけ直す。

「少し、昔の話をしましょう、お嬢」

　そして、トールはベッドの傍の椅子に、再び座る。

「俺がお嬢に拾われた、一年後くらいでしたっけ。俺を奴隷にしていた海賊が、またカルテッドの港にやってきて、闇市で奴隷を売っていましたね。奴隷たちは随分と酷ひどい目に合わされていて、生きる気力を無くしていた」

　ああ、それはよく覚えている。私とトールが、まだ何も知らない子どもで、純粋にお嬢とその騎士だった頃の、一つの事件だ。

「俺はそれが許せなくて、でも俺のような子どもには、何もできなくて……。そんな時、お嬢が言ってくれたのです。トールの敵は私の敵だ、と」

　トールは、懐かしいことを思い出しているような目をして、クスッと微笑む。

「あの歳の、男爵令嬢とは思えぬ悪知恵と度胸と得意な魔法で、お嬢は海賊たちをぶちのめしてくれました。海賊船を乗っ取って高笑いするあなたを見た時、俺は思ったものです。この人は絶対、只ただ者ものじゃない、と」

「そ、そこ……？」

　いや、確かにあの頃の私は怖いもの知らずだった。

　乗っ取った海賊船の上で高笑いしたのはよく覚えている。確かお父様が写真を撮っていた。

「あの時、俺は本当の意味で、奴隷から解放されたと思ったのです。そして、あなたに一生ついていくと、この胸に誓った」

「……トール」

「だから、今度は俺が、あなたにお返しする番です」

　伏し目がちだった顔を上げ、トールは私を見つめた。まっすぐすぎる瞳で。

「カノン将軍については、俺に任せてください。出来るだけ情報を入手してみます。あの男に、どのような目的があるのか」

「ダ、ダメよトール。言ったでしょ、近づいてはダメ。あなたに何かあったら、私……っ」

　私は、ベッドの中で何度も首を振り、彼に手を伸ばし、その袖そでをグッと掴つかむ。

　トールの気持ちは嬉うれしいが、私の前世の因縁などこの際どうでもいい。カノン将軍の目的は気になるが、私はそれより、側にいるトールのことが大切だ。

　私たち、お互いが大事すぎて、その思いが破滅を招いてはいけない──

「安心してください、お嬢。俺だって無茶はしません。ルスキア王国の騎士という立場もありますし。お嬢は心配なさらず、魔法学校の授業に集中なさってください。もうすぐ最後の課題と、終了試験があるのでしょう？」

「え……？」

　トールはニコリと笑い、袖を掴んで離さない私の手を取り、布団の中に仕舞い込む。

　上手うまく、トールに話を逸そらされた気がする。

「一年なんてあっという間ですね。お嬢は優秀で、将来が楽しみだとユリシス殿下がおっしゃっていました。班員のご学友とも結果を出し続け、信頼を重ねられたことでしょう」

「……だけど私、すぐに二年生にはなれないわ。守護者として聖地に赴くことになったら、休学することになると思うの」

　それに、あの男は言っていた。

　聖地に、私の求める真実がある、と。

「どうでしょう……。アイリ様が救世主を辞退なさるお気持ちに変わりがなければ、俺たちは必要のない存在になりますから。未来のことは、わかりません」

　その点に関して、トールは私と違いシビアな見方をしていた。

　確かにアイリのあの様子では、私たち守護者の未来がどちらに転ぶかわからない。

　アイリは本当に、救世主をやめて、元の世界に帰りたいのだろうか。




　だけど、あの世界へ戻る方法は、確かにある。

　あの男、カノン将軍が、私たちをあの世界で殺した事実がその証明なのだから。








第三話　魔物の標本









　同盟国会議が終わり、各国の代表が帰国した。

　カノン将軍と、シャトマ女王陛下の蝶ちようの精霊だけは残っているらしいのだが、同盟国会議以降、私が関わることはほとんどない。

　また、救世主を辞めたいと言い出した、アイリについて。

　ちょうど救世主の守護者たちに、アイリとの接触禁止と、ミラドリードでの待機が命じられたところだ。今はアイリを刺激せず、そっとしておくのが一番良いと、監督役のユリシス先生が決めたのだ。

　第三王子ギルバート殿下は、王宮で外交に関する重要な職務についているので、そちらに集中するように。

　騎士団のライオネルさんとトールは、今まで通り騎士団の仕事を。

　私はルネ・ルスキア魔法学校での修学を。

　アイリには聞きたいこともあったのだが、私自身がアイリの刺激になると思われているので、しばらく会わせてもらえないようだ。当然だろう。

　そういう訳で、私たち守護者は、一時その役目から離れるほかなかった。

　私は日常を取り戻し、ルネ・ルスキア魔法学校で、ガーネットの９班の面々と共に勉学に励んでいる。

　カノン将軍との出会いに心乱されたが、来春には聖地に行くことになっているし、嫌でも私は、そこで様々なことを知るだろう。

　世界のあちこちで動きがあり、雲行きが怪しいが、今はできる限りの努力をして備えておくしかないのだと、私は心を切り替えたのだった。







　その日は【精霊魔法学】と【魔法薬学】の合同演習で、学園の薬園島に来ていた。

　以前、ポンシダを採取し、魔法の目薬を作る課題をこなした場所だ。

　ここで各班に分かれ、野外で起こりうる怪我を把握し、緊急時における〝治癒魔法〟と、〝魔法薬〟の処方の仕方を学んでいる。

　ちなみに治癒魔法は、精霊魔法学の管轄である。

　ちょうど今、私が人形の足にできた仮の切り傷に、初歩的な治癒魔法をかけているところだ。

「メル・ビス・マキア──癒いやせ。縫い止めよ」

　例えばこれは、怪我を負ってしまった時の、応急処置の治癒魔法。

　傷を塞ふさいだり、血を止める効果がある。

　野外であれば、使えそうな薬草を判断し、その場で魔法薬を作ることもあるだろう。そういう時に使える薬草を、この薬園島で見て学ぶのだ。

　他にも解毒の魔法や、痛み止めの魔法なんかがある。さらに重い怪我や病を癒す治癒魔法となると、それはとても高度な魔法だ。治癒を司つかさどる精霊を複数携え、治癒魔法を専門的に学ぶ必要がある。

　ルネ・ルスキア魔法学校では第三学年で各分野の専攻に分かれるのだが、中でも治癒魔法学科の人気は毎年高いと、メディテ先生に聞いたことがある。治癒魔術師は各病院に必要であり、職にあぶれることがなく、食いっぱぐれる心配もないからだ。

　ただし治癒魔法は人によって向き不向きもあり、一度の魔力消費は著しい。

　治癒魔法を専門にしている人は、総じて優秀な魔術師だとも言われているのだった。

　かくいう私は魔法薬を作るのは得意なんだけど、治癒魔法はイマイチ苦手みたい。

　傷口の縫い目が雑というのもあるけれど、何より治癒効果が出るまでが少し遅い。これは治癒魔法としては、大きな欠点だ。うちの班だとネロが最も治癒魔法が得意なんだけど、私の十倍速と言えるほど、効果が出るのが速いのだった……

「はあ～。お腹すいた！」

　実習が終わり、薬園島でのお昼休み。魔力を食う魔法なだけあってお腹ぺこぺこだ。

「噂には聞いてたけど、治癒魔法ってしんどいんだな。だいたい魔法薬使ったほうが、自分の魔力も消費せずに便利じゃねーかよ」

　フレイは実習ですっかりお疲れモード。治癒魔法の存在意義に疑問の様子。

「ですが、魔法薬が足りなくなったり、持っていない場面もありますから」

「ああ。治癒魔法は、覚えられるだけ覚えておいた方がいい」

　レピスとネロは、治癒魔法の必要性を十分に理解しているようだった。二人とも、ルスキア王国のような魔法薬が充実した国とは違って、他国での生活経験があるからだろう。

　薬園島の開けた場所の、落ち葉の絨じゆう毯たんになっている場所を陣取り、お昼にする。

　顔を上げると、木々はすっかり丸裸だが、今日は清すが々すがしい晴天。冬も間近だというのに、この暖かさはルスキア王国の中でも特に南に位置するミラドリードならではだろう。

　学校から配布されたお昼のお弁当は、サバとトマトのパニーニだ。

　オリーブオイルと塩でこんがり焼いたサバと、分厚く切ったトマトを、少し硬めのパンに挟み込んだもの。

　出来立ての状態を維持する魔法の紙袋に包んであるため、まだほんのりと温かい。

　一口食べるとサバの脂と旨うまみがジュワッと溢あふれ、これが瑞みず々みずしいトマトと相あい俟まってとても美味おいしい。オリーブオイルと塩だけのシンプルな味付けも素材の味を引き立ててくれるし、硬めなパンもジューシーな具と相性が良く、ひたすら空腹を癒してくれる。

　ああ、美味しい。もっと食べたい。

　足りない。足りない。お弁当を誰より早く平らげた私、魔法のバスケットの中をゴソゴソ探って、今朝握ったばかりの巨大おにぎりを取り出す。作り置きしているアプリコットの梅干し入りおにぎり。それを食べたかと思ったら、塩林檎を取り出す。真っ赤な塩林檎をローブの袖でゴシゴシ拭ふいて、齧かじる。うん、食べ慣れた味。美味しい。

「マキア、最近本当によく食べますね」

「え？」

　レピスがいよいよ突っ込んだ。前にも増して、私の食欲が凄すごいことになっているからだ。

　班員たちを見渡すと、私がひたすら食べる様子を、みんなしてじっと見ていた。

「そ、そうなのよね。私、あの舞踏会の夜から、食欲が凄くって……」

　多少恥ずかしがりながらも、またバスケットを漁あさってポテトチップス（ソルト＆ビネガー味）の袋を取り出し、バリッと開ける。おいまだ食うのかよ、とのフレイのツッコミは聞こえないふり。

　そう。舞踏会の夜、さらにはディーモ大聖堂で〈青の道化師〉と対たい峙じして以降、私の食欲が以前よりはるかに増しているのだった。

「ただの育ち盛りだろ～」

　フレイが人のポテチをつまみながら。

「……いや。きっと〈紅くれないの魔女〉の魔法を使ったせいで、マキアの中の消費魔力の最大値が上がってるんだろう。それに伴って、魔力を作る魔質を食物から摂取する必要がある」

　ネロだけは、真面目に私の増進した食欲について考察していた。

「もしかしたら、今もあの魔法で消費した魔力を、補い続けているのかもしれないな」

「え？　今も……？」

　そんなことあり得るのだろうか。普通、魔法というのは魔力切れを起こしたら使えなくなるし、消費した魔力は数日間で回復する。

　長期間にわたって、一つの魔法の魔力を補い続けるなど……

「聞いたことがあるんだ。そういう〝リスク〟と〝対価〟のある魔法のことを」

「聞いたって、誰から？」

「……兄さんに」

　色とりどりの落ち葉を巻き上げるような、強い、北風が吹く。

　ネロは、その風の行方を追うように、ゆっくりと空を見上げた。

　葉の落ちた木々の隙間から見える空は、秋の終わりと冬の始まりを感じさせる、白っぽい色。

　ネロの精霊である雌め鷹だかのフーガが、悠々と旋回していた。

　ネロが自分の兄のことを話す時は、いつもこんな風に、遥はるか遠くを見ている気がする。







「マキア嬢、少しいいですか？」

　学園島の港に下船したところで、私は精霊魔法学のユリシス先生に呼び止められた。

　まさか、アイリを取り巻く状況に、何か動きがあったのだろうか。

　他の班員たちに、先にアトリエへと行くようにと告げ、私はユリシス先生に駆け寄る。

「マキア嬢。明日の放課後、第二図書館に来ていただけますか？」

「第二図書館ですか？　あそこは生徒の立ち入りを禁止しているのでは？」

「特別に許可を出します。マキア嬢に見ていただきたいものがあるのです」

「……？」

　はて、先生が見せたいものとは何だろう。

　守護者の役目と、何か関係のあることだろうか。

「わかりました」

　不思議に思ったが、私は素直に頷うなずいた。

「ほうほう。きっとあれを目にしたら、マキア嬢は腰を抜かすほど驚かれますぞ。ほう」

　ユリシス先生の肩にとまっているフクロウの精霊ファントロームが、唇をカチカチ鳴らして喋しやべり始めた。今まで置物のように静かだったのに、いきなり喋り出すものだから、私は驚いてビクッと肩を上げる。

　ていうか、腰を抜かすほど驚くって、いったい何？　一抹の不安……

「ふふ、そうですね。……ではマキア嬢、後ほど」

　ユリシス先生は詳しい説明をすることもなく、にこやかで柔らかな笑顔のまま踵きびすを返し、杖つえを突きながら颯さつ爽そうと立ち去った。

「……うーん、やっぱり、ユリシス先生の空気って独特だわ」

　私は顎あごに指を添えて、低く唸うなる。

　何というんだろう。森の奥にある静かな湖畔に立って、思い切り空気を吸った時と同じような、澄んだ魔力の匂いがする。

　ユリシス先生はルスキア王国最強の魔術師と言われているが、その偉大な力を、私はまだ、はっきりとは見たことがない。学校でユリシス先生が魔法を使う事があるとすれば、生徒たちに何かしらのお手本を見せる時、くらいのものだ。

　噂によると、ユリシス先生が本気で魔法を行使したら、このメイデーアの自然界が荒れ狂い、海は割れ、大地は裂けてしまうとか、何とか。

　にわかに信じられないが、少し、いやかなり興味がある。

　いつか私は、ユリシス先生の本気の魔法に、お目にかかる事があるだろうか。







　翌日の放課後。

　私はユリシス先生に言われていた通り、学園島の西の外れの林にある〝第二図書館〟へとやってきた。

　学園島の中には、様々な時代、様式の建物が乱立しているのが特徴だが、ここ第二図書館はルネ・ルスキア魔法学校創設時の建造物だと言われている。どっしりとした灰色のレンガ造りが特徴的な、六角形の建物だ。

　普段、第二図書館への生徒の立ち入りは禁じられている。

　中へと入るのは初めてで、緊張してきた。

「うっわあ」

　建物の中は思っていた光景と少し違っていて、思わず感嘆の声が漏れた。

　中は、広く深くお盆のように窪くぼんだ空間になっており、私は第二図書館の内部を高い場所から見渡しているような感じだった。

　空間の上部にふわふわと発光する球体が浮いており、それがじんわりと図書館の内部を照らしている。また中央の空間には、巨大な綿の木が植えられていた。綿の木には綿花がたくさん付いていて、呼吸するように鈍く光っている。ああ、宙に浮いている発光した球体、あれ全部この木の綿花か。

　綿の木を中心に、高い本棚が並び立っている。

　驚いたことに、天井に至るまでの側面が本棚でびっしりだ。本が床に落ちてこないのは、特別な浮遊魔法がこの空間を満たしているからだろう。

「お目当ての本を探すのが、大変そうだわ、この図書館」

　私は半分地下になった空間を階段で下りて、本棚の並ぶ書庫スペースに立ってみた。

　シン……

　古い紙と埃ほこりの匂いが漂う。人気のない図書館は背筋にゾクゾクとくる。

　暖房があまり効いておらず、寒いというのもある。光る綿花と、窓から差し込む陽光以外の光源は無く、図書館の中は薄暗い。

　何より、誰も居ないのに、妙な魔法の気配だけがあちこちから感じられるのだ。

　おそらく古書に記された魔法がそうさせるのだろう。魔法とは、その痕こん跡せきや呪じゆ文もんの文字列だけでも、何かしらの力を帯びているものだ。

　特に古ければ古いものほど魔力を増長させたりする。魔法の骨こつ董とう品屋なんかも、似たような気配を感じることがある。

　ゆえに、古い本が集まった第二図書館には、先生の許可なく、安易に生徒が出入りできないようになっている。

「ユリシス先生はどこかしら」

　キョロキョロと周囲を見渡したが、先生はまだここへ来てはいないようだ。しばらく背の高い本棚を見上げて、館内をうろついていた。

　何か、面白そうな本ないかな……

「ん……地震？」

　ちょうど本棚の次の列へと折り返した時、何となく体に感じられる程度のぐらぐらとした揺れを感じた。

　背の高い本棚が揺れて少し慌てたけれど、多少の揺れで倒れるような本棚ではなく、すぐに転倒防止の魔法が発動する。

　その場に止とどまっていたら、揺れはすぐに収まった。

　もともとルスキア王国は火山が多く地震も多いため、この程度の揺れなら誰も大騒ぎしないが……

「あ」

　さっきの地震のせいだろうか。

　本棚に挟まれた通路にポツンと本が落ちている。気になって、私はそこまで行って本を拾い上げた。分厚い、とても古い本だ。

「……〝古の精霊とその魔法〟……Ｙ・バロメット著」

　Ｙ・バロメット？　誰？

　だが本の表紙を開いて、私はすぐにこの本の著者の正体がわかった。

　そこには、山や羊ぎの頭ず蓋がい骨こつのマークが刻まれていたのだ。

　これは三大魔術師の一人である〈白の賢者〉のマークで、精霊魔術の教科書でもよく見られる。

「まさか……っ、あの〈白の賢者〉が書いた本!?　しかも直筆の原本だわ！」

　心臓の高鳴りが収まらぬ中、その場で、ドキドキしながら本のページをめくった。

　さすがはルネ・ルスキア魔法学校。ここは〈白の賢者〉が創設した魔法学校であり、かの大魔術師の残した書物が多く存在するのだろう。きっと、現ルスキア王国が指標とする、精霊魔術の根源が記されている。

　ただ〈白の賢者〉の残した書物は教科書にも多数引用されているため、読んだ事のある文面も多い。私は教科書を暗記しているので、何の教科書の、何ページ目に引用されているかなど、無駄にわかる。

「……ん？　ああっ」

　夢中になって読んでいたら、後半のページが、何枚か本の間から抜け落ちた。

　古いから取れてしまったのか、もともと取れていたのか、私がやっちまったのか。

　床に舞い落ちたページを、慌てて拾い上げる。

「ヤバいヤバいヤバい」

　勝手に貴重な本を読んだ挙句、破ってしまったなどと知られたら、あの優しいユリシス先生に怒られてしまう。

　だが拾い上げたそのページに書かれていた内容に、私の目は止まった。

　そこには精霊のことではなく、魔物について書かれていたのだ。

　これは、少なくとも私の読んだ教科書には引用されていない、未知のページである。





【第十一章　魔物について】

　メイデーアの南が精霊の加護によって守られているように、メイデーアの北は魔物の脅威に晒さらされている。

　精霊と魔物はよく真逆の存在として比較されることがあるが、自然界の概念が意思と形を得た精霊と違って、魔物とは固有の生命体だ。要するに、人や動物と同じ。

　私の友〈黒の魔王〉がかつて言った言葉がある。魔物が人を脅かしているのではなく、人が魔物の生息域を侵略したのだ、と。

　それでかの魔王は居場所を失った魔物たちに国を与えることで、魔物の統治を実現した。

　人類はそれをおとなしく見守っていればよかったものを、強大な魔物を従える〝国〟を人類共通の敵のように認識し、滅ぼす決定をしてしまったのだ。

　救世主の出現が、それを後押ししてしまった。




　戦争はもう止まらない。魔法は私の与あずかり知らぬ方向へと進化を遂げる。

　私は無力だ。

　私たちはこの世界の法則によって、確実に、無慈悲な死神に殺される。

　金髪のあの男に、殺される。






　目を、大きく見開いた。最後の４行は、後から書き足したのか、それまでの記述とは明らかに異なる、走り書きのようであった。

「死神？　……金髪の、男？」

　頭によぎったのは、あの男の顔。

　だけどこれは、五百年前の手記である。

　動どう悸きがしてくる程の、奇妙な不安にかられたが、私は頭をブルブルと振った。

　あの男が五百年前から存在していたなんて、そんなはずはない。そんなはずはない。そんなはずは……

「コホン、コホン」

　咳せき込むような女性の声が聞こえて、私はビクリと体を震わせ、持っていた本を閉じた。

「ああっ、あのこれは、その、ここに落ちてて！」

　わざとらしい言い訳をしていたが、いつの間にかすぐ側に立っていたその女性は、私を𠮟ることなく、瞬まばたきもせずにじっとこちらを見ている。

　あ。……人、じゃない。

　まっすぐなクリーム色の髪と、貼り付けたような美しい微笑。

　本を抱え、司書の格好をしていたが、違和感にすぐ気がついた。

　これはおそらく、高位召喚により精霊が人の姿を成している存在だ。

「もし。マキア・オディリール嬢でございますね？」

　その女性は、囁ささやくような声で私に問う。

　私は大げさに頷うなずいた。

「殿下に、地下へと案内するよう仰せつかっております。こちらへどうぞ」

　その女性は、足音なく前を歩む。私はササっと本棚に本を仕舞い、急いで彼女についていった。

　第二図書館の司書さんだろうか。彼女は、中央の大きな綿の木を横切る。そして図書館の奥にあった、重そうな扉の前で立ち止まった。

　司書さんはそれを軽々押し開ける。

「こちらへお入りください。殿下はこの下におりますので」

　言われるがまま進むと、扉の奥には、下へと続く螺ら旋せん階段があった。

　それをぐるぐる下りて行くと、すぐに地下空間の明かりが見えてきた。

「わあ」

　螺旋階段を下りた先は、四角いガラスのケージがずらりと並んだ空間だった。まるで、博物館のような。

　いったい何が飾られているのだろうと思って、手前にあった大きなケージを見上げると、

「ぎゃああああっ！」

　恐ろしい姿をした化け物の剥はく製せいに、私は度肝を抜かれた。

　なにこれなにこれ……っ。もしかして、魔物!?

「すみません、マキア嬢」

　別の扉から慌てた声のユリシス先生が現れた。

　ユリシス先生の後ろには、他にもう一人いる。

「少し遅れてしまいました。この人が全然捕まらなくて」

「てめー、ちゃっかり俺様のせいにしてんじゃねーよ！」

　ユリシス先生のよく通った優しい声と、聞き覚えのあるガサついた声。

　だけど私は、いまだ目の前に佇む魔物の剥製に釘くぎ付づけで、その場でカチンコチンに固まってしまっている。

「マキア嬢？」

　ユリシス先生の手のひらが、目の前を往復した。

「おいクソ王子。こいつ、魔物の剥製にビビってフリーズしてるぞ」

「そのようですね」

　パチン、と指の鳴る音で、私はハッとした。

「ユリシス先生……？」

　そしてユリシス先生の後ろに、なぜか、あのエスカ司教がいる。

「すみませんマキア嬢。驚かせてしまいましたね。僕の精霊が、あなたを早々にここへ案内したようで……」

「もしかして、あの司書さんのことですか？」

「ええ。この第二図書館を管理している綿花の精霊・リエラコトンです。中央に、大きな綿の木があったでしょう？　もともとは、あの木に宿っていた精霊なんですよ」

　ああ、なるほど。

　それであの司書の女性は、ユリシス先生の精霊だった、と。

「マキア嬢をここにお呼び立てしたのは、魔物についてお話ししたいことがあったのと、あなたに一人、専属のコーチをつけることにしたからです」

「専属の、コーチ？」

「ええ。アイリがどのような決断をするかはわかりませんが、守護者たちはその間、己の苦手を克服し、その力を鍛え上げてもらう必要があります」

　嫌な予感がした。だって、ユリシス先生の後ろで、あの男がニヤニヤしてるんだもの。

「ああ、そうだぜ。てめーをビシバシ鍛えるコーチは、この俺様だ」

　得意げな顔をして、親指で自分を指すエスカ司教。

「う、うわああああああ～～～」

　終わった。

　人生の終了を感じた私は、頭を抱えて唸うなり声を上げた。

　エスカ司教は私の苦しむ様を見てゲラゲラ笑ってるし、ユリシス先生は私の肩にポンと手を置き、早くも慰めにかかってる。

「マキア嬢。お気持ちはとても良くわかりますが、こう見えてエスカ司教は面倒見が良く、指導に優れた教師タイプです。ルネ・ルスキアに欲しいくらいの」

「こう見えてって何だ。俺様はどこからどう見ても、人類を導く聖職者だろうがー」

「マキア嬢の〈紅の魔女〉の魔法は、おそらくこの先、ルスキア王国の切り札ともなってくるでしょう。ただ、その力はまだまだ不安定と言えます。魔法の本質、使い方を、エスカ司教から学ぶのです」

　ユリシス先生がエスカ司教の言葉をぶった切り、やたらと私を持ち上げ、私に何か伝えようとしている。だけどそんなことよりも、この悪魔面した生臭司教に教えを請わなければならないという衝撃が、私を酷ひどく脅かしていた。

「そ、それってユリシス先生じゃダメなんですか……？」

　いよいよ、子犬のように目を潤ませて、ユリシス先生に請う。

　指導されるならユリシス先生がいい。ユリシス先生がいい。ユリシス先生が絶対にいい。

　だけど、ユリシス先生は「うーん」と困った顔をして、

「僕は、トール君の方を見ているので」

　う、うわあああああああ。トールめ、トールめ。許さん。羨うらやましい。

　私にユリシス先生を譲ってちょうだい！

「では、あとはお二人で方向性など定めてください。ここにはフレジールより寄贈された魔物の剥製もありますし、エスカ司教は歴戦の戦士でもあります。きっと面白い話が聞けますよ。マキア嬢、ファイトです」

「えええええ」

　ユリシス先生、ファイトって何ですか。死ねって意味ですか？

　あ、行かないで、行かないで。あああああああ。……行ってしまった。

　そして、歴戦の戦士とかいう司教とともに、おっかない場所に取り残された、私。

「言っとくが俺は、貴族令嬢だろうが学生だろうが手加減しねーぞ。死んでも鍛える」

「…………」

　ほらもう、こんなこと言ってるし。

「あの。とりあえず、私が呼び出された場所が、なぜここなのか教えてもらえます？」

「ああ、あの野郎、そんなことも伝えてねーのかよ」

　エスカ司教は、すぐそこにあった木箱に腰掛け、片足をもう片方の膝ひざの上にドカッと乗せる。

「ま、オメーも半端な立場で悶もん々もんとしてるだろうが、今は来るべき時に備えて、伸ばせるもんを伸ばしとこうと思ってよ。魔物の倒し方について、できる限り知識を詰め込んでやれって思った訳だ。それでまあ、歴戦の司教である俺様に依頼が来た」

「ま、魔物の倒し方ですか!?」

　──魔物。

　それはこのメイデーアの北側に生息する、強い魔力を持った魔法生物のことだ。

　非常に獰どう猛もうで残忍、かつ醜い容姿のせいで、人類に害をなす敵とみなされている。

　かつて〈黒の魔王〉が従えていたことでも有名だ。

　このルスキア王国は精霊の加護が強いことで、魔物が侵入できず、国民が魔物に襲われることはほとんどない。

「何をアホ面かましてやがる。同盟国会議で聞いただろ。エルメデス帝国は魔物をかき集めて、魔物の軍隊を作っているってな」

「そもそも、なぜ魔物が人間の言い成りになっているのですか？」

「本来、人間に従属することのない魔物を、何かしらの方法で従えているのだ。ありえねえ話じゃねーよ。かつて〈黒の魔王〉だって、魔物を従えていたんだからな」

　言われてみれば、そうだ。

　だけどそれは〈黒の魔王〉という大魔術師の力があってのことだと思っていた。

　帝国には〈青の道化師〉以外にも、強い力を持った魔術師がいるのだろうか。それこそ、かつての〈黒の魔王〉に匹敵するほどの力を持つ、大魔術師が。

「エスカ司教は、魔物と戦ったことがあるのですか？」

「あるぜ？　そりゃあ、物もの凄すごい数の魔物を仕留めた」

「司教が殺生をしていいのですか？」

「ん？　まあ……」

　言葉を濁し、どこか明後日あさつての方向を見ているエスカ司教。

　彼は木箱から立ち上がると、私の隣にやってきて、私が先ほど度肝を抜かれた魔物の剥製を見上げた。

「こいつは大鬼オグルだ。大鬼は中型魔物で最強を誇る。おそらく、帝国の魔物の軍の多くを占めるのが、この大鬼になるだろう」

「…………」

　話を逸そらされたような気もしたが……

　私の二倍はありそうな、その異形の化け物。私もまた、大鬼の剥製を見上げる。

　灰色の硬質な皮膚に覆われ、腕や足には、獣のような鋭い爪がある。

　この世界の剥製は特別な魔法薬を塗り込まれているので、ほぼ生前の見た目に近い形で保存されている。

　見開かれた瞳ひとみには、ぎょろついた赤いガラス玉が埋め込まれているが、大鬼の本物の瞳は、もっと鮮やかな朱色だという。

「こいつは本来ルスキア王国に出現するはずのない魔物だ。北の山間に住すみ処かを持ち、山村や旅人を襲うことはあっても、わざわざルスキア王国にまでやってきて、人間を襲うことなどありえない。なのに、ここ最近あちこちで出没が確認されている。……これが、どういう意味かわかるか？」

　エスカ司教は少し意地の悪い顔をして、私に問う。

「転移魔法で、帝国がわざと、ルスキア王国に送り込んだのですか？」

　私は、わざわざ司教がそれを問う意味を考え、答えた。

　魔物の脅威にさらされることのないこの国に、魔物が出現し始めた事実。

　魔物の軍を従えているという、帝国の噂。

　そして、転移魔法を駆使した戦争が、もうそこまで来ているという予測……

「そうだ。そのくらいは、理解できてるようだな」

　エスカ司教はベシベシと頭を叩たたきながら私を褒めた。結構痛い。

「帝国は世界中にスパイを放ち、自国の兵を送り込む準備をしている段階だ。ここルスキア王国も例外じゃねえ。度々魔物を送り込んでは、この国の騎士や魔術師がどう戦うのかを、見極めているに違いない」

「そう言えば、夏にルスキアの国境付近にも、大鬼が出没したと聞きました」

　それを、騎士団副団長のライオネルさんが討伐しに行ったのだ。あの時は、無事に討伐し終えて王都へ戻ってきたようだったが……

「大鬼の弱点は、知っているか？」

「い、いえ」

　私は当然、ふるふると首を振った。

　そもそも、大鬼を倒すということを考えたことがない。

　これはもう、魔物の脅威と無縁なルスキア王国の人間ならではの、呑のん気きな感覚かもしれない。

「さすがは平和ボケしたルスキア人だ。魔物の中で最も残忍な種族である大鬼によって、歴史上、どれほどの人間が犠牲になったことか。ああ、メー・デー」

　エスカ司教は胸の前で十字をきり、わざとらしい祈りを捧ささげる。この世界で〝十字〟は世界の形を意味し、メイデーアクロスとも呼ばれており、ヴァベル教のシンボルともされている。

　司教らしい姿を見せたかと思うと「で、大鬼についてだが」と、私に大鬼のぶっ殺し方なるものを説明し始める。

「そもそも大鬼とは、コロニーを作って集団で暮らす、知性と社会性のある魔物だ。野生生物と同じように考えてはいけない。小こ賢ざかしく、残虐で、慈悲のかけらもなく、人里を襲っては一人残さず殺す。しかも、人間の山賊が襲ったように偽装することもある」

　ごくり、と唾つばを飲み込んで、エスカ司教の話を聞く。

「強きよう靭じんな皮膚に、ただの刃は通らない。だが、熱した刃であれば別だ」

「熱した刃？」

　エスカ司教は、司教服の袖そでの中をガサゴソ探って、使い込まれた小刀を取り出した。

　この人は、なぜに当たり前のように司教服に小刀を隠し持っているのだろう？

「あ……」

　その小刀が、一瞬で赤く熱を帯びる。

　無詠唱だったが、【火】の魔法で刃を熱したのだろう。

「大鬼とは、炎が極めて苦手な種族だ。奴らの皮膚は、このように熱した刃で切り裂くことができる。ゆえに、大鬼退治には【火】の魔法が使える魔術師を連れて行くようになっている。俺は以前、大鬼が襲った後の村で生きた人間がいないか探したことがあるが……無残な死体の山の中に、【火】の申し子の赤ん坊だけが生きて取り残されていたのを見つけたことがある」

「え……」

　大鬼は、熱や火が苦手だから、発熱状態にある【火】の申し子にも触れられない、ということ……？

「マキア・オディリール。オメーは【火】の申し子だろう？　オメーが使う〈紅の魔女〉の魔法も火属性が多いようだし、火属性魔法の精度を高め、もっと自在に使えるようになれば、大鬼は怖くねえという訳だ。おら。〈紅の魔女〉の魔法を、俺様にぶっぱなってみろや」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　両手を広げて無茶振りしてくる司教様に対し、私は冷や汗ダラダラで首を振る。

「あれっていきなりできるものじゃないですし、めちゃくちゃしんどいんですよ？　使った後はいつもぶっ倒れてるし。それに……あの魔法は……」

　私はエスカ司教から視線を逸らした。

　エスカ司教は、私のこういう、迷いのある反応を見逃さなかった。

「どうした。先祖の魔法を使うのは、躊躇ためらいがあるのか？」

「当然です。だって、世界の中心に大穴を開けた〈紅の魔女〉の魔法ですよ。私、まだまだ未熟な魔女なのに、考え無しで使って、暴走でもしたらどうなってしまうか」

　私は、あの魔法が普通の魔法ではないという事を、身を以もつて知っている。

　それに〈紅の魔女〉の魔法を使っている時、私は意識が半分、誰かに乗っ取られているかのような、ふわふわした妙な感覚に陥るのだ。

　誰かが、私を導いて、魔法を使わせているような、そんな感覚。

　目の奥に映り込む、ここではないどこか。私ではない誰か。

　あれはおそらく〈紅の魔女〉なのではないだろうか。

　彼女の想いが、私の感情に重なって、爆発的な魔法を生み出す。

　とても私一人の力で成せる魔法ではない。

「あっはっは」

　私は深刻な顔をして話したのに、何が面白いのかエスカ司教は豪快に笑っている。

「そりゃオメー、何の自覚も覚悟もなく、その魔法を使っているからだ」

「自覚？」

　自覚って、何の自覚だろう。自分があの魔法を使うには未熟すぎる、という自覚は十分に訴えたはずだが。

「魔法の根源ってものを、このルネ・ルスキアでは教わらねーのか？　教科書で習う呪じゆ文もんやテクニック以上に、魔法とは心の力を必要とする。あるいは、願い、とも言うな。ベタな話だが、要するに、強い願望の爆発が、魔法という奇跡を起こす」

　何を言い出すかと思えば、確かにベタな話だ。

　だけど、願望、か。

　当たり前のように魔法が使えるこの世界に生まれたから考えたこともなかったけれど、確かに魔法ってとんでもない奇跡なのよね。

　地球では、子どもの夢というか、大好きなおとぎ話の中でしか見つけられない、誰もが憧あこがれた物語の産物だった。

「一つ聞くが、オメー、どういう時に〈紅の魔女〉の魔法を使っている？　何か特定の、感情の高ぶりがあるはずだ。その自覚をもってして、偉大な魔法は完成する」

「……特定の、感情の高ぶり？」

　髪を使った糸車の魔法は、トールやアイリを守るためで、とにかく必死だった。

　涙を使った石化の魔法は、〈青の道化師〉に私とトールの関係を否定されたから、それが許せないと思った。

　……怒り？

　いや、何か違う気がする。

　両方とも動機は違うと思うのだけれど、その本質は、どこにあるのだろう。

　私はそれを何となく感覚では捉とらえているのだけれど、言葉にしがたい。

「あの。ではお聞きしますが、エスカ司教は何を動機に魔法を使うのですか？」

「俺か？　俺様の場合は〝裁き〟と〝救い〟だな」

「……はい？」

　それはとても、ヴァベル教の司教らしい模範解答のよう。だがエスカ司教が言うと、どうにも私の考える意味とは違う気がしてくるのだ。

「自分の正義に則のつとった裁きだ。俺様は自分の信念に迷いがねえから、強い魔法を行使できる。弱きを救い、強きを挫くじく。なーんて、けったいなことを言うつもりはねえ。俺はただ、気に入らねー奴をぶっ殺すのみ」

「そ、それは司教として……」

　今まで何度もこの人に抱いた疑念が、今一層大きくなった。

　だがエスカ司教は、思いのほか迷いのない顔で語り続ける。

「迷ったら負けだ。迷った瞬間に、罪のねえ奴が死んでいく。弱い者から犠牲になる。この世にはどうしても、救いようのねえもんが存在するんだ。だけど俺なら裁いてやれる。救ってやれる。俺様は俺様の審判を迷わねえ。自覚と、迷いのねえことが大事だ。周囲が俺様を、何と言おうともな」

　とんでもないことを言っているようで、スッと心に落ち着いた、エスカ司教の言葉。

　そして彼は、私に指を突きつける。

「何にしろテメーは〈紅の魔女〉の魔法をより深く知り、自在に扱えるよう鍛錬が必要だ。使うたびに体力切れで倒れてもらっても困る。それに、自覚もなく突発的にあの魔法を使い続ければ、いずれガタがきて、心の方がぶっ壊れる。あんな恐ろしい魔法が使える魔女の心がぶっ壊れたら、それこそ、五百年前の再来だろう？」

　……ドクン。鼓動が高鳴り、思わず胸元を押さえた。

　そうか。そういうことなんだ。

　ユリシス先生が、わざわざ私にエスカ司教をつけた理由。

　守護者の一人として、鍛えたいだけではない。

　五百年前、〈紅の魔女〉は自身の命と引き換えに、世界の中心に巨大な穴を開けるほどの、大魔法を使った。〈紅の魔女〉の魔法は、使いこなせるようにならなければ、とても恐ろしいものなのだ。

　私が何かをきっかけに、この魔法に飲み込まれ、暴走でもしたら……

「そうだ。俺は迷わねえ」

　エスカ司教は、私の心でも、読んだのか。

　ニッと歯を見せ、少しばかり影を落とした強気な笑みで、私に告げる。

「てめーが暴走するようなことがあったら、俺様は迷わずてめーを裁く。それが救いとなるだろう。しかし恐れるな。そうならないよう、俺様がずっと見ていてやる」

「…………」

「だから、ありがたく俺様に師事し、超絶に敬っとけよ、マキア・オディリール」




　と言うわけで、今日から私は、生臭司教に教えを請う迷える子羊となったのでした。
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　エスカ師匠の修業。それは意外性など何もなくスパルタだった。

　授業の始まる前の早朝や、放課後の夕方に、エスカ司教に預けられていた鬼火の魔物ウィル・オ・ウィスプが、私に修業の時間を知らせる。

　私がスヤスヤ寝ていたところ、今日も朝早くから、凄すごく耳障りな目覚まし時計がわめいていた。

「ギャーギャー、ウガー、ギーギーギー」

　鬼火が、ランタンの中で、ガラスの側面に頭を打ちつけながら。

「ああああ、うるさい。わかったわかったから。レピスが起きちゃうでしょ、しーっ、どうどう、よしよし」

　慌てて起きて、喚わめく鬼火を宥なだめようとしていると、いつの間にかテーブルの上にちょこんといる二匹のハムちゃんが、

「やっぱりあいつは一回シメた方がいいでち……」

「お嬢の眠りを邪魔するなど万死に値するぽよ……」

「教育的指導が必要でち……」

「よく躾しつけられた鬼火にしてやるぽよ……」

　可愛い声で、恐ろしい事をぶつぶつ呟つぶやいていた。

　私があれこれ言うより、ドン助とポポ太郎が睨にらみを利かせた方が大人しくなるの、なんでだろ。ガタガタ。

　結局その日は学園島の礼拝堂に呼び出され、朝から筋トレのメニューをこなし、なぜか銃器やナイフの初歩的な使い方を教えられた。

　ここ最近、毎日こんな感じで今のところ〈紅くれないの魔女〉の魔法に関わることで、教わったことなど一つもない。

　なんだこれは。

　このままだとムキムキテカテカの魔法兵になれそうな勢いだ。

　私は何を目指して王都にやってきたんだっけ？

　守護者？　何それ美味おいしいの？

　ここはどこ？　私は誰……

「マキア、マキア」

「……はっ」

　意識が朦もう朧ろうとしていたところ、レピスに揺り起こされてハッと顔を上げる。

　すでに、魔法学校の授業中であった。

「マキア・オディリール嬢。私の授業で居眠りなど、度胸がおありでございますね」

「え、あ、その」

　一瞬にして目が覚め、震え上がる。

　魔法世界史のメアリー・エルリッヒ先生が、怖い顔して私を見下ろしていたからだ。

「マキア嬢。ここ最近、何かとうわの空ではありませんか？　この前の小テストでも、あなたにしては珍しいケアレスミスをしておりましたし」

「う……っ」

　それで私、小テストの結果で班員のネロと、ライバルのベアトリーチェに負けたのよね。

「あなたには期待しているのです。もうすぐ期末テストもありますし、気を引き締めて授業に挑みなさい」

「は、はい……」

　顔を赤く染め、身を縮こめる。授業中に怒られてしまい、周囲からクスクス笑い声も聞こえてくる。

　くっそ～、こっち見てんじゃないわよ。

　見せ物じゃないのよ！







「班長が怒られるのってレアで面白かったな」

　魔法世界史の授業の後、フレイがいそいそとやってきて私をからかった。

「何ニヤついてんのよフレイ。そりゃあなたは怒られ慣れてるでしょうけど」

　私はというと、ちょっと機嫌が悪い。

「確かに最近疲れてないか、マキア。目の下のクマが凄い。何かやっているのか？」

　ネロが私の顔を覗のぞきマジマジと見ている。私はそんなネロから、すーっと視線を逸そらしてしまった。我ながら怪しい。

　班員たちには、私が守護者であることをまだ言えてない。

　そもそもヴァベル教の司教様に戦闘訓練をしてもらっているなんて、我ながらツッコミどころ満載で、どう話せばいいのか……

「マキア、最近朝早くにトレーニングに出ていますものね。放課後も……」

　同室のレピスは、今まで私の不可解な行動についてこれと言ってつっこんでこなかったが、いよいよ不思議がっている。

「た、ただのジョギングと筋トレよ！　最近ハマってるの。そう言えば、レピスも昨日、部屋に帰ってくるの遅かったわよね。例のバイト？」

「え？　ええ……そうですね」

　露骨に話題を逸らした私に対し、レピスもまた、曖あい昧まいな返事をした。

　秘密は魔術師の嗜たしなみとも言われているため、私たちはお互いの事情にそれほど干渉しないが、それでも少し気になっていることはある。

　レピスは、誰かに何かを教えている。それは魔法の家庭教師のようなアルバイトらしいが、詳しいことを私は知らないのだ。

　ここ最近、その関係で出かけることが、以前にも増して多い気がするのよね。

　一方男子たちは……

「ネロ。お前も昨日、ずーっと起きてたよな。人の寝不足にどうこう言えねーだろ」

「君も夜遊びに行っていたな。朝方に帰ってきた時の、強い香水の匂いが不快だった」

「ふーん。ネロ君はまだまだお子様だな～」

　魔術師の嗜みなんて気にする様子もなく、お互いに好き勝手言ってる。

　ネロ君は寝てください。フレイ君はまた留年しないくらいには勉強してください……

　さて。班員たちと食堂へ入ったところ、異様にざわついていた。

　いつも騒がしい食堂だけれど、なんだろう。生徒たちのザワザワ声が浮ついているというか、沸き立っているというか。

「あ、マキア！」

　ガーネットの８班の班長サーシャが、号外新聞を抱えて私の元へと駆け寄ってきた。

　班長会議で隣の席に座る、おしゃべりで噂話の好きな女子だ。

「見て見て！　速報よ！　第一王子のディー様がご婚約されたのですって！」

「……へ？　ディー様？」

　ルスキア王国第一王子、エドモン・ディー・ルイ・ルスキア。

　そう言えば、我が国には第一王子様がいらっしゃった。国民にはディー様とか、ディー王子と呼ばれて親しまれている。

　私からしたら全く関わりの無い王子なのだが、それもそのはず。

　第一王子は現在フレジール皇国に駐在しており、ルスキア王国とフレジール皇国の架け橋をしている。

　そんな我が国の第一王子様と、フレジールの第二皇女ノーラ様がご婚約されたということなのだが、フレジールの第二皇女ということは、あのシャトマ女王の妹君に当たるのだろうか。

　これはルスキア王国とフレジール皇国の、さらなる強固な繋つながりを誇示するための、政略結婚に他ならない。

　ちなみに第一王子の王太子妃候補は、国内にも数多くいた。

　私の幼おさな馴な染じみ、公爵令嬢のスミルダもまた王太子妃候補の一人であったが、このお妃競争に負けてしまったんだろう。ビグレイツ卿がトールを養子に迎え、守護者として王宮に送り込んだのは、スミルダを王太子妃にするための強力な一手だったのだろうけれど……

　スミルダ、ドンマイ。気を落としていないか、ちょっと心配だ。

　だが、女子学生たちが騒いでいるのは、第一王子の婚約の話題だけではないようだ。

「こっちも見て！　ユリシス先生もご婚約されたらしいの！」

「ええっ!?」

　これには私も、雷に打たれたような衝撃を受けた。

　思わずサーシャから新聞を奪い取り、食い入るように読む。

　第一王子の婚姻にはそれほど興味は無かったのに、ユリシス先生となるとちょっと無視できない。

　優しく麗しいユリシス先生には私も少なからず憧あこがれがあるし、他の女子生徒と同様ショックを受けている。そしてミーハー心がくすぐられ、相手がとても気になっている。

「い、いったいどんなご令嬢と!?」

「ヴァベル教国の〈緑の巫み女こ〉様とのご婚約だそうよ。これはずっと前から決まっていたことらしいの」

「……〈緑の巫女〉様？」

　意外な名前が上がり、私は目をパチクリとさせた。

　──緑の巫女。

　それはヴァベル教の最高権威であり、世界樹ヴァビロフォスの声を聞く特別な存在だ。

　救世主伝説においても、救世主と守護者は聖地にて〈緑の巫女〉の予言を賜ることになっている。

　確か〈緑の巫女〉ってもうずっと世襲制で、その特殊能力を娘や孫娘に引き継ぎながら、次代の巫女を生んでいるのよね。故に花婿選びは重要で、できるだけ魔力の高い者を選ぶと聞いたことがある。

　ユリシス先生が選ばれていたのも、納得だ。

　さらにルスキア王国は、ヴァベル教国との繋がりをも、確かなものにできる。

　この国の王子たちは自覚をもって政治の駒となっているのだ。

「……はっ。自由に恋愛もできないなんて、王子ってやっぱいいこと無いぜ」

　我がガーネットの９班の第五王子フレイが、後ろの席でボソッと囁ささやいた。

　私はそれを聞き逃すことなく、ちらりと後ろを振り返ると、彼は頬ほお杖づえをついてムスッとしている。

「何よ。あなたも縁談話来たりするの？」

「あー。まあ、最近色々とな。ギルバートはいちいちうるせーしよ」

「……はい？」

　いや、確かに以前も縁談話を持ちかけられているご令嬢がいるとか何とか言っていた。

　だけどフレイのことだから、上手うまく逃げているのだと思っていた。

　それとも、犬猿の仲であるギルバート王子に、何か言われたのだろうか？

　学校の生徒たちは、やんごとなき王子様方の婚約話にトキメキ、きゃっきゃと盛り上がっているが、王子たちが各国に配置されているということの意味を、私は深刻に考えてしまう。

　世界を巻き込む戦争が始まる。

　そう確信し、できる限りの事をして防衛の準備を整えている気がするのだ。

　だけどルスキア王国は長年平和で、帝国の脅威からも、魔物の脅威からも遠かったから、国民に危機感は薄い。戦争だって、遠い国々の話だと思っている。

　転移魔法がより発展すれば、そんなことは言っていられない。

　間違いなく、魔の手はこの国に伸びるのだから。







　その日の精霊魔法学の授業では、ユリシス先生が教壇に上がるだけで誰もがそわそわしていた。先生はそんな空気を感じ取ったのか、目をパチクリとさせている。

「おや。どうしました皆さん。いささか魔力に落ち着きがありませんね」

「……先生ご婚約おめでとうございます」

　手前の席にいた８班の班長サーシャが、ポソッと祝いの言葉を囁いた。それを皮切りに教室中で拍手が沸き起こる。

　やっと、ユリシス先生は教室のほんわかした空気の意味を知る。

「はああ、なるほど。皆さん知っているのですね。これは参りました」

　先生は頬をかいて苦笑い。肩にとまっていたフクロウの精霊ファントロームも、

「殿下もいよいよ新聞やゴシップ誌の餌え食じきですかな？　ほう」

「ゴシップだなんて。婚約は昔から決まっていた本当のことだよ」

　ユリシス先生はゴホンと咳せき払ばらいをして、

「皆さんありがとう。詳しいことは話せないのですが、そういうことです。しかし今は授業に集中して……」

「先生、教国の巫女様への婿入りということは、ルネ・ルスキアを去るのですか？」

「ユリシス先生が居なくなったら、いったい誰が私たちに精霊魔法学を教えてくださるのです？」

「嫌だー。ユリシス先生がいるからルネ・ルスキアに入ったのにー」

　生徒たちはあちこちからユリシス先生に質問を投げ、とにかく落ち着きがない。

　私も聞きたいことが山々であったが、ユリシス先生が、

「お静かに」

　と、口元に指を当てて唱えたので、教室の誰もが口をつぐんだ。

　声を張り上げた訳でもないのに、強制力のある声音だった。

「僕については、おいおい発表がありますので、それまではただのルネ・ルスキアの教員として、君たちを責任持って導いていきます」

　そして、先生は一拍を置いて、とても大切なことを告げた。

「つきましては、本日、第一学年の最後の班課題を発表したく思います」

　ザワ……ッ。

　教室の空気をガラリと変えるにはもってこいの、突然の発表。

　きた。そろそろかと思っていたけれど、この学年で行われる、最後の班課題の発表だ。

「ねえねえレピス。私、そろそろ一対一のデスマッチでもさせられるんじゃないかって思うのよね」

　私は隣のレピスに、こそこそと自分の予想を聞かせていた。

「まあ。それだったら大変です。私とマキアは大丈夫でしょうけれど、ネロさんとフレイさんが死んじゃう恐れが……」

「うちの班、女子の方がバトル系に強いからね」

　後ろに座っていたフレイが「聞こえてるんですけど」とか言ってる。

　そんな時、ユリシス先生が杖をトンと一度床に突き、

「ユーリ・ユノー・シス───水よ、鏡であれ」

　いつも無詠唱なのに、この時ばかりは珍しく呪じゆ文もんを唱え、傍に、巨大な水鏡を作った。

　何事かと思って注目していたら、その水鏡からヌッと山や羊ぎの顔が現れた。

　思わず小さな悲鳴をあげた生徒もちらほら。

　鏡の中から顔を出したのは、何を隠そうこのルネ・ルスキア魔法学校の校長である。

「やあやあ。ごきげんよう一年生の諸君。我わが輩はいはパン・ファウヌス。ルネ・ルスキアの校長先生でありますぞ」

　それはみんな知ってますとも。

　誰もが疑問に思っているのは、なぜここで校長先生なのか、と言うことだ。

　水鏡から顔を出したパン校長はビー玉のような瞳ひとみをギョロつかせ、生徒たちを見渡した。

「いよいよ諸君の第一学年も終盤。誰もが最後の班課題を気にしている様子ですな」

　ニッと、パン校長は歯を見せて笑った。怖い。

「なんと最後の課題は我輩が主任として出題し、評価しますぞ。参加学科は、精霊魔法学、エレメンツ魔法学、魔法工学、錬金術、先端魔法学……」

　連ねられる学科の顔ぶれに、流石の私も「え」と思った。

　第一学年では触った程度である、魔法工学と錬金術、先端魔法学が評価に参加しているからだ。




「題目は『生活魔法道具コンテスト』であります！」




　おー、と生徒たちから驚きの声が上がる。

　パン校長の言葉を待ち、ユリシス先生が浮遊魔法でプリントを各テーブルに配置する。

　私はそのプリントを読み、概要を確認し、予想外の課題に目も口も丸くさせていた。

「生活魔法道具コンテスト、かあ。びっくりねレピス」

「ええ、マキアの予想が珍しく外れてしまいましたね」

「……誰よ、デスマッチとか言い出したの」

「マキアです」

　プリントを読むに、どうやらこの課題は、その名前の通り各班で生活に役立つ魔法道具を製作するというもののようだ。

　一見地味な課題に思えるが、校長直々に最後の班課題として出された意図を考えてみる。

　ここ最近、先端魔法の発達により〝魔法道具〟の重要性は増しているという。

　私たち一年生の最後の課題は、我々にそれを自覚させ、何かを生み出す発想力があるか、その適性を見極める授業なのかもしれない。

　おそらく、新しい魔法道具を生み出す魔術師の育成が、急務とされているのだろう。







「ふふん。勝ったな」

　ガラス瓶のアトリエで、フレイが頭の後ろで指を組み、座っている椅子をふらふら揺らしながら、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度であった。

「うちの班にはその手のものに超強いネロ君と、錬金術が使えるレピス嬢がいるんだぜ？　もうぜってー負けることないだろ」

「…………」

　まあ、こう言っちゃなんだけど、ぶっちゃけそうなのよね。

　他人の力で余裕ぶっているフレイに、同意したくはないけれど。

「先端魔法の技術を意味もなく盛り込んだところで、コンテストで優勝できるとは思えないが」

　しかし天才ネロ君は違う見解を述べ、冷めた目でこっちを見ていらっしゃる。

　錬金術の使い手であるレピスもまた、

「あのう。私、実は武器以外、上手く錬成できないのです。武器ならある程度いけるんですけど」

　軽く手を挙げ、申し訳なさそうにしつつも物騒なことを申しております。

　まあ、そうですよね。今までと同じように、班員たちで協力しあい、何か良いアイディアをひねり出さなければ、課題の意味はないのだろう。

　生活魔法道具コンテストの概要は、以下の通りである。




　・衣食住に関する道具であること。

　・現代の非魔術師が日常で使える魔法道具を作ること。

　・非魔術師が持ち運べる大きさであること。

　＊ミラドリードの非魔術師による試用期間を設け、その意見がコンテストに反映されます。コンテストの結果は終業式にて発表。




　以上である。

　なんにせよ、強調されているのは〝非魔術師〟の生活に役立つ、便利な魔法アイテムを作れ、ということらしい。

「これといった材料や道具の縛りはないのでしょうか？」

　レピスの素朴な疑問。

　私たちは今一度、よくよく課題の概要が書かれたプリントを読む。

「今までの課題の傾向からして、概要に書かれていることを守りさえすれば、それ以外は自由なのだろう」

　と、ネロは言う。

「要するに、何を使ってもいいってこと？」

「おそらく。手に入れることさえできれば」

　これに今まで余裕ぶっていたフレイがテーブルに身を乗り出し、憤っている。

「はああ!?　そんなの、金持ちがいる班の方が、ぜってー有利じゃねーか！」

「いや……フレイ、あなた王子なんですけど？」

　いつも思うけれど、フレイって王子の自覚がほとんど無い。王子としての権利を、ほぼほぼ行使してこなかったからだろう。

「金持ちが有利になるってことは、まず無いと思う。そんなところを、ルネ・ルスキアの教師が評価するとは思えない。今回の課題の主任は、あのパン校長なんだからな」

　ネロの言葉に、妙な説得力を感じた。

　あのパン校長が、技術と資金力だけ注ぎ込んだような魔法道具に、高評価を与える気が全くしない。拙つたなくともアイディアの光る魔法道具の方が、頷うなずいてくれそうだ。

　また、使う人を非魔術師と限定されている点にも注目したい。

　魔法が使えない一般人にとって、使いやすく、役に立つものでなければならない。

　ミラドリード市民が評価するとのことなので、そのニーズを考慮し、課題に取り込む姿勢も、おそらく見極められる。観察力やセンスが、試される課題だ。

「これは意外と、難しい課題かもしれないな。結局この課題は、最終的な魔法道具としての完成度より、そのアイディアや過程を重視されるものだと思う。僕らはまだ一年生で、本来、魔法道具を作る専門的な知識は多くないのだから」

　と言いつつも、どこか楽しげなネロ。

　いや、表情も口調もいつも通り淡白なのだけれど、なんとなくワクワクして見える。

「日常や街中に、アイディアが転がっているに違いない。幸い長期の課題だ。各々来週までに企画を考えてきてほしい。せめて衣・食・住のどれをテーマにするかくらいは、絞りたいからな」

「はーい」

　班長の私も子どものように手をあげてネロの指示に従う。

　普段、私が偉そうに仕切って、ネロが大人しくそれをサポートしてくれる感じなのだが、今回ばかりはネロに引っ張ってもらい、私がサポートに回ろう。そうしよう。

　まあ、ちゃんとサポートできるように、何か良いアイディアを思いつかなければならないわね。







　その日の放課後。

　学園島の古びた礼拝堂にて、魔法体育用のジャージ姿で座禅を組んでいる私と、いつも通り司教服姿のエスカ司教。

「ほう。生活魔法道具コンテスト、か」

　エスカ司教は隣で、今日発表された最後の班課題について、興味がありそうな無さそうな反応をしていた。

「はい。でも魔法道具の課題なんて、あんまりルネ・ルスキアっぽくないっていうか……ていうか何で座禅組んでレモンを浮かせてるんですか？　そもそも、ヴァベル教って座禅組むんですか？」

「無駄口叩たたくんじゃねえ！　魔力をレモンに集中させろ」

「いや、今の今まで普通に会話してましたよね、私たち」

　エスカ司教は、日々ここで私にあらゆる鍛錬を課しているのだが、今日は筋トレでも銃器の扱いのレクチャーでもなく、床で座禅を組んで、そこら辺になっていたレモンの実を目線上に浮かせ続ける謎の修業だった。

　浮遊魔法、昔は苦手だったけれど、トールが得意だったから彼に追いつきたくて猛練習したのよね。それで今じゃ、学年の中でもトップクラスで得意な方だと思っている。

　まあ、息をするように使えていたトールに比べたら、まだまだなんだけど。

「どうして今になって、魔法道具ってもんが重要視され始めたか知っているか？」

　無駄口叩くなと言いながら、無駄に話をし始めるエスカ司教。

　いつものことなので、もはやつっこまない。

「魔法道具があれば、非魔術師の誰もが同じ強度の魔法を使えるからだ。今は魔法道具の性能が発達しているし、わざわざ魔法学校に通って修練を積まなくとも、魔法道具があれば誰でも魔法効果を発揮できる。ま、一つの魔法道具でできることは限定されているがな」

「魔術師が、いらなくなるってことですか？」

「そうじゃねえ。魔術師に相当する人員を増やしてーんだよ。どこもかしこも」

　どこもかしこも。それは北のエルメデス帝国、西のフレジール皇国、ってことかしら。

　そしてここ、ルスキア王国も。

「そもそも帝国が、魔法道具……特に魔法の武具の開発に力を入れているのは、まさに魔法攻撃ができる兵士を増やしたいからだ。魔術師を数多く育てるより、魔法道具が使える非魔術師を増やした方が、ずっと効率的だろう。あっちはどうせ、そういう兵士を使い捨てる気満々なんだからよ」

「……そんな」

　だけど、それが真実だ。戦争が始まったら、数多くの兵士が戦場に出ては死んでいく。

　魔術師を育てるには限界があるが、魔法道具を与えた非魔術師は、その魔法道具さえ量産できれば、数多く揃えられる。

「とはいえ魔法ってのは恐ろしいもんで、結局一人のハンパねえ凄すご腕うでがいたら、何もかもが覆されちまう。数なんて関係ねえ」

「それって、大魔術師……ですか？」

　メイデーアにおける、歴史を刻む者たち。

「そうだ。たった一人の大魔術師が、戦況を変えうる。だから、どんなに魔法道具の開発が進んだところで、魔術師が必要なくなるってことはねえ。魔法道具を開発するのだって、結局は魔術師なんだからよ。ようはバランスが重要で、魔術師の育成と、先端魔法や魔法道具の開発が、同時並行で進められるのが好ましい。ルスキア王国は前者には長たけていたが、後者にはちと出遅れた形だ。古くさい精霊魔術なんかを、信じすぎたせいでな」

　エスカ司教は鼻で笑い、座禅を解いて立ち上がる。

　目の前に浮いていたレモンをパシッと手に取り、皮ごと丸かじりしてむしゃむしゃと食べ始めた。レモンを皮ごと齧かじる人、あんまりいないよね。

「ほら、お前も座禅なんてやめて、自分のレモンを食ってみろ」

「え？」

「……チッ。仕方がねーな」

　エスカ司教が舌打ちしつつも懐からナイフを取り出し、レモンを切る。

「おら。果汁を吸うだけでもいい。とにかく食ってみろ」

　見るからに酸っぱそうなレモンの果実。見ているだけで唾だ液えきが出てくるが、覚悟してパクッと果肉に齧り付く。

「あれ。味がしない」

　驚いたことに、レモンの果肉は酸っぱいどころか味がせず、無味無臭であった。

「ほお、お前の場合〝無〟になるのか」

　エスカ司教は視線を斜め上に流しつつ、

「魔法で浮かせ続けた物質には、自分の魔力によって何かしらの変化が起こるのだ。てめーの場合はレモンの味が消えたようだが、俺様の場合は、レモンの砂糖漬けかってくらい甘くなる。皮まで食えるぜ」

「へ、へえ」

　それで丸かじりしていたのか。

　浮遊魔法で浮かせ続けた食物の味が変化するなんて、初めて聞いた。面白いな。

「ところでこれは、いったい何の修業なんですか？」

「魔法の、より根源的なものを知る修業だ。……この礼拝堂の壁画を見てみな」

　エスカ司教は祭壇にドカッと腰掛けると、この礼拝堂の少し高い場所に描かれた、古い壁画を指差した。

　色いろ褪あせ、所々ひび割れがあったり破損していたりするが、このメイデーアの創世神話に関わる十柱の神々が描かれている壁画だ。

　──メイデーアの創世神話。

　かつてこの世界には世界樹ヴァビロフォス以外何も無かったが、十柱の〈原始の魔法使い〉が降り立ち〝救いの世界・メイデーア〟が形成される。





創造の神　　　パラ・アクロメイア

時空の神　　　パラ・クロンドール

戦争の女神　　パラ・マギリーヴァ

豊ほう穣じようの女神　　パラ・デメテリス

精霊の神　　　パラ・ユティス

運命の女神　　パラ・プシマ

法と秩序の神　パラ・トリタニア

勝利の神　　　パラ・グランディア

災いの神　　　パラ・エリス

死と記憶の神　パラ・ハデフィス






「メイデーアの創世神話の中に〝卵の運命エツグ・プシマ〟という逸話がある。神々が卵を宙に浮かせて魔力を与え続けることで、誰が一番早く卵を孵かえすことができるかを競う、イカれた遊びだ」

　エスカ司教は壁画を見つめたまま、皮肉っぽく笑った。

「だが、卵からひよこが孵るものもいれば、卵の味が変わっただけのものもいたし、卵の中身が空っぽになるものもいた。最悪、卵の中身が化け物に変質したものもいたらしい」

「……化け物？」

　私はふと、先日見た魔物の剥はく製せいを思い出した。

　この世のものとは思えぬ、醜くおぞましい姿を。

「要するに何が言いたいかというと、魔力は十人十色であるということだ。自分の魔力の本質が何かを、オメーは自覚する必要があるのだ。神々はこの出来事から、自分の魔力の特性を知り、それぞれ得意な分野で世界を創造していったんだからよ」

　そう。原始の魔法使いたちはそれぞれの魔法を極め、あらゆるものをこの世界に生んだ。

　ゆえにこの世界の神となった。

　しかし最後はそれぞれが争いを始めて、自分たちの生み出した世界を滅ぼしてしまう。

　俗にこの最終戦争を〝巨人族ギガント・の戦いマギリーヴア〟という。

　私は改めて、十人の神様が描かれた壁画を見上げた。

「あれ……？　壁画の神様はみんなが横を向いてますけど、一人だけ正面を向いているじゃないですか。あれは一体、なぜですか？」

「ああ……」

　エスカ司教は目を細め、どこか低い声音で淡々と語る。

「あれは、死と記憶の神パラ・ハデフィスだ。あの神は、地上を統べる他の神とは違い、地下にある死者の国を管理していた。故に、他の誰とも、見ている方向が違うんだ」

　ふうん。要するに、仲間外れということかな。

　一人だけ違う場所を見ているなんて、何だか少し、切なくなる話だ。








裏　アイリ、この世界はあたしの世界じゃない。









　あたしの名前はアイリ。

　メイデーアの救世主として舞い降りた、異世界の少女。




「……はあ、痛い」

　同盟国会議でやらかした日から、自室のベッドの上で頭から布団をかぶって、ぼんやりとしている。

　ここ最近、あたし、ずっとこんな感じだ。

　この世界は、あたしの作った理想の物語の中なんだと思い込んでいた。

　信じていた。疑うことなんて無かった。

　全てが、あたしの思うがままなんだって。

　そう思っていたかったのは、この世界に〝リアル〟を感じたくなかったからだ。

　日々、見たい夢を見続けているような、ふわふわした幸せな感覚のまま……

　だからあたしは、この世界にいる人たちを、みんなみんな物語の中のキャラクターなんだって思って、接してきた。

　だけど、違う。

　マキアは言った。この世界は「私が幸せになる物語」の世界じゃないって。

　それは、あたしが書き続けていた物語のタイトル（仮）だ。

　あたしの願望がそのまま表れているこのタイトルを知っていたのは、あたしの死んだ親友だけ。

　マキアは本当に、小お田ださん……なの？

「…………マキア…………」

　マキアの言ったあの言葉を受け止めるのに、少し時間がかかった。

　最初は悪い魔女の、まやかしの言葉なんだって思い込もうとしてたけど、意識してしまったせいで少しずつ少しずつ思い知る。

　ああ、やっぱりこの世界は現実だ。リアルだ。

　だって、物語がどんどん、私の思っていたのと違ってくる。

　いや、最初からずっと違った。私が、常に都合のいい解釈をしていただけで。

「アイリ」

　自室の扉がノックされ、私を呼ぶギルバートの声が聞こえた。

　ギルバート。このルスキア王国の第三王子。

　頭が固いけれど王道の美形で、あたしのことが大好きな、大人の男の人。

「来ないで！」

　私は彼が部屋に入るのを拒んだ。

　ギルだけじゃない。他の守護者たちも、極力遠ざけている。

　あんなに大切だと思っていた、あたしの守護者たち。彼らを拒み始めたのは、あの人たちが現実に存在する〝男の人〟であると、理解し始めたからだ。

　それは決して、物語に存在する幻想と理想で塗り固めたようなキャラクターではなく、現実の、男であると。

　現実の男の人は怖い。気持ち悪い。

　そう思ってしまうのは、母が家に連れ込んだ男たちが原因だろう……

　同年代の男の子とは楽しく会話することもできたし、表向きは普通に接することができた。だけど、何かがきっかけでふと苦手意識が芽生えたりする。あたしにとって、男とはそういうものだ。

　守護者の皆だってそうだ。

　今までは、あたしだけを大切にしてくれる物語の理想のキャラクターだったのに、この世界が現実だと知って、彼らの存在が生々しく感じられるようになった。

　苦手な、何かに。

「……アイリ、すまない。君がそれほどに思いつめ溜ため込んでいるとは知らず、救世主という重荷を背負わせ続けてしまった。君が、救世主をやめたいというのなら、私はそれを否定しない。すべての責任は、私が取ろう」

「…………」

　ギルが、扉越しに何か言ってる。とても一生懸命だ。

　あたしが救世主をやめたいと言ったら、きっと世界が非難する。守護者であり、この国の王子であるギルが一番、大変な目に遭うと思う。

　ギルは扉の向こうで、どこか余裕のない口調で、話を続けた。

「だが、元の世界に返してやる方法は、私にはわからない。そんな方法は、この世に無いのかもしれない。歴代の救世主は、皆、この世界に留とどまったという。……ヴァベル教国の司教猊げい下かは、歴代の記録により、そうおっしゃっていた」

「…………」

　ふうん、そうなんだ。

　あたし、別に、心から元の世界に帰りたいと思っている訳じゃないんだよ。あの世界が嫌いなことに、変わりはないから。

　だけど、ここに居続ける意味も、もう無いじゃない。だから……

「アイリ。もう一つ、私の話を聞いてくれるか？」

　ギルの口調が、僅わずかに変わった気がした。緊張しつつも、強い意志を感じる口調だ。

　私はそれを、布団を被かぶったまま、何となく聞いている。

「私は、たとえアイリが救世主でなくなったとしても……。君がこの世で最も愛いとおしいという、その想いに、変わりはない」

「…………」

「一生、君を守っていくと誓うから、私の妃きさきになってはくれないだろうか」

「……お妃様？」

　僅かに、顔を上げる。

　そのことの意味を、少し考える。




「なにそれ。バッカじゃないの」




　そして、否定の言葉を吐き出した。

　ギルが好きになったのは、救世主のあたしだ。

　異世界から来た、キラキラした特別な女の子だ。

　今のあたしなんて、現実を知って、ふてくされてヤル気を失った女。

　とてもじゃないけど、物語の主人公は務まらない。

「そもそもあたし、ギルより、トールの方が好きだから」

　ギルを傷つけるとわかっていて、言ってしまった。

「……そうか」

　少しの沈黙が続き、やがて扉の向こうから、それだけが聞こえた。扉越しなのに、ギルの表情がわかるような、声だった。

　そしてギルは、去っていった。

　変なギル。どうしていきなり、プロポーズなんてしてきたのだろう。

　王子様が、扉の向こうから告白なんて、変だよ。とっても。








第五話　ゴミための子どもたち









「さあみんな。生活魔法道具コンテスト、張り切って挑むわよ！」

　拠点としているガラス瓶のアトリエにて、私はガーネットの９班の班員たちに向かい、高らかに鼓舞した。班員たちはキョトンとしているけど。

　今日は最後の班課題である〝生活魔法道具コンテスト〟の話し合いの続きをすることになっていた。

　衣・食・住、に関わる魔法道具。

　さあ、どのテーマを選び、何を作ろうか。

「私は断然〝食〟に関わる魔法道具がいいと思うわ。ミラドリードは美味おいしいものがたくさんあるもの」

　私は早速、黒板を前に意気揚々とプレゼンを始めた。

　衣食住ならば、断然、食が興味深い。

　しかし、

「食、だあ？　つい最近、ポテト・レポートで散々な目にあったばかりだろ。食関係なんて、俺は嫌だね」

　などとフレイは言う。確かにあれは、しんどい課題だった。

「今回はポテトを死ぬほど食べなくて結構よ。ポテト蒸し器でも作らない限りはね」

　私とフレイが、あーだこーだ言い合いになりそうだったところを、ネロが顎あごに手を添えて少し考え込み、徐おもむろに尋ねる。

「例えば、食に絞るとして、マキアはどんな魔法道具がいいと思っているんだ？」

「えっとね。炊飯器よ」

「……すいはんき??」

　誰も彼も、聞き覚えがないと言うような、意味不明な顔をしている。

　それもそのはず。炊飯器なんてものは、ルスキア王国に存在しないもの。

　だが米を愛する元日本人の私は、黒板に炊飯器の絵を描いて解説する。

「炊飯器ってのは、こんな形をしたお米を炊く専用の機械のことよ」

「…………」

　あれ。謎の沈黙。

　班員たちは顔を見合わせている。

「だが、鍋なべで炊くのとどう違うんだ？」

「ぜ、全然違うわよネロ！　お米を炊く専用の道具だもの。ポチッとボタンを押したら、あとは勝手にお米を炊いてくれるの。時間を予約したら勝手に炊き始めて、炊き終わったら、保温してくれたり……便利なのよ？」

　私の熱烈なプレゼンにも、班員たちはいまいちピンときてない様子だ。

「それって班長が米好きだから、班長に都合がいいだけじゃないのかよ」

　フレイの鋭いツッコミが入りました。

　私は「うっ」と怯ひるみながらも、必死に訴える。

「そんなことないわよ！　最近、ミラドリードでもお米料理が流行はやってるのよ！」

　レピスが何か思い出したのか「そういえば」と口を挟む。

「前に聞いたことがあります。お米が東国からたくさん輸入されるようになって、ミラドリード風のお米料理が世間に浸透してきたところで、異世界の救世主様が米料理を好きだと言う噂が広まり、ブームになりつつあるとか」

「ほ、ほら！　レピスもこう言ってるわ」

　私は自分をフォローしてくれたレピスの腕を取って、ぎゅっとする。

　さすがは私の親友。レピス大好き。

「だが……ミラドリードの米料理はパエリアやリゾットのように、フライパンや鍋で炊いたり煮たりするものだ。具材やスープとともにな。米のみを炊く道具が日常的に必要とされるかは……少し未知数だな」

「う。それはそうかも。白米を日常的に食べる文化は、無いもの……」

　ネロの正論に、再び押され気味な私。

　日々お米を食べる日本人や、この世界の東国の人々と違って、ルスキア王国では使うことが少ないだろう。炊飯器があったところで、戸棚で埃ほこりかぶって眠る羽目になるかもしれない。

　結局、米料理を作るのなら、鍋やフライパンでいいんじゃないのってことになりそう。

「じゃ、却下だな～」

「ううう～」

　そう言うわけで、私のプレゼンは低空飛行のまま着陸に失敗。

　自信満々だっただけに、がっくり。

「ドンマイ、でち」

「夢を諦あきらめないで、ぽよ～」

　私の精霊であるドン助とポポ太郎。二匹のハムちゃんが、口にひまわりの種を押し込んで慰めてくれた。せめて、殻を剥むいたやつにして欲しい。

「んじゃ、次は俺な。俺は〝衣〟を推すぜ。一瞬で洗濯しちまえる魔法の洗濯機が欲しい。ついでに乾かして畳むまでやってくれるやつ」

　おお。フレイが珍しくちゃんとアイディアを用意しているぞ。

　しかしネロが真顔で「それはもうあるぞ」と言う。

「ただ高価で一般人には普及していない。王宮なんかは、使ってるんじゃないのか？」

「えっ、マジで!?」

「そもそもお前、自分で洗濯しないだろ」

「俺の場合、綺き麗れいなお姉さんに頼めば全部してくれるから～」

　じゃあ結局いらないじゃん。

　お前に必要なの全自動洗濯機より、何でもしてくれる綺麗なお姉さんじゃん。

　と言うことで、フレイのプレゼンも却下。

「では、次は私が。……私は〝住〟がいいと思います。考えようによっては色々とあるので、役立つもののアイディアが出やすいような気がします。例えば、暖房器具」

　レピスは、このアトリエにある魔法の暖炉の前に行く。

「ルスキア王国の一般家庭にはこの手の魔法の暖炉がありますが、煤すすを払う手間がかかるわりに、暖炉以外の、火を使わない暖房器具がありません。もともと暖かい国なので、いっそ使わなくても問題ない、と言うのが、暖房器具の発展を妨げているものと思います。故に、もっと使い勝手の良い暖房器具を考案するのも、アリでは？」

「おお……。レピスがマジなプレゼンしてきた……」

　確かに、ルスキア王国は冬でも極端に寒くなることがなく、山の上に住んでいるとかでなければ、寒さが死活問題になることがほとんどない。

　故に、暖炉以外の暖房器具がほとんどなく、少し肌寒いくらいでは暖房をつけることがない。暖炉をつけても、部屋中が暖まるのには少し時間がかかる。

　ただ、朝起きた時なんかに、ちょっと寒いな～と思うことはままあるので、暖炉をつけるまではなくても、ピンポイントで素早く暖めてくれる、使い勝手の良い暖房器具があれば、より快適な生活を送ることができると思う。

　ネロもこの意見には何度か頷うなずき、感心していた。

「確かに、魔法の暖房器具、と言う線は悪くないかもしれないな。暖炉より暖まる範囲が狭くとも、速度さえ早ければ、それだけで需要がありそうだ」

「いいんじゃねー。確かに、このアトリエも暖炉が暖まるまで、ちょっと寒いしな」

　と、フレイ。適当な物言いだが、どうやら企画には賛成のようだ。

「ねえ。コンパクトだったらなおいいわ。持ち運べるやつ。暖炉は持ち運べないもの」

「マキアでも寒いと思うことはあるのですか？」

「そりゃあるわよレピス。熱体質って言っても気張ってないと発熱しないし、少し寒さに強いくらいで、朝はお布団から出るのがちょっと辛つらいわ」

　というわけで、我がガーネットの９班の企画が、いよいよ纏まとまりそうだ。




「決まりだな。僕たちが作るのは、魔法の暖房器具だ」




　ネロの宣言により、私たちは企画の立案者でもあるレピスにパチパチと拍手する。

　とはいえアイディアが纏まっても、それを作れるかどうか、と言うのは別の話だ。

　技術的な問題もあるが、材料の面の問題もある。学校から支給されている道具や材料以外は、指定された値段の中で購入することができるが、失敗を重ねてしまえばすぐに無くなってしまいそう。

　そこでネロが、こんな提案をする。

「魔法ゴミ投棄場に行かないか。あそこには、使い古された魔法道具や、海から流れ着いた異国の魔法道具も数多く投棄されている。使えるジャンク品があるかもしれない」

「え……」

　誰もがこの提案に固まった。それってまさか……

「おいおい。まさかこの俺に、ゴミ漁あさりをしろって言うんじゃないだろうな」

「そのまさかだ」

　ネロはケロっとして言う。

　沈黙したフレイがそろっと立ち上がり逃げようとしていたので、レピスが「フレイさんどこ行くんです？」と彼のローブを掴つかみ、有無を言わさず着席させた。

「確か……王都の外れに、大規模な魔法ゴミ投棄場があったわね」

　私は話を戻す。

　魔法ゴミとは、まさに魔法加工された製品のゴミのことだ。

　これは一般のゴミと共に捨てることはできず、特別な処理を必要とされており、ミラドリードの外れに投棄場が設けられているのだった。

　だけど処理が追いついてなくて、ゴミが山積みになっているのよね。

　私は何度か頷きながら、

「最初は少し焦ったけれど、魔法ゴミを再利用するのは悪くないかも。ミラドリードでは魔法ゴミの多さが社会問題になっているって、前にお父様から聞いたことがあるわ。それに魔法ゴミを再利用するのであれば、コンテストでのアピールポイントになるかも……」

「じゃあ早速行こう、魔法ゴミ投棄場に！」

「…………」

　どこかワクワク気味のネロ君。

　そう言うことなら行くしかない。魔法ゴミ投棄場に。

　男爵令嬢として生を受け、十六年。

　まさか、ゴミ捨て場でゴミを漁る羽目になるとは、思わなかった。







　王都ミラドリードでは、街路樹に魔法のイルミネーションを取り付けている人々が目立つ。

　どこか、あちらの世界のクリスマスシーズンを彷ほう彿ふつとさせる。そしてこの季節になると、なぜか街にカップルが目立つようになる。なぜだ……

　そんな浮ついた街の傍らで、私たちは魔法ゴミ投棄場を目指しているのである。

　ミラドリードの街外れまで、水路を通ってゴンドラに乗って行くと、さっきまでの色鮮やかで賑にぎやかだった雰囲気とは裏腹に、薄暗く空気の重い、だだっ広い魔法ゴミ投棄場にたどり着いた。

「うわあ……」

　便利な魔法道具が使い古され、最後に行き着く、墓場のような場所。

　小高いフェンスの中に深い穴があり、そこにはおびただしい数の魔法ゴミが投げ込まれている。魔法機器や魔法家具なんかが、山ほど。

　私たちは呆あつ気けにとられながら、梯はし子ごを伝ってそのゴミために降りた。

「あ、見て。３班の連中が居るわ」

　広々とした投棄場の向こう側で、魔法学校の制服を着た生徒たちが数人、うろうろしていた。

　ガーネットの３班。

　確か、王都孤児院で育った少年少女の班だ。３班の面々は私たちに気がつくと、小高い場所に集まって、こちらにガンを飛ばしている。

「ガーネットの９班だぜ」

「どうする？　泣かす？」

「性悪魔女に、無能王子、鉄仮面女に、無口野郎ときた」

　お、すごい。悪口めっちゃ聞こえてくる。

　そして誰の事を言っているのかすぐにわかる。

「おい、お前たち何をしに来た。ここは温室育ちの嬢ちゃん坊ちゃんが来るところじゃねえ。俺たちの縄張りだ！」

　ガラクタ山の上に仁王立ちし私たちを見下ろしているのは、３班班長、ダン・ホランドだ。浅黒い肌をしていて目つきが悪く、明るめの髪をヘアバンドでまとめている。

　魔法学校生にしては珍しいストリート系男子というか、何というか。

「縄張りですって？　ここは公共の魔法ゴミ投棄場でしょう」

　私はムッとして反論してみた。すると、

「あんたバカなの？　だからこそ、ここはミラドリード育ちのアタイらにこそ所有権があるんだっつーの」

「そうそう。このゴミはミラドリード市民の出したゴミばかりだし。オイラたち、生まれた時からここで遊んでたようなもんだし～」

　答えたのは双子の姉弟、キャロライン・マーズと、キタル・マーズだ。

　お揃いのベレー帽をかぶっていて、人にん参じん色の髪とそばかすがチャームポイント。

　嫌みな顔して無茶苦茶な言い分だが、言い返せない勢いがある。

「ねー、喧けん嘩かはやめようよう。あっちには〈紅くれないの魔女〉の末まつ裔えいと王子様がいるんだよ。僕たち、悪いことしたら紅の魔女に火ひ炙あぶりにされるって言われて育ってきたじゃない」

　そして、３班の中では一番気が優しそうなぽっちゃり系男子のフランシス・ダウニーが、控えめながら彼らの喧嘩腰を止めようとしている。

　ダン、キャロライン、キタル、フランシスの四人組の班で、彼らは貴族と連つるまないし、媚こびないし、靡なびかない。むしろ貴族は大嫌いというスタンスだ。

　しかし３班の成績は総じて高く、いつもどの課題でも良い成績をおさめているのを私は知っている。温室育ちの貴族学生とは違い、ストイックな雑草根性があり、決して侮れない存在なのだった。

　私はちょうど持っていたノートを丸め、メガホンのようにすると、

「えー。ガーネットの３班に告ぐわ。あなたたちの言い分は、イマイチよくわかんないけどわかった。だけどこの場所で、私たちも探したいものがあるの。ここは穏便に事を進めたいので、何か要求があるなら言いなさい」

「ちょ、おい班長！」

　私の言うことにフレイはぎょっとしているが、私は３班の班長であるダン・ホランドをじっと見ていた。ダンは目を細め、腕を組んでニヤリと笑う。

「意外と話がわかるじゃねーか、オディリール。だったらここで、一日10個のグミを探し、俺らに納める事だ。それさえきっちりするなら、ここで好きにゴミ漁りする権利をくれてやらあ」

「……グミ？」

　私はと言うと、首を傾げて９班のメンバーを見る。特にネロ君。

「ねえ、グミって何？　お菓子のこと？」

「違う。魔力を溜ため込んだ魔法物質のことだ。オールドタイプの魔法燃料で、古い生活魔法道具では必需品だったが、現在は採掘量の減少に伴いほとんど使われていない。……そもそも君たち、使用済みのグミを集めてどうするつもりだ？」

　ネロの素朴な疑問にも、キャロラインは「うるせーよ」と悪態をつく。

「お前たちは大人しく、あたいらに納税してりゃいーんだ！」

「……納税」

　どうやら相当な数のグミを、３班は欲しているようだ。

　我々とはお目当てのものが被かぶってないため、ゴミを巡った戦争は起きなそうだけど、彼らが何を作ろうとしているのか少し気になる。

「ははっ。お前たちはあたいらの奴隷だ！」

「せかせか働けよ～貴族ども」

　３班の連中は私たちに嫌みを吐きつけながら、またそれぞれゴミ山に散っていく。

　言われっぱなしの私たち、しばらくポカンとしてしまったが、

「ちっ。言わせておけば好き勝手な事を。あんな奴らの言うことに従う必要ねーぜ班長。そもそも俺は貴族じゃねえ、王族だ！」

「私なんて貴族ですらないのですが。……どうしますマキア。彼ら、潰つぶしますか？」

　フレイとレピスが、３班の連中にイライラを隠せない模様。

　気持ちはわかるが、私は「んー」と空を仰ぎ少しばかり違うことを考えていた。

「ここはひとまず、彼らの言い分を呑のみましょう」

「はああ!?　俺たちだってこのゴミ山から、目ぼしいガラクタを探さなきゃならねーんだぞ！　あいつらに協力してる暇なんてねーだろ」

「そんなことは言われなくても分かってるわ。だから納税分のグミ探しは私が一人でやる。ガラクタ探しはあなたたちに任せるから。それに……彼らとは、手を組んでいた方がいいと思うの」

　私は班員たちに向き直り、ニッと意地の悪い顔をした。

　３班は強力なライバルだ。へこへこして見せながら、課題に何を作るのか虎こ視し眈たん々たんと情報収拾をする。

　最後に出し抜いて、勝てばいい。

　そう、私はこの世界で一番悪い魔女の末裔なのだから……







　魔法ゴミ投棄場には、確かに多くの魔法道具のガラクタが投げ捨てられていた。

　魔導式冷蔵庫、魔導式洗濯機、魔導式自転車、魔導式オーブン……

　中には大きな魔導式バスも捨てられていて、確かにここは、子どもにとっていい隠れ家だったり、遊び場になるだろうなと思った。

「マキア。これを見て」

　ネロが、手のひらサイズの壊れた魔法カメラを持ってきた。

　それを私の前で手際よく分解し、コロンと丸い、黒い石のようなものを取り出す。

「ほら。これがグミだ」

　ネロがそれを、私の手に置いてくれた。

「へえ。意外と軽いのね。おもちゃの宝石みたい。……プニプニは、してないのね」

　グミって名前のくせに。

　しかしそれは美しい半透明で、中に宇宙でも閉じ込めているかのような、キラキラした魔力の流動を目視できる。

　私が今まで使ってきた魔法道具は、自分の魔力で充電するタイプのものばかりだったので、使い切りの魔力燃料である〝グミ〟に触れることは無かったのだった。

「ん。ねえこれ、音がするんだけど」

　グミの近くで耳を澄ますと、ブツブツこしょこしょ、何か囁ささやいているように聞こえるのだ。不気味かつ、不思議。

「グミは大地の魔力を吸収した魔法物質だ。その多くは内陸の地中深い場所で採取されると言う。魔力の貯蓄とは、すなわち記憶の貯蓄でもある」

「……記憶？」

　ますます訳がわからない。だがネロは話を続ける。

「この世界は、千年より以前の魔法的記録がほとんど残されていない。だけどグミの採掘ポイントでは、古代の戦争なんかで我々の知らない魔法の衝突があった可能性が高いと言われているんだ。そしてグミとは、メイデーアの古い歴史を知る鍵かぎになると言われている」

　なるほど。確かに、見つめていると不思議な心地になる物質だ。

「そんな貴重な物質を、こんな風に使い捨てていいのかしら」

「まあ、最近は使用済みのグミを買い取っている業者もいると聞く。コレクターも多いし、使用済みとはいえ、何かと使い道はあるんだ」

「……へえ～」

　魔法道具の発展とともに多くが地中より掘り返され、使い捨てられてしまったらしいが、ゴミというには、確かにとても美しい。




　浮遊魔法を駆使して魔法ゴミをひっくり返し、せっせとグミ探しをしていると、

「ね、ねえ。マキア嬢」

　３班のぽっちゃり系男子、フランシスが声をかけてきた。

「なあにフランシス・ダウニー。私、あなたたちに納税するグミ探しで忙しいんだけど」

「ご、ごめんっ。あの、その……今日は精霊を連れてる？」

「精霊？」

　意外な質問で、私は思わず手を止める。

「呼び出すとすぐにくるわよ。メル・ビス・マキア──ドンタナテス、ポポロアクタス、出ていらっしゃい」

　召喚魔法陣を、こんなゴミ山で展開し、私は自分の精霊を呼び出した。

　ハムちゃんズが魔法陣から飛び出し、チョロチョロと私の体を這はい上がってくる。私が掲げていた手のひらにちょこんと座ると、二匹は愛想よくヘケラッと笑った。

　フランシスは顔をほころばせて、腰を屈かがめて私のハムちゃんを眺める。

「あ～～、やっぱり可愛いなあ。僕、ネズミって好きなんだ。ちっこくてもふもふで、コロンとしていて、とにかく可愛い」

　おお、その気持ちはよくわかる。同志がいたとは。

「精霊召喚の儀式ではみんな笑ってたけど、僕は少し羨うらやましかったんだよ。ドブネズミならミラドリードにたくさんいるけど、ドワーフハムスターって希少で、内陸の森の奥にしかいないから」

「へえ。あなた動物に詳しいのね」

　フランシスはポケットからビスケットを取り出すと、それを砕いてドンポポに差し出す。

　ドンポポはいそいそとフランシスの手にのって、ビスケットの欠片かけらを手に持ち、貪むさぼっていた。卑しくも可愛い私のハムちゃんたち。

　それを見て、フランシスがますます目め尻じりを垂れ下げている。

　ハムちゃんを指先で撫なでながら、フランシスがおもむろに問いかけた。

「ねえマキア嬢。グミは見つかったかい？」

「うーん。今の所三つってところね」

　私はポケットから三つ、グミを取り出して見せる。

「グミは年代物の魔法道具にしか入ってないからね。これだけゴミがあると、見つけるのも大変なんだ。ごめんよ、貴族のお嬢様なのに。手も服も汚れちゃうよね……」

　フランシスは、私の汚れた制服のローブをみて、控え目ながら謝った。

「私は田舎貴族だし、塩の森ではいつも土まみれになってたわ。汚れることに抵抗はないの。……それより、ねえフランシス。あなたたちはどうして使用済みのグミを探してるの？」

　ネロは、このグミを買い取る業者もいると言っていた。

　まさかとは思うけれど、３班の連中、金稼ぎのためにグミを集めているわけじゃないでしょうね……？

　しかしフランシスはパッと明るい表情になって、両手を合わせる。

「ああ、それはね、おもちゃを作るためだよ！　魔法のおもちゃ」

「へ？　おもちゃ？」

　あまりに意外な回答だったので、私はとにかく驚いている。

　フランシスは「これ言ってよかったのかな？」と首を傾げながらも、ポケットから何かを取り出した。

　それは、使用済みのグミが取り付けられた、手のひらサイズの円えん錐すい型の何か。

　真ん中に鉄の芯しんが刺さっている。どこかで見たことのあるフォルムだ。

「これ、見てて」

　フランシスはそれを親指と人差し指の間に挟み込み、宙に放り投げる。

　それは宙に浮いた状態で、光の輪を描きながら、猛スピードで回っている。

　やっと私はこれが何だったのかを思い出した。

「ああっ、コマだわ！　魔法のコマ！」

　あっちの世界では、お正月に紐ひもを巻きつけて回し、遊ぶやつ。

　あれにそっくりなおもちゃだが、紐は必要ないみたい。そして床で回るのではなく、宙に浮いた状態で回る。

「これをぶつけ合って遊ぶんだ。使用済みのグミでも、回転させることで空気との摩擦が起こり、魔力が発生するんだ。それで、コマを浮かせ続けることができるんだよ」

「へえええええっ、すごい！　よく考えついたわね」

　思わず拍手してしまう私。

　フランシスが口笛を吹くと、魔法のコマが戻って来た。

　フランシス曰いわく、魔法のコマは自分の調整次第でどんどん使い勝手が良くなるそうだ。

　愛いとしいペットのように手のひらで撫でながら、フランシスはどこか物憂げに、この広大な魔法ゴミ投棄場を見渡す。

　鈍にび色いろの塊が波打つ、ガラクタの海を。

「僕たちね。ダンも、キャロラインも、キタルも……みんなこの魔法ゴミ投棄場に捨てられていた、赤ん坊の捨て子だったんだよ」

「え……？」

　そしてポツポツと語った。

　３班のメンバーは、皆がここで拾われ、ミラドリードにある王都孤児院で兄弟のように育ったこと。

　遊ぶおもちゃも無くて、この魔法ゴミ投棄場に来ては、仲間たちで知恵を出し合い、独自の遊びを開発したこと。

　この魔法のコマは、子どもの頃のダンが思いついたおもちゃなんですって。

「昔は荒削りだったけど、今はルネ・ルスキアの魔法工房が使えるし、もっと性能のいい魔法のコマを作れる。だから、できるだけたくさんグミを集めて、たくさんのコマを作って、孤児院に寄贈しようってことになったんだ。孤児院の子どもたち、みんなが遊べるように。昔お世話になった……バチスト先生が、そうしてくれたみたいに」

「え？　バチスト……先生？」

　ドキッとした。それは、少し前の騒動に関わっていた、重要人物の名前だからだ。

「ユージーン・バチスト先生。最近、亡くなっちゃったでしょう？　あの人も一時期孤児院にいたらしくて、色んなものを寄贈してくれたんだ。食料とか衣類とか、それこそおもちゃとか」

　フランシスいわく、自分たちがルネ・ルスキア魔法学校に入学しようと思ったきっかけをくれたのが、まさにバチスト先生だったようだ。

　バチスト先生は孤児院の子どもたちにも、魔法を教えていた。

　特に才能のあった３班の彼らに、ルネ・ルスキアへの入学を勧め、受験勉強の面倒も見ていたらしい。

「そうだったの……それで、あなたたちは今、ルネ・ルスキアにいるのね」

　いつの間にか、彼の話に聞き入って、目を潤ませている私。

　私、何も知らなかった。３班のみんなのことも、あのバチスト先生のことも。

　それに、私は彼らのことを酷ひどく誤解していたようだ。きっと私の知らないところで、多くの苦労と努力をしたに違いない。

　貴族の多いルネ・ルスキアでは、色んな嫌みも言われただろう。私が悪い魔女の末まつ裔えいだとか、言われるみたいに……

　それなのに、この課題で、バチスト先生の意思を継いで、孤児院に寄贈する魔法のおもちゃを作ろうだなんて。真面目で、いい子たちじゃないか！

「ダンは誰より、バチスト先生を尊敬してた。だから今度は、自分たちがバチスト先生のようになって、孤児院のみんなの力になりたいって……ダンがそう言ったんだ。僕はそんなダンに、ずっとついていくんだ」

　フランシスは、向こうの小高いガラクタ山の頂に立っているダンを、強い憧あこがれの眼まな差ざしで見つめていた。

　私もまた、フランシスの視線を追う。

　気性の荒々しい町の不良たちのようだと思っていたが、ガーネットの３班の雑草根性の理由が、なんとなくわかった気がした。

　彼らには、この魔法ゴミ投棄場から始まる計り知れないほどの絆きずながあって、それをまとめているのがあの班長・ダン・ホランド。そして今はもういない、バチスト先生の優しさだったのだ。

　ユージーン・バチスト先生。

　最後は〈青の道化師〉に体を乗っ取られて悲劇的な死を迎えてしまったが、本来の彼は、やはり偉大で尊敬に値する魔術師だった。

　死んでもなお、その意思を継ぐ者たちがいることを、私はしみじみ凄すごいことだと思う。

「おいフラン！　敵と馴なれ馴なれしくしてんじゃねーぞ！」

　と、その時、ダンが口をへの字にしながら、こちらに降りてきた。

　そして、私が手のひらに出していたグミを、バッと奪い取る。

「ああっ、何すんのよ！」

「ハッ。どうせ俺たちのものになるんだ。いつ回収しようが、関係ねーだろ」

　ダンは、グミを空に掲げて何かを確かめている。その後、それを自分のポケットに入れた。私がムッとしていると、ダンはこちらに顔を寄せて、嫌みったらしく鼻で笑う。

「なに睨にらんでんだよ。孤児の俺たちにこき使われて悔しいのかい？　おじょーさま」

「別に。感心していたところよ」

　私もまた鼻で笑ってやりながら、肩にかかった髪を払う。

「あなたたちガーネットの３班はいい成績をおさめ続けているから、私、ずっと警戒してたのよね。だけどあの魔法のコマを見て確信したわ。３班は強いって」

「……は？」

　ダンの表情が思いのほか緩み、どこかキョトンとしている。

　しかしすぐに、顔面がギュッと力んだかと思うと、フランシスを睨む。

「フラン、お前……っ、魔法のコマをこいつに見せたのか!?」

「ひーっ。ごめんよダン～」

　一見、いじめっ子といじめられっ子に見えなくもないのだが、ダンは諦あきらめたかのように小さなため息をつき、ポンと、フランシスの肩に手を置いた。

「……まあいい。正直者なのは、お前のいいところだからな」

　そして、私に向かって宣言をする。

「おい、オディリール。いつもはお前たち９班や、１班の連中に遅れをとっているが、この課題だけは譲らねえぞ。残りのグミも、さっさと集めろよな！」

　ダンはフランシスを連れて行ってしまった。

　フランシスの話を聞いて感動していたのに、やはり荒々しい不良男子であった……

　さて。

　グミ探しを再開したところ、足元で、キラッと輝く何かを見つけた。

　それは折り重なったガラクタの隙間で輝いている。この辺はさっきからずっと探していたのに、今まで全く気がつかなかったわ。

　私は折り重なったガラクタを、浮遊魔法を駆使してどかし、光り輝く何かを取り出す。

「これ……」

　それは銀の細工が美しい、持ち手のある手鏡だった。

　ガラクタの中に埋もれていたにしては、やけに高価そうな代物で、傷や割れもない。

　魔法ゴミに捨てられていたと言うことは、魔法の手鏡だと思うのだけれど。

「おーい、これとか使えねーか？」

　そんな時、フレイが古い魔法ポットを抱えて、私の方へとやってきた。

「あ……」

　しかし、彼はあからさまに顔色を変える。

　フレイが見ていたのは、私が手にしていた手鏡だ。

　女性のものだし、フレイには縁が無い代物だと思うのだけれど、見覚えでもあるのだろうか。もしかして、フレイの知り合いのお姉様の私物とか？

「ど、どうしちゃったの、フレイ」

「……いや」

　フレイは、フイッと顔を背けた。明らかに挙動不審だ。

　彼は逃げるように遠くへと行ってしまったので、話を聞くこともできず。

　遠くで、ディーモ大聖堂の、夕刻を告げる鐘の音が響いている……

「なんなのよ、いったい」

　気になりつつも、私はその手鏡をもとあった場所に戻した。

　その日、ギリギリ10個のグミを見つけた私は、３班への納税に成功。

　他の班員たちも、使えそうなお古の魔法道具をいくつか発掘し、アトリエへと持ち帰ったのだった。







　翌日。フレイが学校を休んだ。

　どうせサボりだろうと思っていたが、その次の日も、彼は学校に来なかった。

　ルームメイトのネロに聞いても、フレイは部屋に居ないという。

　心配になってユリシス先生に聞いてみたところ、先生は苦笑いしながら、

「すみません。フレイは王宮に呼び出されていたのです。それで……ギルバートと殴り合いの喧けん嘩かになりまして」

「えっ！」

「フレイは怪我を負ってしまったのです」

「えええっ!?」

　予想外の事態に、私はのけぞった。

　どれほど激しい喧嘩だったと言うのか。

　私の反応が面白かったのか、ユリシス先生がクスクス笑っている。いや、笑い事ではないだろう。

「そ、それで、フレイは無事なんですか!?」

「ええ。怪我の方はすぐに治癒魔法で治してしまいましたから。フレイはあれから、王宮の一室で籠ろう城じようしています。まるで、沸騰した感情を静めるかのように」

「フレイ、そんなに怒っていたのですか？」

　あのフレイが？

　ちゃらんぽらんのフレイが？

「まあ、彼らはお互いに、許せないことがあったのは確かです。だけど、今は喧嘩をしている時ではありません」

「……ユリシス先生？」

「王子の不仲は、派閥争いを望む者たちに隙を与え、国を不安定にしてしまいます。今は……五人の王子が力を合わせなければならない時なのです」

　ユリシス先生は少し厳しい目をしてそう述べたが、私がじっと見つめているのに気がつくと、柔らかい笑みを作った。

「すみません、マキア嬢。こちらの事情で気を揉もませてしまいましたね」

「い、いえ」

「マキア嬢。今日は午前中で授業が終わるので、放課後、王宮にフレイを迎えに行ってくださいませんか？　あなたの言うことなら、あの子も素直に聞くと思いますので」

　そうだっけ……？　私は微妙な顔をして首を傾げる。

　ユリシス先生は、くすくすと笑った。

「フレイはなんだかんだと言って、９班の仲間たちを信頼しているのです。僕にはわかります。あの子が、そういった仲間を見つけられたことを、僕は嬉うれしく思っていますよ」

「…………」

　フレイが私の言うことを聞くかどうかはさておき、ユリシス先生の言葉は素直に染み入る。

　ただ、フレイの状況はかなり気になる。

　あれでも一応、ガーネットの９班の班員だ。

　そもそも、いったい何が原因で、ギルバート殿下と殴り合いの喧嘩になったのだろう。

　二人は前々から仲が悪く、今まで言い合う姿を何度か見てきたが、殴り合いになることはなかったのに。




　お互いに、許せないこと？

　そもそもあの二人は、なぜあんなにも、仲が悪くなってしまったのだろう。








第六話　二人の王子の鐘が鳴る（上）









　王宮には、ひと月ぶりに入る。

　同盟国会議以降、私は王宮へ来る必要も、用事も無かったからだ。守護者たちはアイリとの接触を今もまだ禁止されている。

　城内に通され、フレイが籠城しているという部屋の扉を開けた。

　フレイはというと、王室仕様のどでかいベッドの上で寝転がり、巷ちまたで噂の美人な女優が並んだ雑誌をニヤニヤして眺めている。なぜ、そんな雑誌が王宮に？

「何よ。心配して来てみたら、随分と贅ぜい沢たくな身の上ですこと」

「お。班長じゃねーか。よお～」

　私がやってきたことに気がついても、ゴロ寝したまま適当な返事だ。

「ギルバート王子と殴り合いの喧嘩したって聞いていたけれど、その様子だと元気そうね」

「おいおい、なに言ってんだ。あいつに顔を殴られたんだぜ。顔に傷が残ったらどうしてくれる。あのバカ兄貴、ゼッテー許さねえ」

　さっきまで雑誌を眺めてニヤついていたくせに、フレイは今になって怒りを思い出したようだ。雑誌を放り投げ、こちらに背を向ける。お子様か……

　私はため息をつきつつ、雑誌を拾い上げてベッドの端に座る。

「そもそも、どうして殴り合いの喧嘩になんかなっちゃったのよ」

　さりげなく聞いてみた。フレイはこちらに背を向けたまま、

「仕方ねーだろ。あっちから手ぇ出して来やがったんだ」

「どうせまたギルバート殿下を煽あおるようなこと言ったんでしょ」

「はっ！　俺に向かって、今更王子業に専念しろとか、隣国のお姫さんと婚約しろとか、偉そうに命令してきたから断ってやっただけだ」

「え……？」

　少しだけ驚いた。だがよくよく考えると、確かにここ最近、我がルスキア王国の王子たちは政略婚約ラッシュだった。フレイはこの国の第五王子であるのだから、このご時世、政略結婚の話が出てもおかしくはない。

「そういえばあなた、王子としての権限はあまり無いって言ってたわよね。何か特別な制限がかかっているの？」

「まー、そういうこった。七年前、俺は王子としてのあらゆる権利を剥ぎ取られ、この王宮を追放された。今は亡き、正妃アリシア様のご命令でな」

「正妃様の……？」

　正妃アリシア様。現国王には第四王妃までいるが、その中で最も尊き位の王妃である。

　そして、ギルバート王子のお母君だ。

　国民に愛され、慈愛に満ちた方だったと聞いたことがあるが、随分と前に病で亡くなった。そんな彼女が、なぜフレイを……

「それでフレイ。あなた王宮に戻って、政略結婚を受け入れるの？」

「はあ？」

　フレイはのそのそと起きあがると、あぐらをかいて頬ほお杖づえをつく。

「断ったって言ってんだろ？　だが、あとはお前しかいないとかバカ兄貴が言い出すからよお。言ってやったんだ。まだ、ギルバート兄上がいらっしゃるじゃないですかって」

　私は目をパチクリさせながら、フレイの話を黙って聞いている。

「兄上はあの救世主ちゃんに惚ほれてるからって、最近の政略結婚の話を避け続けてんだ。あの野郎、救世主ちゃんに堂々と振られたってのによ」

「え……？　振られたの??」

　ちょっと待って。その話は初耳です。

「笑えるだろ。あの野郎、救世主ちゃんに自分の妃きさきになって欲しいって告って、撃沈してやんの。バカだぜあいつ。扉越しに女を口説くやつがあるかっての。女心がわかってねー」

「…………」

「で、それを笑いながら指摘してやったら、殴られた」

「まー……殴られるでしょうね、それは」

　ギルバート殿下がアイリに惚れていたのは周知の事実だが、結婚を申し込んでいたのには、流石に驚かされた。それを覗のぞき見され、フレイに嫌みったらしく指摘されたら、まあ殴りたくなる気持ちもわかる。

　そもそもフレイの腹違いの兄であるギルバート王子は、守護者として救世主に忠誠を誓うため、貴族令嬢であるベアトリーチェ・アスタとの婚約を破棄したばかりだ。

　だが、アイリが救世主をやめるということになったら、ギルバート王子は守護者として彼女に忠誠を誓う必要がなくなる。再び別の女性と婚約することも可能だ。きっとそれで、焦ったギルバート王子はアイリに結婚を申し込み、あえなく撃沈したのだろう。

　なんだか複雑だけれど、そういうことだ。

　だがギルバート王子は、アイリに振られた今も彼女を思っていて、自分にきた政略結婚の話を第五王子のフレイに押し付けようとしている、と。

「ああもうっ、あの野郎！　俺を王宮から遠ざけ続けたくせに、今更王子の自覚を持てとかうるせえことを言いやがる！　ほんとっ、自分の都合で世界が回ってるんですかね、あのバカは！」

　フレイはまたむしゃくしゃしたのか、髪を掻かきむしって憤っている。

　私はこめかみに指を当てて、うーんと唸うなった。

「フレイの言い分はよくわかったわ。確かにあなたは悪くないかもね」

「……わかってくれるのかよ、班長」

　フレイが、なんとも言えないジトッとした横目で私をみている。

　王宮では味方や後ろ盾のいないフレイ。心細い、惨めな思いをしているのだろうな。

「まあ、私はあなたの方が付き合い長いし、身内びいきってところね。ユリシス先生に、あなたを迎えに行くよう言われたのよ」

「なんだよそれ。母親かよ班長。……情けねーな、俺」

　首の後ろをポリポリ掻きつつ、どこかフレイらしくない、弱々しいセリフ。

　ダメンズならぬ、ダメ王子ではあるものの、こういうところが母性本能をくすぐるというか、年上女性に可愛がられる要因なのかもしれない。

　まあ、私はこの男より一つ年下なわけだけど。

「ねえ、フレイ。幼い頃に王宮から追放されたというけれど、きっかけは何だったの？」

　ギルバート王子とだって、あんなに仲が悪いのには、何か理由があるはずだ。

「前に言っただろ。俺の母親が、王宮で色々やらかしたんだよ」

「それは知ってるけれど……でも、ギルバート王子とあれだけ険悪な理由が、よくわからないのよ。だって、同じ兄上様のユリシス先生はあなたにキツく当たらないじゃない」

「いやいや怖こえーぞ、ユリシス兄上は。俺とギルバートは、喧けん嘩かの後あの人にめちゃくちゃ絞られたからな。マジでリアルな雷を落とされたぜ」

「え??」

　あの温厚なユリシス先生が怒るなんて、想像できない。リアルな雷って……

　フレイはしばらく、難しい顔をして黙り込んでいた。

「はあ。どこから話せばいいんだかな……」

　そして、前髪をかきあげながら、長く息を吐く。

「俺の母親は、孤児院の出なんだ」

「それってもしかして、あの３班の子たちがいたって言う、王都孤児院？」

「ああ、そうだと思うぜ」

　フレイはポツポツと語り出した。自分の母親の身の上を。

　その女性の名前は、ララという。

　ララは身よりのない娘だったが、孤児院で育ち、孤児院で働いていた。更には大地や植物に愛された【地】の申し子で、何より美び貌ぼうに恵まれていた。

　たまたま王都を視察していたルスキア王に、壁を伝って歩いていたところを驚かれ、その美び貌ぼうと溌はつ剌らつとした性格を見初められ、ララは第四王妃に迎えられたのだ。

　孤児から王の妃に上り詰めたその女性に反発する者たちもいたが、一方でミラドリード市民は沸き立った。

　もともと、心優しく美しく、街でも評判の娘だった。

　だが、王の寵ちよう愛あいを受け贅沢な暮らしを始めたララは、徐々に徐々に、狂い始める。

　自分は特別だ。底辺から這はい上がった。

　誰より王に愛されているのだ──と。

　元より愛に飢えていた。

　その願望が、歪いびつな形で殻を割って出てきたのかもしれない。

　ララは王に愛されることだけを考え、我が子の世話も早々に放棄し、ただその美貌を磨き続けた。

　だが王には四人の妃がいて、ララだけが特別愛されていた訳ではない。

　ララは、貴族の出である他の妃たちに対し歪ゆがんだ劣等感を抱き、彼女たちを邪魔に思い始めたのだ。

　当時、放置された幼いフレイの面倒を、ララの代わりに見ていたのは、正妃アリシア様だった。そう、ギルバート殿下の母上だ。

　アリシア様は、誇り高く気高い、国民からも慕われていた正妃であったそうだ。

　ギルバート殿下がお生まれになるまで、なかなか子に恵まれず、苦労されたともいう。

　公爵家の出である高貴な身分や、正妃という立場を鼻にかけることもなく、王のため、国のためを思い、妃たちを纏まとめ、全ての王子たちを気にかけ、正妃としての役割を全うしていた。

　ゆえに、常に王の隣にいたのは、正妃としての立場を持つアリシア様であった。

　ララは徐々に、その〝正妃〟の座を欲するようになる。

　誰からも慕われ、王からも一目置かれ頼られているアリシア様に、嫉しつ妬とするようになる。

　自分が最も王に愛されている。

　ゆえに、王の隣にふさわしいのは自分なのだ──

　ララはアリシア様に対し嫌がらせをするようになった。

　直接というのではなく、アリシア様が身分の低い自分を虐いじめているのだと国王に訴えたり、騒ぎ立てたりして、アリシア様の評判を貶おとしめようとしたのだ。

　それに対し、気高いアリシア様は冷静に反論し続けた。しかし国王は、孤児院出身のララの方が味方が少ないだろうと考え、彼女の肩を持つことが多かったらしい。

　そのせいで、アリシア様は心労が積もり、病に臥ふせって亡くなったのだと言われている。

　ララが直接手を下した訳ではないが、ララの悪意が、彼女を死に追いやったと言ってもいい。

　王はアリシア様の死を嘆き悲しみ、のちに嫌がらせや悪事が明るみとなったララを、王宮から追放した。

　悪妃ララ。そう呼ばれる彼女は今、ルスキア王国の北の森の奥で、監視付きの生活を送っているという。

「ギルバートが俺を毛嫌いするのもわかる。悪妃ララによく似た俺を」

　フレイは、掠かすれがちな声で語り続けていた。

「だが、俺だってララには、何の愛情もかけてもらうことなく育ったんだ。ただ俺を生んだ母親ってだけだ。俺だって……俺だって、アリシア様が本当の母親だったらって、何度も思った。死んで、悲しかったさ」

　フレイは虚うつろな瞳ひとみをして、どこでもない場所を、ただぼんやりと見つめていた。

　過去のどこか、彼にとって歪みを生み出している、一点を。

「そう……。あれは、ちょうど、アリシア様が病でお亡くなりになる前日のことだった」

「フレイ？」

「アリシア様が、はっきりと俺に言ったんだ。……王宮を出て行け。ここにお前の居場所はない。お前の顔なんて見たくない。とね」

「…………」

　ぎゅっと、膝ひざの上で拳こぶしを握りしめるフレイ。

「それまでは、たとえ俺が嫌いな女の息子でも、アリシア様は、俺をギルバートと同じように可愛がって下さっていた。だが……いよいよ、我慢できなくなったんだろうな」

　そしてフレイは、どこか乾いた笑みを浮かべ、後ろ手をついて顔を上げる。

「嫌われてたってわかった時は、ショックだったなー。なんせ、失恋をわずか十歳で経験したんだぜ？　俺の初恋の人だからなー。アリシア様は」

　茶化すようにそんなことを言った。私が強こわ張ばった顔をしていると、「いやここ笑うところだから」とか言うし。

　笑えないわよ。

　フレイが年上好きな理由が、わかったんだもの。

　年上が好きというより、幼い頃の母親代わりで、初恋の相手であるアリシア様の面影を、今も追いかけてしまうのだ。

「だが、俺がララの息子であることに変わりはない。国王はアリシア様の遺言を聞き入れ、俺からあらゆる権利を剥はく奪だつし、王宮から追い出した。そして俺はあちこちの寄宿学校をたらい回しにされた挙句、ルネ・ルスキアに入学させられたんだ。皮肉なことに母親譲りの【地】の申し子で、少しばかり魔法の才能があったからな。だけど俺は、別に、魔法なんてどうでもよかった」

「だから……去年、落第したの？」

　特に魔法への憧あこがれも熱意も、執着もなく。

　ルネ・ルスキア魔法学校を、自分を閉じ込める檻おりのように感じて。

　フレイと過ごすようになってわかったのだけれど、彼は真面目にやれば全てのことを人並み以上にやりこなす。落第するような落ちこぼれではない。前に、メディテ先生が言っていた通りだ。

　だけど大切なところで不真面目だったり投げやりだったりするのは、きっと、幼い頃に大好きだった人に否定され、孤立した経験が、今も彼に影を落としているからだ。

　どこかで諦あきらめてしまっている。人生そのものを。

「ま、やる気なんて最初から無かったからな。留年し続ければ、ルネ・ルスキアで適当に生きていけると思ってたし」

「……今は？」

　私はフレイの方をちゃんと見て、改めて尋ねる。

「今は、学校嫌い？」

「…………」

　フレイもまた、ちらりと私の方を見た。

「別に。今はそこそこ楽しいと思ってるぜ。９班の連中も、別に嫌いじゃないしな」

　照れ隠しなのか、わざと淡々と語っているように思える。その言葉を聞いて、私は思いのほかホッとした。

　不真面目な時もあるけれど、フレイは確かにこの一年それなりに班の為に頑張ってきた。

　私が口うるさく授業に引っ張っていったり、レポートを見てやったり、テスト勉強を手伝ってやったりしたのもあるけれど……

　と、その時、俯うつむいていたらハーフアップにまとめていた横髪が、不意にハラリと目の前に流れてきた。

「!?」

　なぜかフレイが、髪留めにしていたリボンを横からスーと引っ張って、解いていた。

「なな、何やってんのあなた!?」

　流石にびっくり。

　私は頭髪を押さえながら顔を上げ、フレイの不可解な行動にギョッとしていた。

「いや～。だってなんか、側でリボンがピラピラしてたら解きたくなるっていうか……」

「はあ？」

　フレイは悪戯いたずらっぽく笑っているけど、意味不明。

　なぜか人のリボンで手遊びしてるし。いったい何が楽しいのやら。

「……全く。私の方が深刻に考えすぎちゃったじゃない。人をからかう余裕があるなら、心配ないわね。さ、戻るわよ、ルネ・ルスキアへ」

「おお」

　フレイはいつもより素直に返事をし、ベッドから下りる。

　だけど、どこか沈みがちに見えるのは、元々の猫背がさらに丸まっているからかしら。

　シャキッとなさいと背中をバシッと叩たたいてやったら、

「ちっ。いってーな」

　などと不良息子みたいな反応をする。舌打ちしない、と𠮟ってやった。

　ダメンズだけど、根は悪い子ではないのよ。うちの子は。




「お嬢……？」

「あ、トール！」

　部屋を出ると、外の廊下で、トールとばったり出会った。

　王宮でトールと出会えるなんて嬉うれしい。同盟国会議の夜以来、私はトールと会っていなかったから。

　フレイをそこに置いて、私はトールに駆け寄った。

「トール、久しぶり！　最近あまり会えなかったから、ずっと会いたいと思っていたのよ」

　トールは無言で目をパチクリとさせていた。

　そして徐おもむろに、私の髪に触れる。

「ト、トール!?」

「お嬢……髪を解いているなんて珍しいですね。いつものリボンはどうしたのです？」

「リボン？　あっ」

　トール、私越しにフレイを見る。

　フレイというか、フレイが手に握っている私の黒いリボンを。

「あ、これ～？　おたくのお嬢があんまり無防備なもんで、ベッドの上で解いてやったわけよ。俺リボン解くの得意だからさ～」

「あんた、リボン解いたくらいで偉そうにしてるの？　そのくらい誰にでもできるわよ」

　得意げで意味不明なフレイに、つっこむ私。

　トールは貼り付けた笑顔でスタスタとフレイの元まで行くと、その手からパシッとリボンを奪い取り、またスタスタと戻ってきて私の背中に回る。

「トール？」

「お嬢、動かないでください」

　そして、私の髪を結い始める。トールが私の騎士だった頃によくやってくれたように。

　彼の指は今でもそのやり方をよく覚えているのか、手際がいい。だけど想い人の指で髪を梳すかれている私からしたら、何だかこそばゆくて気恥ずかしい。

　昔はなんて事なかったのに。昔はなんて事なかったのに！

「あ、あ、ありがとうトールっ！」

　おそらく顔が真っ赤なので、俯いたままお礼を言った。

「いいえ。せっかく美しい赤髪なのですから、振り乱してはいけませんよ。お嬢はオディリール家のご令嬢なのですから」

　その言葉で「あっ」と思い出したことがあり、私はトールの方にくるりと向き直る。

「そういえばトール、昔から私の髪を綺き麗れいだと言ってくれてたわね。髪だけは綺麗って！」

「…………」

　トールが、笑顔のまま固まった。

　なぜかフレイがその後ろで笑うのを堪こらえている。

「お嬢は、すっかりお元気そうですね」

　トールの唐突な話題の切り替えに、私は「へ？」と。

　ああ、そうだ。前回トールに会った時、私はあの金髪男のせいでガタガタブルブル怯おびえていたから、トールを随分と心配させたのだった。

　あれだけ怖がっていたのに、ここ最近はアイリの救世主辞める事件と、エスカ司教のスパルタ指導と、慌ただしい班課題のせいで、あの男の存在は少しばかり私の中から遠のいていた。わざと忘れようとしていたのかもしれない。

「そ、そうね！　もう元気かも！　最近は学校の班課題で、忙しくしているから」

「……それは良かったです。それにしても、お嬢が王宮にいらっしゃるなんて珍しいですね。今日は何のご用で王宮へ？　というか、どうしてフレイ殿下のお部屋に？」

　トールは相変わらず、他人行儀の貼り付けたような笑顔で、そう尋ねた。

　どうしたんだろうトール。お面でもつけているかのように、表情がさっきから全く変わらないぞ。

「あ、えっとね。フレイを迎えに来たの。ギルバート王子と殴り合いの喧けん嘩かしたらしいじゃない。その後ふてくされてなかなか学校に戻ろうとしないから、ユリシス先生に連れ帰るよう、頼まれたの。ほんと、手のかかる王子様だわ」

「ああ……なるほど」

　トールが、どこか安あん堵どしたように息をついた。

　一方、後ろでフレイが「早く帰ろーぜ」とごねだした。全く。

「それじゃあね、トール。王子様のご機嫌が悪いようだから」

「……あ」

　トールが私を呼び止める素ぶりをした。

　振り返ると、トールはなぜか騎士団の制服のポケットをゴソゴソと探っている。

　彼は何かを取り出すと、私の手を取り、それを置いた。

「これ。あげます」

　何かと思えば、黄色くて可愛い紙に包まれた飴あめ玉だまだ。

　これは多分、巷ちまたでよく売られている定番の蜂はち蜜みつレモンキャンディー。

「え、いいの？　え、トールどうして蜂蜜レモンキャンディーなんて持ってるの？」

「あー。糖分が必要な時に舐なめます。副団長……ライオネルさんがよく配っているので」

「へええ～、ありがとう。私も今度トールにおにぎり作ってくるわね。アプリコットの梅干し入りの！」

「え……？」

　私がそう言うとトールは目をパチクリとさせ、少々頬を赤らめゴホンと咳せき払ばらいをし、

「ありがとうございます。待っています。……最近寒いですから、お嬢も、お体に気をつけて」

　立派な青年騎士らしく、胸に手を当てて頭を下げる。

　なんだか今日のトールは少しおかしかった。

　彼は、怪我や病を隠しがちだから心配だ。守護者の仕事はお休み中だけれど、今は騎士団の任務が忙しくて、疲れているのかしら……

「おーい班長、早く帰ろうぜ。こんな場所もう一秒だって居たくないぜ」

「何よ。ずっと部屋に引きこもってた奴の言うセリフじゃないわね」

　フレイが私を、妙に急せかす。

　そして、普段しないくせに私の肩を抱き、トールの方を振り返る。ニヤニヤしてるし。

　トールはと言うと、またあの貼り付けたような笑顔だ。

　トールは私の騎士だった特性上、私にくっつく悪い虫に敏感なのよね。きっと私が、フレイの冗談を本気にしてしまわないか、心配なんだわ。

　大丈夫、大丈夫よトール。フレイの冗談くらいわかってるから。

「くくっ……あのお兄さん、意外と嫉しつ妬と深いよな。あと独占欲が超強いと見た」

「ちょっとフレイ。うちのトールをからかうのやめてくれる？　ていうかトールとあなた、多分同じ歳よ。トールはずっと大人びているけれどね」

「え、マジで？」

　肩に乗っかったフレイの手を払っていると、ちょうど王宮内の渡り廊下に差し掛かった。

「あ……」

　そこから庭園が見えたのだが、見覚えのある人が噴水の端に座り込み、項うな垂だれている。

　あれは、ギルバート王子だ。ずいぶんお疲れに見える。

「…………」

　あまりギルバート王子には良い印象はない。

　私はいつも、あの方に責められているから。

　だがあの様子を見るに、彼もまた立場に追い詰められ、様々な葛かつ藤とうに悩み苦しんでいるのだろう。

　王子に生まれ華々しい人生が用意されている一方で、自由などなく、個人の小さな望みや願望は叶かないづらい。

　ギルバート王子は、確かにアイリのことが好きなのだろう。

　アイリを守りたいに違いない。

　だけどアイリが救世主でなくなったら、守護者としてより、王子としての選択が問われる事になる。

　だからこそ、今一番、私たちの中で立場に揺れている人物なのかもしれない。







　王宮を出て、魔法学校への帰り道の途中、私はあることをフレイに提案した。

「ねえ、フレイ、このまま魔法ゴミ投棄場に行かない？」

「げ。まだゴミ漁あさりするつもりかよ。班長、一応貴族令嬢のくせにアクティブすぎるだろ。俺は嫌だぜ」

「どうしても？」

「どうしても、だ」

　フレイはふーんとそっぽを向き、頑かたくなに魔法ゴミ投棄場へと行くのを嫌がっている。

　その反応を見て、私は以前、ゴミ投棄場で見せたフレイの不可解な様子を思い出した。

「もしかして、前に見つけたあの手鏡に、何かあるの？　あなた、あれを見た時あきらかに動揺してたわよね」

「…………」

　フレイは視線を斜めに流し、しばらくして思いもよらぬことを告げた。

「あれ、昔、アリシア様が持っていたものだぜ」

「え……っ!?」

　驚いた。仮にも一国の正妃様のものが、あんな場所に捨てられているなんて、あり得るのだろうか？

「で、でもなんで。そんなのおかしいじゃない」

「さあな。いったいなぜ、あの方の手鏡があんな場所に捨てられていたのかはわからない。だが、あれは絶対にアリシア様のものだ。俺にはわかる。……あの手鏡は、アリシア様が、いつも大切にしていたものだから」

　話を聞くほどに不安になってくる。

　私ったら今は亡き正妃様のものだとは知らず、あの手鏡を投棄場に置きっ放しにしてしまった。

　いつゴミとして処理されるかわからないし、たくさんのゴミの山の中ではすぐに埋もれてしまうだろう。

「それ、ギルバート殿下にお伝えしなくて良いのかしら」

「は？」

「だって、ギルバート殿下のお母様の形見なのでしょう？　あんな場所にあって良いものじゃないわよ！」

「知るかよ、あんなバカ兄貴のことなんて」

　フレイは急に不機嫌になった。

　歩道で立ち止まって、舌打ちをして頭を掻かき毟むしり、

「あーあー。やってらんねえ！　俺ちょっと綺麗なお姉さんに癒いやされてくるから、班長だけでゴミ漁りに行ってきな」

「えっ、何それ酷ひどい！」

「じゃーなー」

　フレイは建物の壁を歩き、逃げるようにどこかへ行ってしまった。

「なんて薄情なやつなの。……ったく呆あきれたわ。ほんと、不良息子なんだから」

　でも、フレイがあの手鏡に触れたくない理由は、彼の過去の話を聞いた後だからか、少しだけわかる気がする。

　仕方がないので、私は一人で魔法ゴミ投棄場へと向かった。

　あの手鏡が正妃アリシア様のものならば、なおさら、ゴミとして処理される前に回収して王宮へと届けなければならない。







「確かこの辺だったと思うんだけど……」

　私は一人で、魔法ゴミ投棄場へと来ていた。

　王宮帰りの貴族令嬢風の格好だったが、この際仕方がない。

　だけど、あの手鏡をどうしてももう一度見つけ出さねばという気持ちが大きく、衣服を汚しながらも、必死になって探している。

　しかしなかなか見つからない。以前探した場所を重点的に探しているのだけれど。

　もしかして、もう処分されてしまったんじゃ……

「ここは探し物が得意なポポ太郎に任せるぽよ～」

「ちっこいドン助ならゴミの世界をどこまでも、でち」

「あ、こら二匹とも！」

　ポポ太郎とドン助がスカートの裾すそからチョロチョロと出てきたかと思うと、やる気ありそうなことを言って、重なり合ったゴミの隙間に入ってしまった。

「潰つぶれちゃうわよ！　戻ってきなさい、ひまタネあげるから～」

　ゴミの隙間から顔を覗のぞき込ませ「チッチッチ」とハムちゃんたちを呼ぶ。しかし、ひまタネで釣ろうとしても出てこない。精霊なので大丈夫とは思うけれど……

「おいオディリール。お前、何をしている」

　背後から声をかけられ、私は顔をあげた。

　いつの間にか、ガーネットの３班の連中が私を取り囲んでいる。

　私が一人でここへやってきたからか、不審に思っているようだ。

　ていうか、いつもここに居るのね、この人たち。

「ここを利用するんだったら、今日もグミを集めてもらうぞ」

　３班の班長ダンが、納税をしろと私に凄すごむ。まるでゴミための国の暴君だ。

「ちょ、ちょっと待って！　ねえ、この辺にあった手鏡を知らない？　持ち手があって、銀色で、古いものだけど縁どりの花の装飾が立派な手鏡よ」

「……手鏡？」

　３班の連中は、顔を見合わせて首を傾げた。

「お前、ここに高価な手鏡でも落としたのか？」

「うわっマジ？　ウケる～」

「だから言ったじゃん。ここは貴族様の来る場所じゃないんだよ！」

　班長のダンは白けた顔をしているし、マーズ姉弟は勘違いしてゲラゲラ笑ってる。

「言っとくけれど、手鏡は私のじゃないから。……え、あった!?　あったの!?　うわあああ、さすがは私のドンポポ!!」

　二匹のハムちゃんが魔法ゴミの隙間から、「えいちょ、えいちょ」と手鏡を引きずって出てきた。ちっこい体で一生懸命手鏡を運ぶ様が愛いとおしく、健けな気げで涙がでてきそう。ていうか涙でた。

　手鏡も無事だ。割れていたり、壊れているわけじゃない。

　見つかってよかった……っ。

　私は手鏡の表面を持っていたハンカチで拭ふき、曇っていた鏡の表面に自分を映し込む。

　ここに捨てられているということは魔法の手鏡なんだと思うけれど、それらしき現象は特に起きない。

「この手鏡、どんな魔法道具なのかしら？」

「ピラピラした服を汚してまで探した割には、それが何なのかもわからねーのかよ」

　何を思ったのか、３班の班長ダンが私の前にしゃがんで、手鏡をヒョイと手に取る。

　そして、振ったり裏返したり、持ち手を確認したりしていた。

「これ……おそらく、前にミラドリードの貴族たちの間で流行はやったミラーレターだぞ」

「ミラーレター？」

　私には聞き覚えがないが、３班の班員たちは「あー」とか言ってる。どうやらそれなりに有名な魔法道具らしい。

「ミラーレターってのは、魔法の手鏡が備えている機能の一つだよ」

　ぽっちゃり系男子フランシスが、説明してくれた。

「例えば自分の姿をこの鏡に映して、何かを語ったりするでしょう？　そしたらこの鏡は、その姿と言葉を切り取ってこの中に閉じ込め、保管しておけるんだ。気になる異性に恋文として贈ると、手書きの手紙より、ずっと効果があるんだって」

「ああ、なるほど～。そういうこと」

　ちょっとだけ理解した。鏡に映るものを保存できる、ビデオレターに近い感じかしらね。

　だけど洒落しやれた手鏡というだけで、ビデオカメラよりずっとロマンチックかも。

「しかしミラーレターの機能が動かねーな。何か保存されていると思うんだが」

　ダンは顔をしかめつつ、手鏡を私に返した。

「もしかして、壊れているのかしら」

「かもな。もしくは鍵かぎがかかってるとか。何か、やばい事情を抱えた代物なのかもしれねえぞ。盗品とか」

「…………」

　確かに、それはあり得る。王宮から、何者かによって盗まれた代物である可能性。

　もしこの手鏡の中に正妃様の生前のお姿と、お言葉が記録されていたら、悪用されかねないものだ。

「で、結局、なんでこれを探してたんだ、オディリール」

　いよいよそのことについて突っ込まれた。

　私はぎゅっと手鏡を抱きかかえ、３班のみんなに頭を下げて訴える。

「お願い！　そこのところは聞かないでちょうだい。私はこれを、本来のあるべき場所に還かえしたいだけなの。本来の持ち主は、もうお亡くなりになっているんだけど……っ」

「はあ？」

　私は追加でもう一つ、切実なお願いをした。

「あと今日の納税！　もう少し待ってくれない!?」

「え……？」

「色々と片付いたら、グミを20個でも30個でも探すから！」

　少しの間、しんと静まり返った。

　あれ、と思って顔をあげると、３班の班員たちがみんなしてぽかんとしている。

　常に険しい表情のダンまでもが、眉み間けんのシワを解いて口を半開きにしているのだから。

「お前、あれ本気にしてたのかよ」

「え？」

「とんだ天然お嬢様だ。お前、傲ごう慢まんそうな見た目の割に、生真面目なんだな」

　ダンの言葉に、私もまた目をパチクリ。

　いや、だって。さっきまで敵意満々だったじゃないですか。グミを納税させる気満々だったじゃないですか。

「あっはははははははは」

　他のみんなも、腹抱えて笑ってるし。

「ふ、ふん。何よ。もういいわ。私、行くから。ずっとここで笑ってなさい」

「あっはははははははははは」

「…………」

　ムッと膨れっ面になって、その場を離れようと３班の連中にくるりと背を向ける。もうグミの納税しないから。脱税しちゃうから。

「おいオディリール！　無茶な案件だったら、あんまり深追いするなよ！」

　だが、少し遠くで、ダンが私の背に向かってそう言った。

　一応心配してくれているのだろうか。私は振り返り、軽く手を振る。すると３班のみんなが、気ままに手を振り返してくれた。

　なんだかんだと言って、人情味のある、小粋な班だ。

　やはり今度、ちゃんと今日の分のグミを納税しよう。そうしよう。







　私は例の手鏡を持って、一度ルネ・ルスキア魔法学校の、ガラス瓶のアトリエへと戻った。

　魔法の手鏡が正妃様のものだったとして、王宮へ行く前に綺き麗れいに磨きたかったし、自分も汚れた衣服を着替えなければと思っていた。

　そして、もう一度フレイに確認をしたかった。

　これが本当に、アリシア様のものなのか。

　しかしガラス瓶のアトリエには、ネロとレピスだけがいて、フレイは見当たらない。

　ネロとレピスは前に魔法ゴミ投棄場から持ち帰ったものを、分解しているようだった。

「おかえりなさい、マキア」

「ただいまレピス。ねえ、フレイはここに戻ってきてない？」

　私がアトリエ内をキョロキョロしていると、作業をしていたネロが、つけていたゴーグルを上げた。

「フレイ？　君が王宮へと迎えに行ったんじゃないのか？」

「そのはずだったんだけど、途中であいつ、いなくなっちゃったの。ほんっと、逃げ足だけは一流なんだから」

　ネロとレピスは真顔のまま「へえ……」と言った。まあ、場面の想像がつくのだろう。

「ところでマキア。手に持っているそれはいったいなんですか？」

　レピスが私の持つ手鏡に気がついた。

「私ね、またあの魔法ゴミ投棄場へと行ってみたの。気になることがあって、これを拾ってきたのだけど……」

「ミラーレター機能搭載の手鏡だな」

　ネロは手鏡をチラッと見ただけで、すぐにその魔法道具を見抜いた。

「そう！　流石はネロね」

　私はネロとレピスに、今までのことのあらましを説明した。

　あの魔法ゴミ投棄場で、この手鏡を見つけたこと。

　前にフレイが、この手鏡に妙な反応を示していたこと。

　魔法ゴミ投棄場で３班と出くわし、これがミラーレターであるとわかったこと。

　レピスとネロは目を瞬かせながらも、静かに話を聞いてくれる。

「私、この手鏡の中には、生前の正妃様が残したミラーレターが残っているんじゃないかって思うのよ。でも、壊れているのか、うんともすんとも言わなくて。ねえネロ、これ、やっぱり壊れてるの？」

「……見せて」

　ネロは手鏡を持ち、裏返しにしたり鏡の表面を指先で撫なでたりして、何かを調べていた。

　手鏡の持ち手にはめ込まれていた金具を外し、そこに親指を押し当てて、彼のコンタクトレンズ越しでしか見えない術式を読み解こうとしている。

　あ、鏡の表面に、びっしりと術式が表示された。

　ネロは何やってるんだろう。もしやハッキング的な、あれ??

「!?」

　鏡の表面が水のように揺らぎ、術式が消えたかと思ったら、本来映るはずのないものがそこに現れる。

　青紫色のドレスを纏まとった、ベージュの巻き毛の美女だ。

「これ……っ、もしかして正妃様!?」

「……私、ルスキア人じゃないのでよくわからないです」

　レピスも隣で覗のぞき込んでいたが、私と同じく、正妃様のお顔を知らなかった。

「少なくとも王家の人間だろう。鏡に映り込んだ背後の家具に、ルスキア王家の紋章が描かれている」

　ネロもまた正妃様かどうかの判断は出来なかったようだが、彼の言う通り、確かにアリシア様の背後には、ルスキア王家の紋章が描かれた家具などが、いくつかあった。

　鏡の美女は優雅に微笑み、時折瞬きをしている。どうやらこれは、ただの静止画ではなく、やはり動画のようだ。

　だが、何かを語り始める訳でもなく、ただ鏡を見つめて、自分の姿を確かめるそぶりをしている。本当に、鏡を見て自分の顔やお化粧の具合を確かめているかのように。

「魔法の手鏡とは、本来このように自分の姿を日々記録し続けるものだ。今はそれが、ランダムに流れている状態に違いない」

　ネロがそのように言った直後、鏡の表面が揺らぎ、今度は別のものが映し出された。

「これ……何かしら」

　天てん蓋がい付きのベッドがあって、その周囲を数人が取り囲んでいる様子が、遠く、小さく映り込んでいる。




『消えなさい』




　声だけがよく聞こえた。掠かすれ気味の、苦しそうな女性の声だ。

『消えなさいフレイ。私の目の前から……この王宮から』

　フレイ……？

　フレイとは、あのフレイ？

　しばらくして、ベッドを取り囲んでいた子どもの一人が、バタバタと走って部屋を出て行った。顔を腕で押さえ、涙を拭ぬぐいながら。

　そして、ドアがバタンと閉まる音が響く。

『ごめんなさい、フレイ。もうあなたを……守れそうにないの、私』

　女性は、泣いているようだった。

『ギルバート、あの子をよろしくね』

『ええ、母上。フレイは私が守ります』

　ベッドに横たわる女性に寄り添い、泣きそうなのを堪こらえ、母を安心させようとしている少年の姿が見える。

　これが誰なのか、私にはわかる。

　容姿など細かく見えないが、王子であることを自覚している品格と誇りある口調は、紛れもなくあのギルバート殿下のものだ。

　そしてきっと、先ほど部屋から飛び出したのは、私たちガーネットの９班のフレイ……

　ただしここで、鏡の表面にドキリとする赤い鍵マークが現れ、先ほどの映像の続きは見れなくなってしまった。

「ダメだ。これ以上は開けない」

　ネロでさえ、これ以上は開けないらしい。

「これ以上を開くには、設定されているパスワードが必要だ。しかも二つ」

「二つ!?」

　そもそも一つのパスワードもわからないのに、二つも必要であったなら、この先、私にはお手上げだ。

　ただただ手鏡を綺麗に磨いて、王宮へと持って行くほかないようだ。

　いや、それはそれで、正しいのかもしれない。これ以上、正妃様の手鏡を覗き見するような真似は、よくないだろうし……




「お話は聞きましたわ！」




　突然、凜りんとした声がアトリエに響き、私たちはビクッと肩を上げる。

　いつの間にか、アトリエの出入り口付近に私たちを見下ろす二人組がいた。

「ベアトリーチェ!?」

　と、その執事のニコラス。

　ガーネットの１班の班長であるベアトリーチェは、長い金髪を豪快に払いながら、階段を下りてくる。そして、テーブルの上に置いてある魔法の手鏡をじっと見つめた。

　どこから話を聞いていたのかはわからないが、彼女は事情を、すっかり理解しているようだった。

「その手鏡は、確かに正妃アリシア様のものですわ」

　ギルバート王子の元婚約者である彼女は、そう言い切った。

「やっぱり、そうなの？」

「ええ。確か、国王によって正妃様へ贈られたものです。正妃様の愛しておられた、ラナンキュラスの花の細工が施されていますでしょう？」

　ベアトリーチェは、手鏡を縁取る細工を私たちに確認させた。

　ラナンキュラスの花を象かたどった細工は、国王が正妃に贈り物をする際、工房で必ず取り入れられたものだったらしい。ベアトリーチェは正妃アリシア様とも関わりが深く、その言葉には説得力があった。

「ねえ、ベアトリーチェ。この手鏡に残されたミラーレターを開くには、パスワードが二つ必要らしいの。何か心当たりはない？」

「……二つのパスワード？」

　ベアトリーチェはそこにあったソファに座り、足を組んで顎あごに手を添え、考え込む。

　執事君がどこからともなくティーセットを取り出したので、それで優雅にお茶を始めたかと思ったら、しばらくまたぼんやりと。そして、約十分後。

「簡単なことですわ。二つのパスワードは、きっと王子様方が知っています！」

　突如、自信満々な様子で人差し指を立て、宣言した。

　そこそこ時間がかかったので、私もネロもレピスも、すっかり別の作業をしていた。

「それって、フレイと、ギルバート王子ってこと？」

　私は鏡を磨いていた手を止めて、ベアトリーチェに改めて尋ねる。

「もちろんですわ。あのお二人は今でこそ犬猿の仲ですが、幼い頃はアリシア様の元で、誰より仲の良い兄弟として育ったのです。喧けん嘩かをした際は、ギルバート殿下とフレイ殿下が協力しなければクリアできない〝ゲーム〟を、いつも仕掛けていましたわ」

「ゲーム？　それって……」

　私は今一度、手鏡に視線を落とす。

　今もその鏡の中で静かに微笑む、正妃様を見つめる。

「きっとこれも、アリシア様があのお二人に残した〝最後のゲーム〟なのだと思いますわ。紛失していたアリシア様の手鏡が、なぜ今になって現れたのかは定かではありませんが……しかも魔法ゴミ投棄場などに。ありえませんわ」

「ええ。私もそれがずっと気になっているの」

　ベアトリーチェのお決まりのセリフじゃないけれど、それは確かにありえないのだ。

　誰かが意図的に、このタイミングで、あそこに捨てたとしか思えない。

「あのう、ベアトリーチェ。つかぬ事をお聞きしますが、何の用事でここに来たのですか？　１班が拠点にしてるのは中心部の新しいアトリエではありませんか？　しかも盗み聞きしてますし」

　沈黙が続いたからか、レピスが少々刺とげ々とげしくベアトリーチェに尋ねた。まあ、レピスは前にベアトリーチェに『班員には要らない』と言われているからね。

「ぬ……っ、盗み聞きだなんて、人聞きの悪いことを言わないでくださるレピス・トワイライト。わたくしは最大のライバルである９班の敵情視察に来たのですわ！」

「敵情視察ってもっと悪いぞ……」

　今まで黙っていたネロが、ボソッとつっこんだ。

　ベアトリーチェが素知らぬ顔して、お茶を啜すすっていると、

「ふふ。ベアトリーチェお嬢様は９班に差し入れを持ってきたのですよね。最後の班課題も始まりましたし、お互いの健闘を祈って。それと、マキア嬢に少しお聞きしたいことがあるそうですよ」

　執事君ことニコラスが、私に高級焼き菓子の詰め合わせを差し出した。

　色々と暴露されたからか、ベアトリーチェが真っ赤な顔をして自分の執事を睨にらんでいる。

　執事君はニコニコしていて全く動じていないが。

「ベアトリーチェが私に聞きたいこと、ねえ。いったいなに？」

　私は焼き菓子の詰め合わせの中から、貝殻の形をしたマドレーヌを摘つまみながら尋ねた。

　ところがベアトリーチェは「その、えっと」と視線を泳がせ、なかなか語ろうとしない。

　照れているのか、困っているのか。

「どうしちゃったのよベアトリーチェ。ドヤ顔が常のあなたらしくもない」

「その……ギルバート殿下のご様子を、あなたは知っているかもと思いまして」

　ベアトリーチェは、やっと気がかりなことを言葉にした。

　私は僅わずかに目を見開く。

「最近、心ここに在らずだとか、お疲れのご様子だとか、やつれたなどと風の噂でお聞きします。何かあったのかもしれないと、思いまして」

　先ほど王宮の中庭で見かけた、ギルバート王子の姿を思い出していた。

　いつもかっちり着ている服の、首元のボタンを緩め、誰もいない場所で一人項うな垂だれている、あの姿を。

「……確かに、とても疲れているようだったわ。多くのプレッシャーが、あの方にはのしかかっているのでしょうね」

　それだけは、私でも何となくわかる。

　王子の役目、守護者の役目、同盟国会議での責任……

　何よりアイリのこともある。様々な事情ががんじがらめにあの人を絡めているのだろう。

「ベアトリーチェ、あなたは今もギルバート王子が好きなの？」

　以前、あんな風に公の場で責めたてられたのに、彼のことを気にしているようだから。

　だがベアトリーチェは首を振る。

「長い付き合いでしたから、今も変わらず、お慕いはしておりますわ。ですが、それはもう夢見る少女の恋心ではありません。わたくしはただ、心配しているのです。ルスキア王国を担う王子様方は、それぞれが重責を背負っておられますから」

　たとえ、元婚約者で初恋の相手だったとして、あのようなことがあってなおギルバート王子を悪く言わず、心配してしまうベアトリーチェは、凄すごい。

　一方私は、王子としての権限を奪われて育ったのに、この局面で王子としての自覚を求められてしまった、フレイのことも気になっていた。

「マキア。ギルバート殿下が、今まで命を狙われ、死にかけた回数をご存じですか？」

「……え？」

「それは、フレイ殿下の比ではありません。アリシア様とギルバート殿下が、フレイ殿下を王宮から追い出した理由は、そこにあります」

　ジワリと目を見開く。

　先ほど見た、手鏡に残されたアリシア様の言葉を、思い出していた。

「わたくしはもう、ギルバート殿下とは関わることができない身です。ですがわたくしは、アリシア様がお亡くなりになる前に、彼女から直接、ギルバート様をよろしくと頼まれました。……誰が敵になっても、あなただけはあの子の隣にいて、と」

　アリシア様は、ギルバート王子にフレイを託した。

　そしてベアトリーチェにギルバート王子を託したのだ。

「ですが、その約束を、わたくしは守れそうにありません」

　ベアトリーチェは苦笑した。

「なので、どうか。そのアリシア様の手鏡を、マキアが殿下の元へと持って行ってあげてください。お母上の生前のお姿と、残されたお言葉を聞けば、きっと殿下も励まされるはずです」

「……ええ。そうね。ありがとうベアトリーチェ。あなたのおかげで、色々なことが繋つながってきたわ」

　私の言葉に、ベアトリーチェは、優雅かつ得意げに微笑む。

「言いましたでしょう、マキア。わたくしは、あなたの味方だと。また何かございましたら、わたくしを頼ってください」

「ええ、必ず。ベアトリーチェ、あなたは本当に頼もしい、私のライバルだわ」

　そして、私たちは手をガシッと取り合い、ギュッと握手した。

　普段は競い合っているけれど、お互いを信じ合う、その瞳ひとみを向き合わせて。

　ベアトリーチェのおかげで、私はこの手鏡を王宮へと持っていく勇気が湧いてきた。

　正直、少しだけ不安だった。私のような部外者が、この手鏡を王宮に持ち込むことで、二人の王子の、一番触れられたくない部分を暴いてしまいそうなことが。

　だけど、この手鏡を見つけてしまったのは、私だ。

　まるで私に見つけて欲しいと言わんばかりに、あの時この鏡はキラキラと輝いていた。

　それに先ほど見た、鏡に映り込んでいた映像……

　ベアトリーチェの言葉で確信した。フレイが王宮から追い出されたのは、正妃アリシア様とギルバート王子が、彼を守ろうとしたからだ。




『消えなさいフレイ。私の目の前から……この王宮から』




　その言葉の本当の意味を、フレイは知らない。

　知らせてあげなくては。そうでなければ、誰もが前へ進めないのだろう。








裏　フレイ、きっと灰色の人生を望まれている。









　俺の名前はフレイ。

　フレイ・レヴィ・ル・ルスキア。

　悪妃ララの息子、第五王子、王子の自覚のない出来損ない。

　王宮に戻ると、ここの人間たちに散々なことを言われてしまうが、まあ、仕方がないのかもしれないな。




『この役立たずのグズ。あんたが陛下に似ていたなら、ちょっとは可愛く見えたのに』




　自分そっくりに生まれてしまった息子を、嫌悪し続けた第四王妃、ララ。

　多分、ララは自己肯定感に乏しく、自分が嫌いだったんだろうな。

　我が母ながら、哀れな女だと、今も思う。

　生まれた時から母の愛をもらえず、王宮の人間たちからは半分庶民の血が混ざった王子だと嘲あざ笑わらわれ、見下す者たちの悪意に囲まれながら、俺は育った。あまり王に似ていない俺を、王の子ではないのではと噂する者もいた。

　だけど、これでも俺は幼い頃、この国の王子であることを誇りに思っていたのだ。

　それは多分、正妃アリシア様が、俺にそう唱え続けたからだ。




『フレイ。あなたは自分を卑下することなどないのですよ。自信を持ちなさい。誇りに思いなさい。あなたは確かに王の子。この国の第五王子なのだから』




　この国の王子に生まれたからには、それぞれにきっと、立派な役目があり、この国の民を守るため、宿命が用意されている。




『王宮から、ディーモ大聖堂の鐘の音が聞こえるでしょう？　迷うことがあったら、あの鐘の音をお聞きなさい。そしていずれは、自分自身で運命の鐘を鳴らすのです』




　あの方は幼い俺にそう唱え続け、母代わりの愛情を注ぎ、俺を王子として教育してくださった。

　母の温ぬくもりを知り、それでも母ではない女性への憧あこがれが転じて、俺は幼いながらに仄ほのかな恋心を知った。アリシア様とは、俺にとって、そういう尊い存在だった。

　それに、第五王子という全くうまみのない立場だったとして、俺はいつか兄上たちを支える力となり、この国の一つの柱となりたいと……純粋に、そう思っていたんだ。

　特に、ギルバート兄上。あの人の力になりたい。

　俺より五つ年上の、第三王子の兄上を、俺は誰より尊敬していた。

　幼い頃から悪く言われがちだった俺を、あの人はいつも庇かばってくれた。派閥や権力争い、悪意や殺意で満ち満ちた王宮で、俺の前に立ち、俺を傷つけようとする者から、毅き然ぜんとした態度で守ってくれていた。その姿が、とても、カッコよかったんだ。

　だから、俺はずっと思っていた。

　アリシア様が本当の母だったなら。

　ギルバート兄上が同じ母を持つ兄だったなら、と。

　だけど、アリシア様が亡くなったあの日、俺の世界の色が変わる。

　信じていたものが、逆転する。




『消えなさいフレイ。私の目の前から……この王宮から』




『お前はこの国の王子に相応ふさわしくない。お前は私と違い、下げ賤せんで、卑しい、あの女から生まれたのだから！』




　この世で唯一、俺が、自分の母よりずっと愛してきた二人に拒否され、あらゆる権利を剥はぎ取られ、王宮から追放されたのだ。

　もうずっと、昔から。

　アリシア様も、ギルバート兄上も、俺のことを嫌っていたのかもしれない。

　俺を追い出す好機をうかがっていたのかもしれない。

　幼い頃の俺はそれがショックで、この世のどこにも、自分の味方などいないと思った。

　この世の誰もが、俺の不幸を望んでいる。

　灰色の人生を、願っているのだと。







　その後、俺はあちこちの寄宿学校を転々とさせられた。

　王子の身分を晒さらすことは禁じられていたが、どこへ行っても、何もかも、どうでもよかった。友人なんて作ろうとも思わなかったし、作るのも怖かった。

　ただ人肌恋しくて、無意識に、無差別に、年上の女性を求め続けた。

　一人に執着することなく、フラフラ、フラフラと。【地】の申し子の力を利用してあちこちを行き渡って、孤独をひと時だけ癒いやす。

　どこかに、多分、アリシア様の面影を求めて。




　十五歳の冬、遠くの寄宿学校にいた俺の元に、珍しい来客があった。

　それは、第二王子のユリシス兄上だった。

　十歳以上歳上の兄だ。俺が幼少の頃、この人はずっとヴァベル教国とかいうところに留学していたし、俺とはほとんど関わりなく生きてきた。

　だがユリシス兄上は、何を考えているのかさっぱりわからない微笑みを浮かべ、俺に言ったのだ。




『次の春、ルネ・ルスキア魔法学校へ入学なさい。フレイ、あなたには魔法の才能が備わっている。まあ、騙だまされたと思って、僕に全てを委ゆだねなさい』




　この人なに言ってんだ、と思ったもんだ。

　そりゃあ確かに俺は【地】の申し子だ。皮肉にも、悪妃ララ譲りのな。

　申し子はもれなく魔法の才能を備えているというが、だからって、興味のない魔法を今さら勉強しろってのか。

　ユリシス兄上は、とんでもない魔法の天才だと言われている。数百年に一人の逸材だとか、白の賢者の再来だとか、そりゃあもう幼い頃から期待されまくり、愛されまくりの王子様だ。

　俺が申し子で、魔法の才能がそこそこあろうとも、この人には絶対に敵かなわない。

　こんな俺に、何を期待して、何をさせようっていうんだか。

　ここ数年で卑屈にねじ曲がった俺は、ルネ・ルスキアに兄上のコネで入学したとして、いきなりやる気が出てくる訳もなく。

　最初の年は、ただ、勝手に入れられたやる気ゼロの班でダラダラとやっていた。結果、大した技術も知識も身につけることなく、留年していた。

　ザマアミロ。俺なんて大したことない。

　魔法が俺を救うこともないし、俺が魔法で誰かの助けになることもない。

　俺はきっと、ここで一生、燻くすぶって、腐って、多くの人間に嘲笑われながら一人で死んでいく。それを、望まれている。

　失望され続け、惨めな姿を晒し続ける。

　どうだ。満足か。

　尊いアリシア様を死に追いやった、悪妃ララの息子は、その罪を一身に背負って、一生この牢ろう獄ごくにいてやる。魔法学校っていう牢獄にな。




『気持ちよく寝ているところ悪いけれど、ちょっといいかしら』




　しかしこんな俺を見つけて、求めた奴らがいる。

　ガーネットの９班。男爵令嬢で口うるさい班長のマキア嬢、逆に無口でクールなネロ、美人だが手厳しい留学生のレピス嬢。覚えるのに苦労しない、クセのある班員たちだ。

　以前はやる気のない班にいたが、ここはその真逆で、班長が有り余る魔法への情熱とやる気で班員を引っ張るもんだから、俺もまたそれに引きずられる形で、なんだかんだと充実した学園生活を謳おう歌かしている。

　魔法も、本気でやってみると面白い。わからないことがあったら、ほかの班員たちに聞けばいいしな。ガーネットの９班は、総じて誰もが優秀で、努力家だった。

　それだけじゃない。なんつーか、居心地がいい。

　学校の外れのアトリエに、みんなが揃っていると、なぜか安心する。

　俺があの場所に帰ると、誰もが「おかえり」と言ってくれる。

　班長に𠮟られても、まあ、悪くないと思ったりする。

　それに、俺が王子だと知っても、誰も、態度を変えることがなかった。

　多分それは、誰もが、俺と同じかそれ以上に、想像もつかないほどの事情を抱えてこの魔法学校にいるからだ。

　そのくらい俺にだってわかる。昔から空気を読むのだけは上手うまかったからな。

　そんな、９班の居心地の良さに浸って、最近は少し忘れてしまっていた。

　俺という存在の卑しさと、罪深さを。

　誰より虫けらみたいな人生を望まれている、王子のことを。

　あの手鏡は、俺にそれを思い出させるため、俺の目の前に現れたに違いない。




　大聖堂の、鐘が鳴っている。

　俺を責めたてる、あの音がする。








第七話　二人の王子の鐘が鳴る（下）









　正妃様の魔法の手鏡を丁寧に磨いて、私はそれを、お母様に持たせてもらっていた紺地の絹の布にくるんで抱え、王宮へと向かった。

　もうすっかり夕方だ。

　ギリギリまでフレイも探してみたけれど、見つからなかった。

　ネロ曰いわく男子寮にも戻っていないし、以前、女子の先輩たちと修羅場してた浜辺にも、フレイが居たような痕こん跡せきはなかった。

「あいつったら、どこへ行ったのかしら」

　まあいい。それならば、まずはこれをギルバート王子に渡そう。

　話はそれからだ。







　守護者として王宮への通行手形を持っている。

　ただ、王宮でギルバート王子との謁見を希望するのは初めてだった。

　私が訪ねてくるなんて思いもしなかっただろう。その後少しだけ待たされ、今まで入ったことのないギルバート王子の執務室へと通された。

　覚悟を決めて、扉を叩たたく。低い声で「入れ」とあったので、入室した。

「お忙しい中、お時間をいただき感謝いたします」

　令嬢らしく一礼し、顔を上げた瞬間、ぎょっとした。

　ギルバート王子は大きな机についていたが、口元で指を組み、こちらをギロリと睨にらんでいたからだ。

「よくも、私の前に堂々と顔を出すことができたな。マキア・オディリール」

　お、きたぞ～。

　私のことが憎たらしいと言いたげな目をしているが、疲労のせいか精神的なものか、目の下のクマの方が気になって仕方がない。

「アイリに大きなショックを与え、自信を喪失させた、貴様が……っ」

　やはりその点を責められるだろうとは思っていた。

　私はあまり表情を変えることなく、

「私は本当のことをアイリ様に伝えたまでです。あのままでは、理想と違う現実に、押しつぶされてしまっていたでしょうから」

　はっきりとそう断言した。

　私が口答えしたからか、ギルバート王子の顔の影と歪ゆがみがますます凄すごいことに。

「わ、私にご不満があるのは承知です！　ですがギルバート殿下には、こちらを見ていただきたく、参上致しました」

　私は手鏡を包んでいた絹布を、ギルバート王子の前で広げた。

　最初こそギルバート王子は不可解な顔をしていたが、布の中から銀の手鏡が現れた瞬間、わかりやすく顔色を変えた。

「これ……は……」

　その反応だけでわかる。やはり、ギルバート王子はこの手鏡をご存じだ。

「この手鏡は、私が魔法ゴミ投棄場で拾ったものです。正妃アリシア様に纏まつわるものだと伺ったので……」

　だが私が説明し終わる前に、ギルバート王子は机を強く叩きつけ、憤りの言葉を吐き連ねた。

「まさか！　そんなはずはない！　正妃アリシアの手鏡は確かに紛失したが、魔法ゴミ投棄場に投げ捨てられていたなど……っ、そのようなありえぬことを！　貴様、この国の王家を、誇り高き正妃を侮辱しているのか！」

　信じられないのか、信じたくないのか。

　ギルバート王子は机上の手鏡を、まるで自分を惑わすまやかしの産物かのように、勢いよく払い落とす。

「あ……っ」

　まずい。鏡が床に落ちて、割れる──

　最悪の結果を一瞬で想像したが、その手鏡は床に落ちる寸前に宙にとどまった。

　これは、無詠唱による浮遊魔法だ。

「ギルバート殿下。少し落ち着いてください」

　いつの間にかトールがこの部屋の扉を開けて、そこにいた。

　トールは浮遊魔法によって手鏡を自分の元へと引き寄せ、それを手に取るとギルバート王子に差し出す。

「壊れたものを直すのは、魔法でも難儀なことです。後悔……してしまいますよ」

「……貴様……っ」

　だが、ギルバート王子はそれ以上何も言うことなく、ただ拳こぶしを握りしめ、俯うつむいた。

　どこか顔が青白い。

　少なからず、あの手鏡が壊れなかったことに安あん堵どしたようだ。

　それに自分が混乱しているというのを、誰より自身がわかっているような、複雑な表情だ。彼は一度大きく呼吸し、前髪を掻かき上げる。

「……すまない。みっともない姿を晒さらしてしまった。私の失態だ」

　おお。ギルバート王子が私やトールに謝るなんて、レアな姿だ。ある意味でまだ混乱しているのかも。

　なんて思っていると、王子はトールから手鏡を受け取り、それを改めて確認する。

　瞳ひとみの色に、じわじわと切なさと懐かしさが滲にじむ。

　しばらく沈黙が続いたが、ギルバート王子は小さく息を吐くと、

「ラナンキュラスの花の細工、王室御用達のロラン工房製の魔導式手鏡……。ああ、これは確かに、我が母、正妃アリシアのものだ。間違いない」

　そう、落ち着いた口調で答えた。

　どこかショックを隠しきれていないが、それでもやはり、その手鏡が彼にとって思い出深いものであることは声音や表情からわかる。

　ギルバート王子のこんな顔、初めて見たな。

「これは正妃が……私の母上がお亡くなりになった日に消失したものだった。国王の贈り物で、母上の宝の一つであった。常に部屋の、ドレッサーの上に設置していた立てかけ台に挿してあり、彼女は事あるごとに、この手鏡に自分や私を写し込み、王族たる姿というのを確認していた」

　ギルバート王子は顔を上げ私の方に向き直ると、怒鳴るでも疑うでもなく問いかける。

「マキア・オディリール。魔法ゴミ投棄場でこれを発見したと言ったな。どのように捨てられていたのだ」

　私もまた、落ち着いて答えた。

「いくつかの魔法ゴミに埋もれる形で、そこにありました。とても強く輝いていたので、私はそれが気になり、何とか取り出したのです。それで……フレイが」

　フレイの名前を出すのを一瞬ためらったが、それでも話を続ける。

「フレイ殿下が、それはアリシア正妃様のものだとおっしゃったので、気になってこちらにお持ちしたのです」

「……フレイが？」

　ギルバート王子の眉まゆが僅わずかに吊つり上がる。

　大きな喧けん嘩かをした後で、お互いにしこりが残っている状況だ。

「あの、ギルバート殿下。この手鏡には、正妃様が生前に残したミラーレターが、いくつか保存されています。ですが、どうやら、それを開くには二つのパスワードが必要らしいのです」

「……二つのパスワード、だと？」

「殿下は、何か心当たりはありませんか？」

　ギルバート王子はまたしばらく黙り込む。顎あごに手を添え、神妙な面持ちで。

　ギルバート王子だってきっと、自分の母が残した言葉を、知りたいに違いない。

　動き微笑む、懐かしい姿を、もう一度拝みたいと願っているはずだ。

　私とトールは、しばらく黙ってギルバート王子の返事を待ち続けた。

　すると突然、ギルバート王子は、

「……〝ラナンキュラスの、咲く、丘で〟」

　囁ささやくように、そう唱えた。

　ラナンキュラスは、正妃アリシア様の最も好きな花……

　この言葉に反応してか、鏡の表面がポウッと淡く光り、今ギルバート王子が唱えた言葉が文字となって書き記されていく。正しく、パスワードの一つだったのだ。

「今のは？」

「これは、魔法が使えぬ体質である私に対し、母上がいつか必ず使える〝魔法〟があると言って教えてくださった呪じゆ文もんだった。私は片時も忘れたことは無かったが……まさか、ミラーレターを開くパスワードだったとは──」

　いきなり、手鏡からビービービーと心臓に悪い音が鳴り響き、一同驚いた。

　手鏡の表面には注意事項らしく赤文字で、『第二の鍵かぎを開けよ』と出ている。

　さらには、デカデカとカウントダウン的数字まで現れた。何これ怖い。

「ど、どういうこと??」

　五時間からスタートして、一秒一秒、減っていくんですけど。

「まさか、時限式のミラーレターか……っ！」

「時限式!?」

　どうやら一つ目のパスワードが唱えられると、自動的にカウントダウンが始まる仕組みだったようだ。この数字がゼロになるまでにもう一つのパスワードが揃わなければ、この手鏡に封じられた正妃様のミラーレターは、消去されてしまうらしい。

　王家に纏わる情報が保存されているのだから、それほど徹底した管理がなされていてもおかしくはないが……

「な、何ということだ！　私が知っているのは、このパスワードだけだ」

　あのギルバート王子が、めちゃくちゃ青い顔してる。オロオロしてらっしゃる。

「恐れながら殿下、これは本当に正妃様の残したミラーレターでしょうか？　それを利用した時限爆弾の可能性は？」

「えっ!?　時限爆弾!?」

　トールだけは別の意味で手鏡を警戒している。しかしギルバート王子は首を振った。

「いや……いや、これはいかにも、母上のやりそうなことなのだ。制限時間のある、手のこんだゲームがお好きな方だった」

　勝手に、儚はかなくおしとやかなイメージを持っていた正妃様だが、そんなトリッキーなことをするお方だったなんて。

　ギルバート王子の、手鏡をぎゅっと握るその手と表情から、強い焦りを感じ取る。

　無理もない。突然出てきた母上の形見だ。しかも、そこに残されたミラーレターが、拝めないまま失われてしまう可能性があるのだから。

　私もまた、ぐっと表情を引き締め、彼に告げた。

「きっと、もう一つのパスワードは、フレイが知っています！」

「……え？」

　ギルバート王子は驚いた顔をしていたが、否定はしない。

　王子もまた、そうに違いないと思っているような目だ。自分の母のやりそうなことを、彼は今でも、よく分かっている。

　私は、今ならばと思い、一つギルバート王子に問いかけた。

「ギルバート殿下。確認させてください。あなたはフレイを守るために、この王宮から追い出したのですよね。それがアリシア様の、あなたに対する最後の願いだったから」

「…………」

　ギルバート王子は、ぐっと顔をしかめた。

「それを、誰に聞いたのだ……っ」

　その返事だけで、十分だった。

　もし違っていたら、そんなことは言わないだろうから。

　私は詳しいことは聞かず、スタスタと部屋を出て行こうとする。

　制限時間までにフレイを探さなくちゃ。ここに連れてこなくちゃ。

「お嬢？」

「どこへ行く、マキア・オディリール！」

　トールとギルバート王子に呼び止められ、執務室のドアの前で振り返る。

「ベアトリーチェが言っていたのです。アリシア様はギルバート殿下とフレイ殿下のお二人が喧嘩をなさった折、決まって二人で解決できるゲームをさせていた、と」

「…………」

「フレイと、大喧嘩をなさったのでしょう？　殴り合いの喧嘩だったと聞きました。きっとアリシア様は、何もかもご存じなのですよ」

　ギルバート王子は、記憶の彼方かなたに追いやっていたことを思い出したような、ハッとした顔をしていた。

　この手鏡が、このタイミングでここにあることを、私は偶然とは思わない。

　これは魔法の手鏡だ。正妃様の強い想いが込められていて、それが魔力を帯びていてもおかしくはない。

　きっと、ギルバート王子とフレイが向き合うきっかけを与えるために、アリシア様の残した魔法の力が働いているのだ。

　以前、あのエスカ司教が言っていたもの。魔法とは、強い〝願望〟の力なのだと──

「ならば……私が行く」

　ギルバート王子もまた、何を思ったのか執務室を出て行こうとする。

　そんな王子をトールが止めた。

「お待ちください殿下。殿下には今から、フレジールの大使とのお食事会があったはず。フレイ王子の捜索でしたら、我々が致しますので」

「いや、私が行って問わねばならない。フレイはきっと、そうでなければここへは来たがらないだろう。たとえ無理やり連れてきたとて、パスワードを教えるとは思えない。あいつは私が……死ぬほど嫌いだろうからな」

「殿下……」

　とはいえ、やはりギルバート王子には重要な公務がある。今ここで王宮を抜け出し、フレイを探す自由は、彼には無い。それに……

「無茶ですよ」

　私は、ギルバート王子に断言する。

「ギルバート殿下に、フレイを捕まえることはできません。フレイは【地】の申し子です。あいつの逃げ足の早さは、一級品ですから」

　ギルバート王子は魔法が使えない体質だという。

　フレイを捕まえるのは、私たち以上に難しいだろう。

「殿下。ここは私とトールにお任せください。絶対にフレイを見つけて、制限時間内に連れてきます。こう見えて私はフレイと同じ班です。長い時間を共に学校で過ごしました。フレイのことは、それなりにわかっているつもりですから」

「……マキア・オディリール」

　ギルバート王子は、少し躊躇ためらいながらも私に問いかけた。

「なぜだ。なぜ、お前がそこまでする。私はお前を、散々否定して来た。今もまだ、お前のことを、アイリにとって害をなす存在だと思っている。分かっているだろう。それなのに、なぜ」

　言われて初めて、ハッとした。

　確かに、私が彼らのためにここまでする筋合いは、無いのかもしれない。

　自分でも、なぜこうも必死に解決しようとしているのか……

　少し考えて、言葉にしてみる。

「もうすぐ、ルネ・ルスキアでの第一学年が終わります。夢にまで見た魔法学校での生活が、私はとても楽しかった。フレイが班員の一人として、仲間として、共にいてくれたからだと思うのです」

　言いながら、自分でもなるほど、と思ったりする。

「私だけでなく、ほかの班員たちもそう思っているはずです。だから私は、あなたに感謝すらしているのです、ギルバート殿下」

　ギルバート王子は、じわりと目を見開いた。

　私はそんな彼に向き直り、垣かい間ま見たあの映像を通し、灯ともってしまった感謝の気持ちを、言葉にする。

「フレイを王宮から追い出してまで、守り続けてくれてありがとうございます」

「…………」

　そしてこの感謝を、手鏡の本来の主人でもある、正妃アリシア様へ。

　さあ、時間がない。

　私はギルバート王子の反応を窺うかがうことなく、ドアを開け、急ぎ足で執務室を出る。

　そんな私にトールがついてきた。

「お嬢は、ギルバート王子のことは、お嫌いかと思っていましたよ」

　トールが隣まで来て、身も蓋ふたもないことを聞いて来た。

「え？　ええ、まあ……そりゃあ、好きではないわよ。色々とキッツイこと言われたしね。だけど、そんなこと言ったらトールだって。あなたこそ、こんな厄介な一件に関わる暇なんてないんじゃない？」

「とんでもない。お嬢を、夜のミラドリードに一人で向かわせるわけにはいきませんよ。危険すぎます！」

「あ、ああ、そっちなのね。嬉うれしいけど……」

　過保護なトールは健在みたいです。

　私はというと、久々にトールをお供に連れて出る感覚に、ちょっぴりそわそわ。

「ところでお嬢。フレイ殿下の行かれそうな場所に、目星はついているのですか？」

　私はピタッと立ち止まる。そして「うーん、うーん」と唸うなる。

「フレイの行きそうな場所……綺き麗れいな歳上のお姉さんのところ、とか？」

「…………」

　あ。トールったら虚無の目を……

　今日はどこを探しても学校には居なかったし、フレイは常にふらふらとしていて、逃げ足が早く、捕まらない。

「どうしましょ。ミラドリード中の綺麗なお姉さんに聞いて回る訳にもいかないし」

「いっそやってみますか？　片っ端から聞き込みするってやつ」

「トールが聞けば、綺麗なお姉さんもイチコロよね！」

「…………」

　私が超自信満々に言うからか、トールはまたしても虚無の目に。

　とはいえこの後、私たちは夜の王都を駆け回り、不良王子の足取りに翻ほん弄ろうされることになるのだった。







　夜の王都を出歩くことは、学生の私にはあまり無い。

　この時期は並木道の葉のない木々を、色とりどりの魔法の光で飾っていて、それはもう美しい光の街を拝むことができる。

　しかしそんな表向きの煌きらめきとは裏腹に、路地裏の陰気臭さといったら。

　私とトールは、そんな路地裏の、怪しげな酒場へと来ていた。

　聞き込みの中で、フレイがよくここへ来るという情報を得て、トールと共にやってきたのだった。

　あいつ、まだお酒を飲んじゃいけない歳のはず……

　酒場に入ると私のような貴族令嬢と王宮の騎士なんかは、流石に場違い感が凄すごい。

　誰もが私たちをチラチラと見ている。煙たい。タバコくさい。お酒くさい。

　そんな息苦しさと、鋭い視線に耐えながらも、私はカウンターの内側にいた、露出度の高い派手な女性たちに声をかけた。

「フレイ？　ああ、あのタレ目でジゴロの？」

「そうそうそうそう」

　まさにそれです。王子なのにジゴロ扱い、まさしくフレイです。

　フレイの話とわかったら「何？　何？」とお姉さんたちが興味深そうな顔して集まってくる。どうやらフレイは有名人のようだ。

「さっきまでこの店にいたけど、もう帰っちゃったわよ。一人になりてー、とかボヤいて」

「一人に？」

「なあにあんた、もしかしてあいつに泣かされたクチ？」

　パイプをふかす背の高いお姉さんが、私を見て苦笑する。

「いやまあ、ある意味泣かされてますけど……」

　真冬の王都の、普段行くことの無い怪しいお店を行き来させられてますからね。

　だけどお姉さんたちはキャッキャと笑う。

「あいつはやめといた方がいいって～。クラゲみたいなやつよ」

「ねー。飽きっぽいし」

「お嬢ちゃんあいつに誑たぶらかされてんだよ。火傷やけどする前に諦あきらめな」

「い、いや……その……」

　そもそも、そういう話じゃなくて。ただお姉さんたちからは、私がフレイに一いち途ずな恋をしている世間知らずなお嬢様に見えるらしい。なんだかんだとフレイに痛い目に遭わされないよう、心配をしてくれるのだった。

「お嬢。そろそろ行きましょう。時間もありません」

「あ……っ、そうねトール」

　どうやらトールは、あまりこの店に私を長居させたくないらしい。

　彼はお姉さんのテーブルにチップを置くと、騎士然とした営業スマイルを浮かべた。

「お姉様方、有益な情報をありがとうございました。気持ちばかりですがお納め下さい」

「ま、いい男」

　お姉さんたちは凜りんとした佇たたずまいのトールにポウッと頬を染めている。

　まあ、フレイとは真逆だけれど、トールも大概モテるからね。

「どうします、お嬢。フレイ殿下の足取りは、ここで途絶えてしまいました。残り時間も、約一時間といったところです」

「そうね。どうしましょう」

　このまま聞き込みをしてフレイを探しても、あいつは私たちより早い速度でフラフラ移動するので、捕まらない。本当にクラゲみたいなやつだ。まるで私たちが追いかけていることを知っていて、翻弄しているかのよう。

　もっと他に無いだろうか。あいつが行きそうな場所。確実に、捕まりそうな場所。

　一人になりたいとボヤいていたらしい。あいつが、一人になれる場所……

「あ……」

　私は一つ、思い当たる場所があった。

「もしかしたら、ディーモ大聖堂の屋上にいるかもしれないわ。初めて出会った時も、フレイはあそこにいたもの！」

　そう。そこは、フレイを私たちの班に誘い込んだ場所だ。

　あの時、私は彼のことをこの国の第五王子様だとは知らずに、ただの不真面目なチャラ男だと思っていた。

「ディーモ大聖堂……ですか」

　トールは少々、バツの悪い顔をしている。

　トールにとってその場所は、少し前の事件の現場だ。王宮筆頭魔術師であったユージーン・バチスト先生の死んだ場所。

　青いピエロと戦った、因縁の場所だ。

　ただ、ディーモ大聖堂はここから正反対の、遠い区画にある。

　走っても、かなり時間がかかりそうだ。

「それでは俺の出番ですね。グリミンドで、お嬢をディーモ大聖堂までお連れしましょう」

「わっ」

　突然トールに抱きかかえられ、彼が呼び出したグリミンドの背に乗せられた。

　私たちは空を舞う。冷たい風が顔に吹き付け、思わずトールの腰にしがみついた。

「いいですね。お嬢にくっつかれると、めちゃくちゃ温かいです」

「私、防寒具扱い!?」

　寒空の下、王都はキラキラと眩まばゆい。

　この時期は、いつも以上に魔法のイルミネーションが煌こう々こうとしているからか、カップルが下界でいちゃついているのが見える。なんだか悔しい。

「あ！　見てトール。フレイだわ……っ！」

　ただ、徐々に近づいてきたディーモ大聖堂の屋上では、見覚えのあるシルエットが一人で黄昏たそがれていた。

　私はドラゴンから飛び降りる形で、ディーモ大聖堂の屋上に降り立つ。ダイナミックな私の登場に、フレイは「うわあっ」と情けない声をあげたのだった。

「なっ、何やってんだよ班長！　びっくりした～～っ、心臓飛び出すかと思ったぜ」

「ビックリなのはこっちよ！　あなた、全然捕まらないんだもの！」

「は？　どういうことだよ」

　何の事情も知らないフレイ。

　私はそんなフレイに向き合い、ことのあらましを説明した。

　フレイと一緒に見つけた手鏡が、やはり正妃アリシア様のものだったこと。

　そのアリシア様のミラーレターを読むには、二つのパスワードが必要で、あと一時間足らずでその手紙が消滅してしまうのだということ……

　フレイは何とも解せないというような顔で、私の話を聞いていた。

「……フレイ。パスワードの一つは、ギルバート王子が知っていたわ」

「で？」

「もう一つのパスワードは、あなた、心当たりがあるでしょう？」

「…………」

　フレイは覚えがあるからか、視線を横に流す。その後、皮肉っぽく鼻で笑う。

「はーん。なるほどなあ。それでギルバートのやつはお母上のミラーレターを開きたいがために、班長を俺のところによこした、と。俺にした仕打ちのことは、あいつの中では無かったことになってる訳だ。つーか班長！　あれだけあいつに酷ひどいことを言われたのに、こき使われてんじゃねーよ！」

　フレイは色々なことが気に入らないようで、クルリとこちらに背中を向けて、またどこかへ立ち去ろうとする。

　ここで逃したら、時間内に再びフレイを見つけ出すのは困難だ。私はフレイの羽織っていたローブをガシッと掴つかむ。

「待ちなさいフレイ！　逃げちゃダメよ！」

「……逃げる？」

　フレイが、どこか冷めた目をして、私の方を振り返る。私のことを、まるで敵に寝返った裏切り者のように、信じられなくなっている。そんな拒絶の視線。

「班長。お前、いつの間にギルバートの味方になったんだ……」

「違うわよ！　私は、あなたの味方なの！」

「……は？」

　私は勢い余って、フレイの襟元に掴みかかったあげく、

「私は、あなたの味方！　アリシア様やギルバート王子のことは、いっそどうでもいいのよ！」

　とんでもないことを口走った。

　ちょうど、トールがグリミンドを落ち着かせ、隣までやってきた時だった。

　トールは黙って、私たちの行方を見守っている。

「あなた、学校での生活は、そこそこ楽しいと言っていたじゃない。なげやりで行き当たりばったりの、くすんだ灰色の人生なんて、本当はあなたも望んでいないのよ。ていうか、ガーネットの９班の一員なんだから、私が許さないわ！」

「は、班長？」

「初恋の人の、最後の言葉に今もまだ縛られているのなら、さっさと更新してしまいなさい。アリシア様のミラーレターを開いて、しっかり向き合って、そのあとはもう、あなたの自由にしたらいいじゃない！」

　今まで通り王子の立場を放棄したまま生きるもよし。

　第五王子として覚悟を決めて生きるもよし。

　新しい恋をはじめるもよし。

　私たちとともに勉学に励むもよし。これが一押し。

「……ハハッ。無理だ」

　だがフレイは、乾いた笑い声を上げて、情けない言葉をポツポツと連ねる。

「無理だよ班長。アリシア様のミラーレターなんて、俺に見る資格はねーんだ」

「……フレイ、でも」

「俺はアリシア様に育ててもらったようなもんだ。自分を陥れようとする女の子どもを育てるなんて、相当しんどかったと思うぜ。心の中では、俺を憎らしく思っていたんだから。もしもミラーレターに、俺への本心や恨み言が残されていたら……俺は……」

　再び拒絶されるかもしれないと思うと、耐えられない。

　フレイは包み隠さず、そう告げた。

　どこまでも逃げ腰で、臆おく病びような男だ。

　亡くなる間際のアリシア様に強く拒絶されたことで、彼は自分が嫌われているのだと、憎まれていたんだと思い込んでいる。今もずっと。

　それは言葉の呪じゆ縛ばく。一種の魔法だ。

「って、なんで!?　なんで班長が泣いてるわけ!?」

　私は少々、フレイの言葉に感化されてしまったようだ。

　ボロボロ、ボロボロと涙が溢あふれてくる。

「そりゃあ怖いわよね。好きな人に拒絶されるかもって思うと、臆病にもなるわよ」

「……は??」

　フレイは意味不明な顔をしているが、私が泣いていることに気がついたトールが駆け寄って来て、ハンカチを差し出した。

「どうしましたお嬢」

「どうもこうもないわ。泣き虫なだけよ」

　そしてトールのハンカチでゴシゴシと顔を拭ぬぐう。トールの匂いでちょっと落ち着く。

　一方トールは、フレイをガン見している……

「でもね、フレイ。たとえ複雑な思いがあったとしても、ルスキア王国の立派な王子にすべくあなたを育てたアリシア様は、本当に気高い、立派な正妃様よ。そんな正妃様が、最後にこっそりと、ギルバート王子に託した願いを知っている？」

「……願い？」

「あなたが成長するまで、王宮から遠ざけて欲しいと、言ったのよ」

「…………」

　フレイは一瞬、ショックそうな顔をした。私の胸が、チクリと痛むほどに。

　そして、フイと顔を背ける。

「それは知ってる。俺だって直接言われたんだ！　王宮から出て行けって」

「勘違いしないで！　アリシア様は、あなたの身を案じていたのよ。アリシア様が病で亡くなったのは、ちょうど、ララ王妃の悪事が表おもて沙ざ汰たになろうとしていた時だった」

　私は、ベアトリーチェから聞いた詳しい話を、一呼吸おいて語り始める。

　アリシア様が亡くなる頃、王宮では様々な権力争いが、複雑に渦巻いていた。

　ララ王妃の暴走もまた、ある一派がそれをけしかけたからだと、されているらしい。

「当時、ララ王妃の息子であるあなたが、一人になったところで利用しようとしていた勢力と、あなたを亡き者にしようとしていた勢力がいたらしわ。そういう魔の手から逃がすために、あなたの権限を制限して、王宮から追い出したのよ。自分が死んでしまったら、もうあなたを守ってあげられないから……っ」

　あの手鏡に残っていた、当時の映像。

　──ごめんなさい、フレイ。

　彼女のその言葉が、しっかりと記録されていた。

「ギルバート王子はアリシア様の遺志を汲くみ、しばらくあなたを、王宮から遠ざけ続けたわ。キツイことを言ってでも、あなたの安全を確保するためにね。もしかしたら、母が自分よりフレイの身を案じる言葉を残したことで、あなたへの嫉しつ妬と心もあったかもしれないわね。……それでちょっと、当たりがキツかったのかも」

　確かにギルバート王子は、気位が高く、偉そうで排他的だ。

　私も散々なことを言われてきたので、まだ、彼を好きになれそうにない。

　だけど、事実まで否定する訳にはいかない。ギルバート王子は、多分、フレイのことを心底嫌っている訳ではないと思うのだ。私のことは嫌いかもしれないけど……

「フレイ。あなたは今も生きてるでしょう？　それが、結果なのよ」

　それが、ギルバート王子が正妃との約束を胸に、弟であるあなたを守り続けたという、結果。

「…………」

　フレイは絶句していた。

　だけど当時、命を狙われた覚えでもあるのか、この話を否定しなかった。

「……なんだよそれ。今更そんなこと言われたって、俺は、どうすれば……っ」

　複雑な感情を吐き出すように、フレイは屋上の手すりをガンと叩たたきつけた。

「だってもう、アリシア様は居ないんだ。鏡の中で何を言われたって、本人がそこに居なけりゃ、意味ねえだろ！」

「フレイ……」

　フレイは何より、アリシア様がこの世にもういないという事実に、いまだ絶望し続けているのだ。

　何がわかっても、本人に感謝を伝えることなど、二度とできない。きっとそれが堪たまらなく悲しくて、フレイはあの手鏡を見たくないのだ。

　だけど、フレイはどこかでケジメをつけて、選ばなければならない。

　この先、アリシア様という存在を乗り越え、王宮で王子として生きるのか、それとも別の道を行くのか。

「ねえ、フレイ。……これを見て」

　私は一つ覚悟をして、フレイの前で、自分のブラウスの胸元のボタンを外す。

　フレイは多少なりとも、ぎょっとしていた。

　だけど、確かに彼は見る。私の胸元に浮かんでいるもの。




「私、実は、救世主の守護者の一人に選ばれてしまったの」




　本来の守護者ではなく、繰り上がりの守護者だが、私は選ばれてしまった。

　その自覚もなく、できる事も少ない。未熟な守護者だ。

「五百年前の救世主を殺した〈紅くれないの魔女〉の末まつ裔えいが、新しい救世主の守護者だなんて、笑えるでしょう？　だけど、笑えない人たちがたくさんいて、私のことは、今も、公表されていない」

「……班長、お前」

「これが公表されたら、どうなるかしら、私……。私も時々、逃げたいと思う時があるわ」

　だって誰も、私を守護者とは認めないでしょうから。

　フレイは、ただこの紋章を見ただけで、様々なことを理解してくれたようだった。

「……なるほどな。それでギルバートのやつ、班長にやたらと突っかかっていたのか」

　そして苦笑する。何が面白いのか、クックッと笑ってる。

「失礼」

　その時だ。トールがいきなり、私とフレイの間に割り込んだ。

　シュバババッと私のはだけたブラウスのボタンを留めて、リボンを綺き麗れいに結んでしまう。その間、一秒あったかしら。

「あ、ごめんトール。フレイに紋章見せて、そのままにしちゃってたわ」

「お嬢。あなたは馬鹿ですか？」

「え？」

　突然のトールのお𠮟り。笑顔だけどなんか目元が暗い。私は目が点。

「どうして年頃の乙女が男を前にそんなことができるんです？　ありえなくないですか？　無防備すぎませんか!?　ていうか、どうして守護者の紋章って、そんな場所にあるんです？　わけがわからない……っ」

「ト、トール……？」

　トールがぶっ壊れた……

　そりゃあ確かに私は少々恥知らずだったかもしれないが、相手はフレイだし、他にここに居たのはトールくらいのものだし。

　だけどトールは、むちゃくちゃ怖い顔している。

　私、好きな人に𠮟られて、ちょっと涙目。

「ブハッ。やっぱその守護者の兄ちゃんおもしれーな。安心しろよイケメン。班長レベルじゃ、俺はなんとも思わねーからよ」

　やれやれと首を振るフレイに対し、トールが黒い顔して剣を抜く。

「……王子といえども、お嬢を侮辱するのは許せません。斬ります」

「お、やるのかイケメン。言っとくけど俺はあんまり強くないぞ。ただ俺を斬ったら反逆罪にはなるな、多分」

「ちょ、ちょちょちょ、二人ともやめて！　やめて～～～っ。時間がないのよ。今すぐ王宮に戻らないと！」

　男と男の謎の戦いが始まりそうだったので、私は間に割って入り二人を引き離す。

　と、その時だ。

　ローブを羽織った何者かが、冬の寒空から天馬に乗ってここに降り立った。その者はすぐにフードを剥はぐ。一つに結った、長いベージュの髪が揺れる。

　ギルバート王子だ。

　彼は公務を済ませ、すぐにここへやってきたのだ。

「やはりここだったか、フレイ」

「…………」

「迷える時にはこの大聖堂の鐘の音に耳を傾けろと、母上は……いつもおっしゃっていたからな」

　ギルバート王子はこの場所に覚えがあったようで、手にはあの正妃様の手鏡を抱えている。

　フレイとギルバート王子はしばらく見つめ合う。と言うより、睨にらみ合っている。

　特にフレイは、少々複雑な面持ちでいたが、すぐに鼻で笑ってみせた。

「事情は聞きましたよ、ギルバート兄上。それで～、俺に何か言う事があるんじゃないですかね～？　顔に傷が残るところだったんですけど～」

　しかも此この期に及んで、ギルバート王子を嫌らしく煽あおってる。

　ただ、ギルバート王子は表情に焦りを滲にじませつつも、ゆっくりと頭を下げた。

「殴ったことは、悪かったと思っている。図星を突かれて、頭に血が上って手を上げてしまった」

　驚いた。あのギルバート王子がプライドを捨て、頭を下げ、素直に行いを謝罪したのだ。

　フレイにとっても意外なことだったようで、彼は目をパチクリとさせている。

「貴様の言う通りだ、フレイ。私は王子の責務よりアイリへの忠誠心を優先した。いや……これは私のわがままで、叶かなわぬ恋心だ。それなのに、お前に王子としての責務を、煩わしいことを押し付けようとしたのだ」

　淡々と語っていたが、自分自身に言い聞かせるような、言葉の数々だった。

　ギルバート王子は、絹の布を剥いで、手鏡をフレイの前に差し出す。

「私を軽けい蔑べつしているだろう。それで構わない。だが、今の私は迷い子だ。何が大切で、何を成したいのか、まるでわからなくなっている。導きが必要で、母上のお言葉を賜りたい。生前と変わらぬお姿を、もう一度拝みたい。……フレイ、頼む。お前のパスワードを教えてくれ」

「…………」

　ギルバート王子の切実な言葉に、フレイは髪をかきあげ、長いため息をつく。

「なんつーかほんと、調子がいいよな、兄上って」

　そして自分の義兄と、真面目な顔をして向き合う。

「一いち途ずで頑固でプライドが高い。その代わり言い訳もしない。自分の信じたことを疑わない。俺はそういうあんたが、今でもあんまり好きじゃない。俺たちは水と油のように、まるで正反対になっちまったからだ」

　ぐっと拳こぶしを握りしめ、フレイは再び口を開く。

「……〝鐘を強く鳴らしなさい　砕け散るほどに〟」

　彼が唱えたのは、もう一つのパスワード。それは確かにギルバート王子の持っていた手鏡に吸収され、言葉が光を帯びて書き込まれて行く。

「おいギルバート。班長に感謝しな。班長がいいもの見せてくれたから、これはその報酬なんだぞ」

「いいもの？」

　フレイはニヤニヤしながら、自分の心臓の上辺りを親指で指す。ギルバート王子はハッとしていた。

「な……っ、ちょっとフレイ！」

　私はというと、頭が沸騰しそうなほど顔が真っ赤になる。

　そんなこと暴露しなくてよろしい。

「やっぱり、あいつ、斬ります」

　トールなんて、マジな顔して剣を抜き、再び第五王子に斬りかかろうと構えている。

　まずいこのままではトールが王子殺しの反逆者になってしまう……っ。




『パンパカパーン！　おっめでとーっ！』




　……!?

　その時だ。異様に明るすぎる女性の声が響いた。

　どうやら手鏡の表面に、正妃アリシア様が映り、動き、語り出したようだった。

　今まさにパスワードが二つ登録され、ミラーレターの鍵かぎが開いたのだ。

『ギルちゃんにフレイくん、もう大人？　立派な若者かな？　それとももういいオジさま？　無事にこのゲームをクリアしたんだね～。うんうん、いい子いい子～～っ。さっすがあたしの子～～やっばーい超やばい』

「…………」

　一同、固まる。

　上品に微笑んでおられたはずのアリシア様から、想像もできないほどハイテンションの言動が繰り広げられ、あまつさえ、鏡の向こうで声を上げて笑っておられる。

　え、あ、うん？　ちょっと待って？

　正妃様のイメージと、全然違うんですけど??

「ああ……っ、母上、相も変わらず明るく剽軽ひようきんでいらっしゃる」

「まるで真夏の太陽のようだ……っ」

　ギルバート王子とフレイは、動いて喋しやべる正妃アリシア様に、早くも感涙という感じで、こっちにも驚かされた。

　でも、二人にとってはこのアリシア様が、ごく当たり前の、変わらぬ母上なのだろう。

　私とトールは、ただただ固まって、横目でアイコンタクト。

　う、うん。ここはひとまず静観しましょう。

『うーん、でもこの手紙を開いたってことは、君たち多分、バチバチに喧けん嘩かしてると思うのよね～～。大人の喧嘩って仲直りしにくいでしょ？　そういう時にこれを渡してって、私、頼んでたから。お母様そういうのすぐわかっちゃうから。正妃だから。正妃舐なめんな』

　は、はい。正妃様、バンザイ。

『でも、パスワードはちゃんと覚えてくれてたんだね』

　ふと、アリシア様の口調が柔らかく、落ち着いたものになった。

『だったら大丈夫。君たちは、素直な良い子に育った。──だから大丈夫ですよ』

　アリシア様は、ふわりと大人びた笑みを浮かべ、その声音もまた、正妃たらしめる慈愛と威厳に満ちたものに変わった。

　それこそ、多分、誰もがイメージするこの国の正妃様。

　彼女はきっと、理想の母と正妃というものを、見事演じ分けているのだ。

　そして今、彼女は正妃として、語りかけている。この鏡を見ている者に。

『ギルバート。幼い頃から勇敢で、一途で、頑張り屋さんで、でも少し頑固なところがありました。あなたは、よく話して聞かせていた救世主伝説が大好きでしたね。だけど、兄様や弟のように魔法が使えなくて、陰でこっそり泣いていたのを私は知っています。たとえ救世主が降臨しても、自分は守護者に選ばれないだろう、とね。でも、お母様は予感しているのです。今、あなたは守護者ではないですか？　お母様の勘はよく当たるのです。幼き日の憧あこがれや、覚悟を、忘れずにいなさい』

　鏡の向こうで語る彼女は、まるで、今のギルバート王子を見据えて話をしているかのようだった。七年も前に残したはずの、ミラーレターなのに。

『そして、フレイ。私はきっと、あなたを、深く傷つけて逝ったと思います。あなたは多くの才能に恵まれ、優しく、健けな気げで、でもとても傷つきやすく、繊細な子でした。そして、母の愛に飢えた寂しがり屋でした。いつも私たちの背中にピッタリとくっつき、恐々と甘える姿が、切なくも可愛かったのです。ゆえに、あなたを守らなければと……悪しき大人に利用されてはいけないと、私はあなたに、大きな楔くさびを打ち付けてしまった』

　アリシア様は一度目を閉じて、そしてゆっくりと開く。

『ですが、今日限りで、私の言葉も約束も、全部、おしまい』

　パン──

　彼女は鏡の向こうで手を合わせた。まるで暗示を解くような、解放の音。

『君たちがこの手紙を読む頃には、ルスキア王国はどうなっているかな？』

　今は亡き王妃が、当時何を思って、この言葉を残したのだろう。

　その憂いの表情からは、今の世界を覆う暗雲すら、予想していたように思う。

『この先が、どのような世界になっていようとも。これからは、あなたたちが自分で道を選び取りなさい。王子という肩書を背負ってなお、なりたい自分におなりなさい』

　アリシア様は、太陽のような笑みを浮かべた。

『生きている限り、鐘を強く鳴らし続けなさい。その身が、砕け散るほどに』

　その瞬間、零時を告げるディーモ大聖堂の鐘が高らかに鳴る。

　まるで正妃が鳴らしたかのような、宿命の鐘の音──

　それはきっと、ギルバート王子とフレイの心に強く響き、二人の魂を揺さぶった。

　王子たちは、静かに涙を流していた。

『それでは最後のゲームです。五人の王子様がいます。どうしたら、この国を守れるでしょう？　二人で力を合わせて、解くように──』




　ラナンキュラスの咲く丘で

　鐘を強く鳴らしなさい　砕け散るほどに




　あとで聞いた話なのだが、アリシア様が生まれた故郷の町には、ラナンキュラスの咲く丘の上に、教会があったそうだ。

　アリシア様は熱心にヴァベル教を信仰し、いつも教会を訪れ、その鐘の音を聴きながら、いずれ王都へ行き王妃として生きて行く覚悟を、自分に刻んでいたという。彼女は生まれた時から、いずれルスキア王国の正妃となる宿命を背負っていた。

　生きている間、鐘を強く鳴らし続けた正妃様。

　命が砕け散る最後まで、この国と王子たちを思い続けていた。

　アリシア様が多くの人に尊敬された理由が、わかった。

　彼女はどこまでも、王国の正妃であろうとしたのだ。

　そりゃあ誰だって眩まぶしく思う。太陽のような人だと言ったフレイの言葉が良くわかる。

　偉大だ。だからララ王妃は、嫉しつ妬としたのだろうな。

　たとえ王に一番愛されていたとしても、王妃としては絶対に敵かなわない、と。

「…………え？」

　ふと、手鏡の中の正妃様と、目が合った気がした。

　彼女がこちらを、見た気がしたのだ。

　まるで、私たちが真正面から向き合って、視線を交わしているような……妙な感覚。

　そんなはずはない。

　このミラーレター自体、七年前の記録だ。これは鏡の中の、映像だ。

　しかし確かにそれは、今現在の私という存在を射い貫ぬかれ、観測される感覚に等しいと、私は思ってしまったのだった。

　この妙な違和感に覚えがある。

　以前、図書館の司書に見つめられていた時に感じたものと似ている気がする……

「あ……」

　そうか。私はふと、あることに気がついてしまった。

　この手鏡には、ミラーレター機能以外に、特殊な精霊魔法がかけられている。きっと、アリシア様の姿と言葉を、この手鏡に残す手伝いをした魔術師がいたに違いない。

　その魔術師に心当たりがある。

　それで、やっとわかった。繋つながった。

　ずっと気になっていたこと。

　あの手鏡が魔法ゴミ投棄場に捨てられていた謎について。







　そのすぐ後の話だ。

　手鏡を深く探っていくと、正妃アリシア様の言葉だけでなく、当時の王子たちには扱いきれないような、数多くの遺品の情報が保存されていた。

　それは、ゲームが好きだったアリシア様らしく、手書きの地図や、正妃様の肉声ヒント付き。彼女の遺品や日記や、王から贈られたドレスや装飾品やらが、王宮や離宮のあちこちに隠されていたのだ。

　ギルバート王子とフレイは、ミラーレターに残された情報をもとに、まるで宝探しのごとく、それらを夜通し探し出す羽目になったが、それすらきっと、アリシア様の策略の一つだったのだろう。

　王子二人が協力して、何かをこなす。

　それを、天国からニヤニヤして見ているに違いない。

　きっと、アリシア様は待っていたのだと思う。王子たちが周囲に惑わされず、自分たちの頭で物事を判断できる歳に成長し、ギルバート王子がその立場を確立し、フレイが王宮に戻ってくる、その時を。

　ギルバート王子とフレイの関係は、いまだどこかギクシャクしたもので、正直仲直りしたとも言い難いが、これをきっかけに徐々に変化が生じるかもしれない。時間が解決してくれるのかもしれない。

　少なくとも、鐘は鳴った。

　あとは、二人の王子次第なのだろう。







　私とフレイがルネ・ルスキア魔法学校へと帰ることができたのは、翌日のお昼のこと。

　静かな学園島の砂浜を歩きながら、いつもいるガラス瓶のアトリエを目指す。

　正妃アリシア様の宝探しゲームに徹夜で付き合ったが、私はなぜか、あまり眠たくなかった。

「これからどうするの、フレイ」

「さあな。まだ分かんねえよ。だが……なりたい自分、か」

　隣を歩いていたフレイは、真面目な顔をして、目を細める。

　フレイはちゃんと、アリシア様の言葉を受け止めていた。

「アリシア様の想いはわかった気がする。俺は多分、もう、王子としての運命からは逃げられないんだろう。……だけど、今すぐ王宮に戻るのはゴメンだ。結婚もまだ考えられねー。学校をやめたくないしな」

「へえ、意外。あなた、学校やめたくないんだ」

「は？　そりゃそうだろ。班課題も、せっかく順調に結果出してきたのにー……」

　そこまで言って、「あっ」って顔して、少し恥ずかしそうに頬を染める。

　自分の首の後ろに手を回しながら、もごもごしているフレイ。ちょっと笑える。

「ふふ、いいんじゃない？　あなたにとって学校が大切なら、それでいいじゃない」

　そこに、フレイ王子の〝なりたい自分〟というのが潜んでいるのではないだろうか。

　彼にしか出来ないことが、魔法学校での日々の果てに、見つかるのでは……

　それに、フレイが魔法学校に通い続けるのは、問題ないのではないかと思う。

　あの一件を仕掛けた人物が、きっと、許してくださるだろう。

「つーか、その……」

「？」

　フレイが後頭部を掻かきながら、

「ありがとうな、班長。色々世話になった」

　照れつつも、素直なお礼を私に言う。

　フレイに感謝の言葉を述べられたことなんて、初めてかもしれない。

　なので私は、ニッと笑って、

「いいわ。あなたの世話なんていつものことよ」

　髪を払いながら、小気味よく言ったのだった。

　一日徹夜で、昨日は夜ご飯も食べてないものだから、お腹がグーと鳴ってしまって格好つかなかったけどね。

「あ、フレイ、マキア。おかえり」

「おかえりなさい、フレイさん。マキアもお疲れ様です」

「…………」

　ガラス瓶のアトリエに帰ると、ネロとレピスが当たり前のようにそこにいて、当たり前のように、私たちに「おかえり」と言った。

　フレイは口を半開きにしてぽかんとしていたので、私は彼の猫背を叩たたいた。

「ほうら、大丈夫よフレイ。王子がしんどくなったら、ガーネットの９班のみんなに相談したらいいわ。後ろ盾がなくても、優秀な友人たちがいるのよ。ネロもレピスも、もちろん私も。いくらでも頼ってくれて構わないわよ！」

　フレイは真顔で私を見て、そしてアトリエのみんなを見てから、わかりやすく鼻で笑う。

「ま、確かに。居ないよりマシだろうな～」

　可愛げのない言い草の割に、嬉うれしそうな顔してくれちゃって。そういうところが憎めないのよね。

　フレイがちゃんと、ここに戻ってきてくれて、よかった。

　やはり私たちは、四人揃っていなければ。それが、私の大切なガーネットの９班だ。







「あの、ユリシス先生！」

　学校の廊下でユリシス先生を見かけ、私は声をかけて引き止めた。

　ユリシス先生は振り返ると、いつも通りの優しい笑顔を浮かべてくれる。

「ああ、マキア嬢。先日はありがとうございました。ギルバートとフレイの仲を、取り持ってくれたようですね」

「私が出来たことなど、ほとんどありません。ただ、正妃様がとんでもなく偉大だったというだけで」

「なるほど、そうですね。アリシア様は、確かに偉大な正妃様でした。王宮魔術院出身の僕の母とも、仲良くしてくださっていたのですよ。僕のこともいつも気にかけてくださり……明るく、聡そう明めいな方でした」

　ユリシス先生は、今は亡き正妃のことを思い出すのか、どこか懐かしげな表情だ。

「あの、先生」

　私はユリシス先生を見上げて、ある問いかけをする。

「正妃アリシア様の手鏡を、あの魔法ゴミ投棄場に置いたのは、ユリシス先生ですよね」

「…………」

　ユリシス先生は、ふっと顔色を変えた。

　いつもの柔らかい笑みの中に、ピリッとしたものを感じたのだ。

「どうして、そう思ったのですか？」

「ずっと疑問だったのです。あの手鏡があのような場所にあったこと。アリシア様のミラーレターの中で、気になるセリフもありました」




　大人の喧けん嘩かって仲直りしにくいでしょ？

　そういう時にこれを渡してって、私、頼んでたから。




「あの手鏡はアリシア様がお亡くなりになった後、紛失したと聞いていましたが、実際はアリシア様が、誰かに託したのだろうと私は考えました。そんな風にアリシア様が信頼し、それが出来そうな人物は、もしかしたら、ユリシス先生なのかもしれないと思ったのです」

　正妃であり、フレイを育てたアリシア様のような人が、他の王子と何の交流も無かったとは思えない。

　それに、ユリシス先生は私に、あらかじめあの二人の喧嘩について伝えていた。

　王子たちの喧嘩の兆しを察知できる立ち位置で、なおかつ、私を動かせる人。

　それはもう、ユリシス先生以外には考えられなかったのだ。

　それに……

「あの手鏡には、特別な精霊魔法が宿っていました。おそらくですが、ユリシス先生に仕える綿花の精霊・リエラコトンのものかと」

　一度、図書館で会っているから、気がつくことができた。

　あの、司書の姿でルネ・ルスキアの図書館を守る、綿花の精霊の気配。

「ふふ、正解です。僕とアリシア様は、共犯者。あの手鏡を魔法ゴミ投棄場に置いたのは、この僕でした」

　ユリシス先生はあっさりと認めた。

「ちょうどギルバートが、フレイに例の婚約話をすると言っていたので、ああこれは、アリシア様が危き惧ぐしておられた大喧嘩が勃ぼつ発ぱつしそうだなと思った訳です。……しかし流石ですね、マキア嬢。この僕に辿たどり着くとは」

　先生が褒めてくれたけれど、私は多分、まだ疑問だらけの顔をしていると思う。

「僕の精霊であるリエラコトンが一枚噛かんでいることにも、よく気がつきましたね。綿花の精霊・リエラコトンには、紡がれた歴史や記録を守護する力があるのです。万が一にも、アリシア様のミラーレターが破損などしてはいけませんからね」

「あっ、なるほど。だから彼女は、重要な記録の蓄積された〝図書館〟という場所を守っていたのですね」

「そういうことです」

　ユリシス先生の説明で、色々なことが繋つながった。

　だけど、やっぱり解せないこともある。

　ユリシス先生は、なぜ、そんな回りくどいやり方をしたのか。

「どうしてギルバート王子やフレイに直接手鏡を渡さず、魔法ゴミ投棄場などに置いていたのですか？　私たちが見つけない可能性だってあったのに。あの場所にはガーネットの３班もいましたし」

　手鏡には多くの情報が残されていた。たとえパスワードが必要であっても、他の人が見つけた場合、悪用される危険性は十分にあったのに。

　だが、ユリシス先生は目を細め、印象的な声音で語った。

「いいえ。あなただけが、魔法の糸を手繰って見つけられると思っていましたよ」

　その言葉が、全てを物語っていた。

　ユリシス先生もまた、手鏡を使って私に力試しのゲームをさせていたのだ。

「それはそうと、マキア嬢。アリシア様は、微弱ながら未来視の能力を宿していたのですが、それにはお気づきになられましたか？」

「未来視、ですか？」

　私は首を振った。未来視とは、確か女性にしか宿らない能力だと聞いたことがあるが、かなりレアな力だ。それをアリシア様が持っていたなんて、全然気がつかなかった。

「アリシア様のものは、聖地の〈緑の巫み女こ〉ほどの精度ではありませんし、それは勘がいいとか、予感めいたものでしかありませんでしたが……。しかし、その力ゆえに彼女は、自分の病の結末と、フレイの行く末、ルスキア王国の未来まで、悟ってしまったのです」

「…………」

　だから、フレイを生かそうとした……？

「そしてアリシア様の未来視の媒介となっていたのが、まさに、あの手鏡だったのです。マキア嬢、あなたは今回〝鏡〟という魔法の原始的アイテムに触れました」

「鏡……」

「鏡とは魔法世界の〝扉〟なのです。その扉を開けば、現在だけでなく、過去や、未来の誰かに会いに行ける。時に、別の場所に繋がっていたりする。扉の向こうの魔法使いも、そこにいる」

　──扉の向こうの魔法使い。

　古い、民謡の歌詞の中に、そんな言葉があった気がする。

　ユリシス先生は、何を言わんとしているのだろう。

　もしかしたら、正妃の手鏡にまつわるこの一件を通し、私に気づかせたい何かがあったのだろうか。

「それではマキア嬢。次の授業がありますので、失礼します」

　だけど、ユリシス先生は、いつも答えを教えてくれない。

　自分で考える時間を与える。優しいが、手厳しい教師の鑑かがみなのである。








裏　ユリシス、ここは美しくも病的な理想郷。









　僕の名前は、ユーリ・ユリシス・レ・ルスキア。

　ルスキア王国の第二王子である。




　自室で魔術師のローブを脱ぎ、愛着のある椅子に座り込んで、僕は温ぬるいハーブティーを啜すすりながら、本のページをめくっている。

　かつての僕が、書いた手記を。

「ほう。殿下も、お人が悪い」

　肩にとまっていたフクロウの精霊ファントロームが、唐突にそんなことを言う。

　僕は視線だけ、ファントロームに向けた。

「何のことだい、ファントローム」

「マキア嬢に、一番大切なことを伝えていないのです。ほう」

「そうだね。だけどそれは、アリシア様との約束だから」

　──七年前。

　正妃アリシア様は、病が悪化する前にこの僕を呼び出し、あることを伝えていた。

　とても大切な、未来のことを。




「のちに、このルスキア王国の王になるのは、フレイ……か」




　僕は密ひそかに、囁ささやいた。

　この、アリシア様の未来視が当たるかどうかは分からない。だけど、彼女が見てしまった未来の可能性のため、僕らはフレイをなんとしてでも生かす必要があった。

　アリシア様は本当に立派な正妃様だった。

　第五王子のフレイが国王になるということは、他の王子はどうしても王になれない事情があるか、もしくは、死に至っているということである。

　普通、第三王子の母君であれば、冷静ではいられない。

　だけど、彼女はルスキア王国の未来のため、何よりフレイを生かす方法を考えた。

　幼いフレイを生かす最も確かな方法は、王子としての権限を一次的に封じ、王宮から引き離すこと。何もさせないこと。

　無能な王子であると、周囲に思わせておくことだった。

「アリシア様は、自分が悟った未来の話を僕だけにしていた。僕だけが、この話を信じられると思っていたんだ。勘のいい方だったから、もしかしたら彼女には、僕の正体がわかっていたのかもしれないね……」

　さて。ここで一つ、再確認だ。

　僕という存在が、何者であるのか。

　そう。僕には幼い頃から、前世の記憶というものがある。

　五百年前、この世の精霊魔法を確立した〈白の賢者〉としての記憶だ。

　大魔術師に至る者の魂が、とある法則により巡り巡る世界──それこそが、メイデーア。

　前世の記憶を思い出すこと、覚かく醒せいすることを、この界かい隈わいでは〝帰還〟と呼ぶらしい。




　　　　○




　僕の〝帰還〟は五歳の時だった。

　父が王に即位する際、聖地のあるヴァベル教国に連れて行かれ、この世の全てを司つかさどるという世界樹ヴァビロフォスの前に立った時のことだ。

　天を貫くほど圧倒的な、巨大な大樹を根本から見上げ、僕はその感覚に至った。




　───僕は、前にここに来たことがある。




　自分の中でカチッと音がする、記憶のスイッチが押された音。

　そう。僕は否いや応おうなく全てを思い出した。

　遥はるか昔、〈白の賢者〉と呼ばれていた自分の姿を、思い出した。

　白の賢者。精霊魔術界の偉大なる大賢者。

　五百年前の三大魔術師の一人。

　この世界で最も有名な救世主〈トネリコの勇者〉の師匠だった者。

　そして……当時の〈緑の巫女〉の夫であった男。




　思い出した。

　思い出してしまった！




　僕の人格はその時点で、前世の〈白の賢者〉によって１８０度塗り替えられた。

　それまでは年相応にやんちゃでわがままな、落ち着きのない五歳児だった。

　それなのに、その後の僕は、まるで悟ったジジイが憑ひよう依いしたかのよう。

　読書とハーブティーと少しの砂糖菓子を好む、大人びた表情をする子どもとなってしまったのだ。

　周囲は何度も首を傾げたことだろう。ある意味で、子どもらしく愛らしかった僕、というのは死んでしまったのだ。

　ヴァベル教国にいた、同じ年頃の灰色の髪の子どもだけは、僕のこの現象をよく理解していた。将来の大司教を約束されていた、エスカという子ども。

　彼は粗暴な口ぶりで、僕にこんなことを告げた。

「なるほど。テメーが十人のうちの一人か。ま、せいぜい次の死に際まで、使命を全うしてくれや。そしてまた、この世界のために死んでいけ」

　その頃の僕は、エスカという少年の言葉の意味が、よくわからなかった。

　それは〈白の賢者〉の記憶を以もつてしても。

　メイデーアにおける〝十〟という数字の意味するものも。







　僕は前世の記憶を思い出してすぐ、白の賢者時代に契約をしていた精霊たちを、ルスキア王宮の召喚魔法陣にて召喚し、呼び戻した。僕の大切な友人たちだ。

　わずか五歳にして、大精霊を三体、その他の精霊を十二体。

　これは、ルネ・ルスキア魔法学校を守る精霊たちを除いた、白の賢者の使役する精霊の全てである。

　王宮の誰もが大騒ぎ。

　神童だ。白の賢者の再来だ。

　第二王子ユリシス殿下は、大魔術師の逸材だ。

　そもそも大精霊の召喚は一体ですら珍しいことなのに、一気にこれだけの精霊を召喚、使役し、なおかつピンピンケロッとしていることこそが異常だった。

　そりゃあ、白の賢者時代の魔力を備え、あの頃に契約した精霊を呼び出し、会得した魔法の全てを思い出したのだから、神童どころの話ではない。

　言ってしまえば卑ひ怯きようである。

　本来、努力して会得するはずのものを、たった五歳の子どもが前世の記憶を思い出したというだけで身につけてしまったのだから。

　ただ、そのおかげで、僕の身に命の危機という文字は無くなった。

　今でこそルスキア王宮内は落ち着いているが、まだ王子たちが幼かった頃は、本人や、国王や王妃たちの意思とは関係なく、大人たちの私利私欲にまみれた派閥争いや権力争いに、王子たちは巻き込まれがちだった。

　僕もまた、第二王子であるがばかりに何度か暗殺されかけたが、前世の記憶を思い出した僕には、毒殺も、絞殺も、刺殺も射殺も、全てが虚むなしいほど無意味だった。

　毒は効かない。受けた傷には自動的に治癒魔法が働く。

　そもそも隙など見せやしない。人心掌握など簡単なことだ。

　たとえ遠距離から攻撃を受けたとしても、複数の精霊たちが、ありとあらゆる形で僕を守っているのだから。

　絶対に死なない王子、という意味で、誰より王座に近い存在だと思われていたそうだが、僕はヴァベル教国の新たな〈緑の巫み女こ〉が誕生した折に浮上した縁談話を受け入れ、王位争いから早々に離脱した。

　まあ、安心するがいい。僕は王座に興味はない。

　僕の興味は、執着は、もっと別の次元にある。

「僕が生まれ変わっているのだから、あの二人も、この世界のどこかにいるはず。同じように、生まれ変わっているはず……」

　記憶を思い出したと同時に、僕は、願っていた。

　現代のメイデーアで〈白の賢者〉と同列に語られる〈黒の魔王〉と〈紅くれないの魔女〉。

　五百年前の大魔術師たち。

　あの二人と、もう一度巡り合うことを。

　歴史上では、僕ら三大魔術師は啀いがみ合い、競い合い、仲が悪かったとされている。

　だが僕は、決してそれだけではなかったことを、よく覚えている。

　結局これほどの力を備えて生まれた存在とは、誰にも理解されず、孤独の道を歩む運命にある。僕も、彼も、彼女もそうだった。

　だけど、同じ壇上に並び立ち、競い合えるほどの力を持つ存在と出会えたならば、僕たちはその出会いを、奇跡だと思わずにはいられなかった。感謝せずにはいられなかった。

　僕たちは、確かにこの力の限界を知りたいと思い、競い合った。

　競い合うことで、お互いの深みを知り、内面に触れ、それぞれの魔法を極めていった。

　決して、憎しみ合っていたのではない。

　僕らは解り合っていたはずなのだ。お互いの孤独を。痛みを、苦しみを。

　結局、お互いを理解できたのは、僕たちだけだったのだから。

　そう。五百年前、異世界より〝救世主〟が現れるまでは──




　　　　○




「……おや。僕の部屋にいらっしゃるとは、珍しい」

　物思いに耽ふけっていたら、甘い蜜みつの香りが鼻をかすめ、顔を上げる。

　いつの間にか、黒紫色の蝶ちよう々ちようが、部屋中をひらひらと飛んでいた。

　その蝶が光を帯び、無数に飛散したかと思うと、再び一点に集結し、人の形を成して目の前に現れる。

　フレジール皇国の女王陛下シャトマ様のお姿だ。通例のかっちりした軍服姿ではなく、いかにも寝る前だったというような、緩いネグリジェ姿ではあるが。

　彼女は琥こ珀はく色の瞳ひとみで椅子に座る僕を見下ろし、チェス盤を差し出しながら、ニッと無邪気な笑みを浮かべる。

「カノンが出かけていて、相手がおらぬのだ。妾わらわと遊んでくれ」

　普段はあれほど存在感と威厳に満ちているというのに、今ばかりは子どものようなことをおっしゃる。

　これはどうやら、女王モードではなく、姫モードの彼女だな。

　この時ばかりは女王ではなく姫とお呼びしなければ、彼女はお怒りになる。オンオフがしっかりしているお方なのだ。

「いいですよ。姫も退屈を持て余しているご様子。ここ最近、何事もありませんからね」

　僕は姫を、向かいのソファに座るよう促し、浮遊魔法で新しいティーセットをここまで運ぶと、彼女のためのハーブティーを淹いれる。

　ソファに座り込む姫の頬に、小さなテントウムシが這はっていた。

　精霊に違いない。他にも、蜂、蛾、甲虫の精霊の気配を感じる。

　彼女は蟲むし纏まとう姫君だ。

「退屈も悪くない。皇国の本体は寝る暇も無いのでな。こちらの穏やかな日々というのは、妾の精神の休息だ。何よりルスキア王国は、甘い果実や、茶菓子が豊富なのがいい」

「では、何か甘いものを持って来させましょう」

「頼む。蜜入りの桃酒も欲しいな。蝶とは甘い蜜を吸って生きているのだから」

「もちろん。藤ふじ姫ひめ様のお気に召すままに」

　僕は、肩に乗っていたフクロウの精霊ファントロームを人形に召喚し直す。彼は僕の執事姿となり、シャトマ様の夜食を用意しに行った。

　シャトマ様はというと、ソファに置かれていたクッションを抱きしめ、目の前のチェス盤とにらめっこしている。

「ところでユリシス。そなたの思惑は、首尾よく整っておるか？」

「はて。何のことでしょう」

「とぼけおって。そなたも悪よのう」

　そして、お互いにフフフッと笑う。

　フレジールの若き女王、シャトマ・ミレイヤ・フレジール。

　十八という若さでありながら、あの大国の命運を担っている。

　だが決して、国を背負うことに戸惑いや迷いは無かっただろう。

　何しろ、彼女もまた、僕と〝同列〟の存在だ。

　白の賢者とは生きた時代こそ違うものの、彼女は三百年前の大魔術師〈藤姫〉の生まれ変わり。記憶はとうに取り戻しており、姫としての美び貌ぼうと品格、王としての資質、国を治めた経験というものを、生まれながらに備えている。何より歴史に残るカリスマ性は健在で、民の信望もすこぶる厚い。

　フレジール皇国の幸運は、この時代に、彼女が治世を担っていることだろう。

　だがあの皇国には、若い娘に玉座を奪われたのが癪しやくで、今もまだ王位を狙う輩やからがいるらしいが……

「姫！　シャトマ姫様！」

　しばらく姫と楽しくチェスをしていたのに、うるさいのがやってきた。

　僕の部屋のバルコニーから堂々と不法侵入してきたのは、ヴァベル教国の大司教であるエスカ司教猊げい下かだ。ここ王宮の最上階なんですけど。

　白く清廉な司教服を振り乱しながら、彼はシャトマ姫の前に参上し、ソファに座る彼女の前で膝ひざをつき、口うるさい爺じいやのごとく注意する。

「あられもないお姿で、こんな腹黒男の元を訪ねるなんて！　しかも大層なおくつろぎモードで、ゴロゴロなさって～っ！」

「くどくど言うな司教様。妾は夜に甘いお菓子と甘い酒を飲まねばよく眠れぬのだ」

「姫！　そんなものは俺かあいつが用意しますから！」

「嫌だ嫌だー。司教様が用意するお菓子は質素で味気ないものばかりだー」

「…………」

　エスカ司教はくるりとこちらに向き直ると、ブチギレ寸前の顔面で僕に指を突きつける。

「オメーのせいだぞ腹黒クソ王子！　聖地の巫女様を長いこと待たせておきながら、藤姫様と真夜中に密会とはいい度胸じゃねーか！」

「あなたは僕を何だと思っているんです？　姫とはただチェスをしているだけですよ」

　えらい言われようだが、僕は一応、エスカ司教にもハーブティーを淹れてやった。

　エスカ司教猊下。エスカとは洗礼名らしく本名は僕も知らないが、彼もまた、僕やシャトマ様と同じく、前世の記憶を持つ転生者だ。

　これでも三百年前に〈聖灰の大司教〉と呼ばれ、聖地にヴァベル教国を設立した偉人。

　聖人の中の聖人である。

　また〈聖灰の大司教〉と〈藤姫〉は、同じ時代を生きた大魔術師だ。

　当時、力を合わせて国難を乗り切ったとあり、生まれ変わった今もお互いの信頼関係は強固だ。というより、当時の祖父と孫娘のような関係を、今も引き継いでいるのだとか。

　シャトマ様いわく、三百年前のエスカ司教はもっと聖人君子らしい穏やかで人徳のある性格だったらしい。何がどうして、今現在の粗暴で訳のわからないエスカ司教になったのかは、全くの謎である。どこかでネジが外れてしまったのかな？

「それで、腹黒クソ王子よ。あいつらはいつ帰還するんだ？　今のところ、その兆しは全く見えてこないが」

　エスカ司教は空いていた椅子にドカッと座ると、ハーブティーを一気に飲んで僕に問う。

「トール・ビグレイツ。マキア・オディリール。お前の言う通り、あいつらが本当に、〈黒〉と〈紅〉ならよう。そろそろ頭をぶん殴ってでも、帰還してもらわねーと」

「そんな。記憶喪失とは、訳が違うんですから」

　だが。

　そう。

　僕はすでに、確信している。

　二人にその自覚はまるでないが、僕が彼らを、見間違うはずはない。

　一目見たその印象と、魔力の匂い。何よりその瞳が、同じだ。

　性格だけは育った環境によるところが大きいので、かつてのものとは少し違う。それでも時々、面影を感じる。

　あの〈黒の魔王〉と〈紅の魔女〉の面影を……

「僕も予想外だったのですが……あの二人は、僕たちよりずっと複雑な転生を果たしている。どうやら、その魂は一度、異世界を経由させられているらしいのです。僕らと違って記憶が戻りづらいのは、そのせいかと」

　シャトマ様もエスカ司教も、ふっと目の色を変えた。魔力がピンと張り詰める。

「ほう。異世界を経由とな？」

「……チッ。回収者め、なかなかに面倒なことをしてくれる」

　おや。あの男に近いお二人でさえ、この話を知らなかったようだ。

　マキア嬢の話を聞いて、僕はピンと来た。彼女は意図的にあちらの世界を経由し、このメイデーアに転生させられたに違いない。

　あちらの世界とは、このメイデーアに呼び出される救世主が元々住んでいる〝地球〟という世界のことだ。金髪のあの男が、あえてそうした理由は、何なのだろうか……

　この世界は、メイデーア。

　様々な法則によって縛られた、美しくも病的な理想郷。

　原則、前世の記憶を持つ大魔術師たちが、その記憶と規格外な力をもってして、歴史の針を進める世界だ。

　その針が急激に進もうとした時に、救世主は異世界より召喚される。救世主伝説も、結局は世界が世界を守るための、自浄作用の一つにすぎない。

　だが、今まさに、歴史の針は大きく進もうとしている。

　本格的な戦争が何年後に始まるかはわからないが、それは避けようもない未来だ。

　これから始まる戦争の恐ろしいところは、国の事情など関係なく、メイデーアという名のチェス盤の上で、各国に配置された大魔術師の生まれ変わりたちと、彼らが見み出いだした駒たちが、世界の覇権を争う〝ゲーム〟であるところだ。

　フレジール皇国と同盟関係にあるとはいえ、ルスキア王国としては大きな被害を避けるために、トール君とマキア嬢の〝帰還〟は、絶対に必要不可欠なこと。

「ご心配なく、皇国のお二方。ルスキア王国の駒もすでに揃っております」

　そして僕は、シャトマ姫と指していたチェスの駒を動かし、チェックメイトを決める。




「僕が必ず、あの二人に、全てを思い出させてみせる」




　僕には、あの二人にどうしても帰還してもらいたい、願いにも似た理由がある。

　だから僕は、僕たちが再び巡り合うのを、決して諦あきらめたりしない。








第八話　夜食と展示会、そして初雪









　生活魔法道具コンテストの、作品提出期限が差し迫っていた。

　我々ガーネットの９班は、毎日夜遅くまでガラス瓶のアトリエに引きこもり、魔法ヒーターを製作中である。

　私たちの作る魔法ヒーターは、机の下に貼り付けることのできる薄型パネル式と、温風を広範囲に送ることのできる立体キューブ式の二種類。薄型パネル式は私の考案で、テーブルの下に貼り付けて利用できたら、日々テーブルについて行う食事や勉強、お仕事の時間が、快適に過ごせるのではないかと思ったのだった。

　これはまさに、前世で使っていた〝コタツ〟から編み出した発想であり、このルスキア王国には無いものだ。ああ、コタツにみかんが、懐かしい……

　トントン、カンカン。

　ガラス瓶のアトリエに、モノづくりの音が響く。

　あの魔法ゴミ投棄場で拾ったジャンク品を利用して外側を作る作業はもうほとんど終わっており、今ネロが最終調整をしているところだ。魔法ヒーターは、主に【火】と【風】の魔法を利用するのだが、特殊な薄い魔法金属盤に１２６５個の魔法式を書き込み、それをこの中に内蔵しなければならない。

　ミスを見つけては直し、ミスを見つけては直し、を延々と繰り返しているところだ。

「マキア、これを首につけておいてくれ」

「え？　何これ」

　そんな中、ネロが謎の首輪を私に装着しようとする。

「君の【火】の申し子としての力を借りたい。……髪、持ち上げて」

「あ、はい」

　どうやら【火】属性の魔力を魔導式バッテリーに補充しなければならないらしいのだが、それ専用の魔力ポートを使うより、私に直接つけておいたほうが【火】の魔力を貯め込む速度が早いらしい。私は充電器か。

「だーっ、もう嫌だ！　腹減った！　何か食わせろ～～」

　あっちではフレイが喚わめいている。

「うるさいですね、真面目に魔法式を書き込んでくださいよ、フレイさん」

「嫌だ嫌だ。俺は集中力が切れると失敗しがちなんだよ。ここで一休みしたいー」

「大の男が駄々をこねている姿ほど見苦しいものはありませんね……」

　フレイが目の前でわがままを言うので、レピスがイライラッとしてる。

　だが確かに、朝からずっと作業を続けていてまともな休憩を取ってないので、みんな疲労が溜たまっている。魔法式を書き込むだけでも魔力を消費するので、そろそろ魔力回復のために、何か食べた方がいいかもしれない。

「じゃあ私、魔力補充しながら夜食を用意するわ！　何が良い？　私はおにぎりとか良いと思うんだけどー…」

「パスタ、パスタ、パスタ！」

「ゆで卵。ちょうど塩水に漬けてるのがあったと思う」

「私、ホットサングリアが飲みたいです。塩林檎入りの」

「…………」

　残念なことに、おにぎり派は私だけだった模様。

　という訳で、できるだけみんなの要望を叶かなえるべく、私は地下の台所に下りる。

　最近はアトリエに引きこもることが多いので、ネロがここの冷蔵庫を使い勝手の良いように魔改良してくれた。食材は色々と揃っているのだった。

　みんな、空腹と疲れのせいで訳のわからないことを口走ったり、奇行に走り出しているので、山場を越えられそうなスタミナのつく夜食がいい。

　フレイの要望のパスタだと、やっぱりにんにくたっぷりの、ペペロンチーノ？

　それともミラドリードの代表的なパスタ、カルボナーラ？

「そうだ……ナポリタンはどうかしら！　ベーコンとケチャップがあったはず！」

　ふと思い出された、現世のパスタ。

　こっちに転生してからというもの、ナポリタンを食べたことがない。こちらに無いパスタ料理なのかもしれないが、私がまだお目にかかっていないだけなのかもしれない。

　いや、そもそもナポリタンって日本独自のパスタ料理だったっけ……？

　まあいいや。野菜もとれるし、ナポリタンにしよ。

　あとはネロの要望でゆで卵と、レピスの要望のホットサングリアと……

「ねえマキア」

　ネロが地下の台所に下りてきた。

「どうしたの？　夜食が待ちきれないのだったら、そこにチーズパンがあるけど」

「いや、違う」

　ネロは何かを抱えていた。

　丸みのある箱形のフォルムだ。なんだろ、これ。

「君、前に米を炊く魔法道具が欲しいと言ってただろう？　君が作っていたイメージ図をもとに、魔法ゴミ投棄場で集めたジャンク品で、作ってみたんだ」

「ええっ!?　ネロが作ってくれたの!?」

　ちょっとした頼まれ物、みたいな感じで、スッと箱形の炊飯器を私に差し出すネロ。

　あちらの世界のものと形状や仕様こそ違うが、蓋ふたを開けると中に鉄の釜かまがあって、確かに炊飯器らしい魔法道具だ。

　え？　え??　どういうことなの？

　未来の猫型ロボット並みの働きをする、ネロえもんなの??

「ネ、ネロえもん～～～っ！」

「？」

　あまりの嬉うれしさに、号泣しながら盛大にハグ。

　ネロは苦しそうな顔をしているが、耐えている。

「使えそうなら、試しに使ってみてよ。まだ改良の余地があると思うから」

「うん。うん！　絶対使う！」

　早速ネロに使い方を習い、米を研ぎ、水を入れて、炊飯器のスイッチをポチッと押してみた。あとはしばらく待つだけ……

　私がイメージ図に書いていた通りの炊飯器だ。しかしネロったら班課題もあるのに、合間にこれを作ってくれたなんて、本当に寝てないんじゃないかしら？

「ネロ、あなたちゃんと寝てる？　少しは仮眠したら？　アトリエのソファにいい感じの寝床作ってあげるから」

「大丈夫だ。僕、あんまり寝なくていい体質だから」

　本人はケロッとして戻って行ったけれど……

　せめて元気の出る夜食を作って食べてもらうしかない。そしてそのあと、無理やりにでも少し寝かそう。そうしよう。

　ご飯が炊きあがるのを待っている間に、他の夜食の準備に取り掛かった。

　ゆで卵は今朝から仕込んでいる。朝どれ卵を茹ゆでたものを、殻付きのまま濃い塩水に漬けておいたのだ。

　これが今、我々９班のブーム的おやつなのだけれど、殻を剥むいたら程よい塩気がゆで卵全体に染みていて美味おいしいのだ。

　特に、実家から送られてくる塩の森の塩。あの塩で漬けるとマイルドかつクリーミーなゆで卵に仕上がり美味しい。

「……一つだけ食べてみよう。お腹すいたからじゃないわよ。味見よ味見」

　ひとりごとを言って罪悪感を紛らわせつつ、お先に一つゆで卵の殻を剥いて、無駄に周囲を気にしながら、大口開けてパクリ。

　うん！　いい塩加減。半熟感の残るよう茹で加減を調整して塩漬けにしたので、中の黄身もトロみがあって美味しい。

　卵は魔法界かい隈わいでも完全食と言われている。栄養もバランスよく豊富で、魔質量も多いので、魔術師はじゃがいも派と卵派に分かれるらしいわ。班員たちも、みんなこれ好きだしね。

「お次はホットサングリア。ブドウジュースは開けてないのがあったはず」

　秋の収穫後に作られた、美味しいブドウジュース。

　ワインはルスキア王国の一大産業だが、ブドウジュースも負けてない。私たちは学生なので、ノンアルコールのジュースの方で。

　使うフルーツは色々とある。ドライイチジク、ドライクランベリー、レーズンに、生の塩林檎。この辺を粗めに切っておく。

　ブドウジュースを鍋なべに入れ、先ほどのフルーツとハチミツ、シナモンスティックなんかを一緒にコトコト煮込むと、美味しいホットサングリアが出来上がる。

　お先にお玉で一口すする。

　うーん。甘くて爽さわやか。シナモンの香りが効いてて、体があったまる。

　塩林檎も入っているし、魔力が整えられて頭と体がスッキリしていくのを感じるわー。

　もう一杯……

「マキア、何か手伝いましょうか？」

「!?」

　静かにやってきたレピスに驚き、思わずホットサングリアを吹き出しそうになった。

　いやいや、これは味見ですから。断じてつまみ飲みではありません！

「どうかしましたか、マキア？　フレイさんが早く早くとウルサイのです」

「な、なるほど。お腹が空すくと一段とわがまま王子になるからねえ」

　というわけで、レピスにはホットサングリアを班員分のガラスのマグカップに注いでもらった。ゆで卵と一緒にアトリエの方に運んでもらう。

　他のお料理ができるまで、みんな、これで空腹を凌しのいでね……

　と、その時、ピーとお米の炊き上がりを知らせる音が鳴った。

「おお……凄すごいわ。ものの十分で炊けた」

　蓋を開けると、ふっくらつやつやの白いお米がお目見えだ。

　ゆで卵のボールを持ったレピスも、ちょっとだけ覗のぞきに来た。

「まあ、これがネロさんが作ったという、例の炊飯器ですか？」

「あれ？　レピス知ってたの？」

「ええ。少し助言を求められましたので」

　なんと。ネロだけでなく、レピスもこの炊飯器の製作を手伝ってくれていたなんて！

　これは【火】と【水】の魔法式を組み込んで作った、鍋で炊くよりずっと早く炊ける魔法の炊飯器。

　流石に魔法道具と言うだけあって、もしかしたらあちらの世界の炊飯器より、炊けるの早いんじゃ……

「と言うか、このご飯、どうやって食べる？」

　そう。味付け的な意味で。

　前にアプリコットの梅干しおにぎりを班員たちに振る舞ったことがあるが、完全に不評だった。馴な染じみのない味で、とにかく酸っぱいものね。

　もっと彼らが食べやすいおにぎりにするには、具材を馴染みのあるものにしなければ。

「うん。答えは……ツナマヨ！」

　以前テレビで、外国人に一番人気のコンビニおにぎりは、ツナマヨって聞いたことがある。本当かどうかわからないけれど、ツナ缶はルスキア王国でもよく食べられるし、マヨネーズの味付けもみんな大好きだ。

　ご飯を蒸らしている間に、ツナ缶を開けて油と水気を取り、マヨネーズとちょっとの塩しお胡こ椒しようで和あえる。ツナマヨペースト。

　本当は海苔のりもあったら良かったんだけど、流石にどこをどう探しても海苔は見つからない。東の国の行商人に聞いたら、ミラドリードでは海苔がほとんど売れないらしく、商売にならないので持ってこないのだとか。

　なるほどなあーと思ったりもする。例えばカリフォルニアロールとか、あちらの世界の外国で生まれたお寿す司しがあったけれど、あれは海苔が酢飯の内側に巻かれているのが特徴だ。外国の人は海苔に馴染みが無いから、隠していると聞いたこともある。そういう感じで、ルスキア王国の人々にも海苔は不評なんでしょうね。

　私は自問自答しながらもツナマヨ入りのおにぎりを握っていた。

　海苔はないので見た目はただの白いおにぎり。きっとまた、フレイあたりに奇妙な目で見られるでしょうね。……まあ見てなさい。一口食べて、驚くがいいわ。

「よし、おにぎりは出来たわ。最後にナポリタンを作っちゃいましょ」

　最後にチャチャッと、ナポリタンを作ってみる。

　パスタを茹でている間に、玉ねぎ、マッシュルーム、ベーコンを切って、バターで炒いため、すり下ろしニンニクと少しのお砂糖、ケチャップを加え、全体を馴染ませる。そこに茹で上がったパスタを加え、全体を絡める。もっちりした太ふと麺めんを選んだ。これが、いい感じのケチャップ色に染まる。

「ああ～。いい匂い」

　さあ、大皿にどーんと盛り付け、完成だ。

　ナポリタンって匂いもいいけど見た目がいい。派手で赤くて食欲をそそる。緑の野菜がないのでドライパセリをふりかけ、出来上がり。好みで粉チーズをかけても美味しいわね。

　というわけで、ツナマヨおにぎり＆ナポリタンを、班員たちのいるアトリエへと運ぶ。

　班員たちは味つきゆで卵をすっかり食べてしまっていたが、まだまだ物足りないようだった。追加のお料理を心待ちにしてくれていたのだが、

「なんじゃあああこのパスタは！」

「何って、ナポリタンよ？」

「見たことも聞いたこともねーよ！」

　パスタ大好きフレイ君は、ケチャップで炒めたパスタを邪道な目で見ている。

　やはりこっちにナポリタンに似たパスタは無いと見た。

「まあそう言わずに。食べてみてよ」

　騙だまされたと思って、さあさあ……

　私は大皿からせっせと取り分けてやる。

　フレイだけでなく、レピスもネロも、ナポリタンのようなお料理は見たことも食べたことも無いということだった。

「そもそもパスタをケチャップなんぞで炒めるなんて許されな……ん？　あれ……意外といけるな」

「ほら見なさい」

　あれだけ文句を言っていたフレイ。

　一口食べた先から不思議な顔して、徐々にナポリタンの味の虜とりこになって、食べる速度に勢いが増していく。ガツガツいく。

　確かにミラドリード風のパスタではないし、邪道だろうけれど、美味しいものは美味しいのだ。というか、美味しくできて、良かった。

「これはデリアフィールドの伝統的なお料理なのですか？　それとも紅くれないの魔女のレシピなのですか？」

　レピスも不思議そうにして、ナポリタンを食べている。

「え？　いやーこれは……そのー」

　自分で作っておいて、しどろもどろになる私。オリジナルと言ってしまったら、地球の日本でナポリタンを開発した凄い人に悪いしなあ。

「こっちの米料理は、前にマキアの作ってくれたおにぎりという奴か？」

　一方、ネロはおにぎりを興味深げに見ている。自分が作った炊飯器を使ったってのも、あるでしょうけれど。

「おにぎりはおにぎりだけど、あの時とは具が違うの。ツナマヨおにぎりよ。あとネロ、炊飯器、時短もできていい感じだったわ。ほんと、ありがとね」

「……うん」

　そしてみんなで、ツナマヨおにぎりを頬張る。

　アプリコットの梅干しおにぎりで酸っぱい思いをしているので、彼らは恐る恐る口にする。しかしツナマヨおにぎりをひと口食べた途端、皆の表情がパッと華やぐ。

「どう？　いけるでしょ？」

「これは、美味うまい！」

　一同、誰もが頷うなずいてくれた。私はあからさまにガッツポーズ。

　おにぎりリベンジ大成功。おにぎりの名誉挽ばん回かいだ！

「ツナマヨおにぎりはまったりコクがあって、罪深い味なのよ。最初に考えた人は天才ね。私も一番好きなおにぎりの具は、実はツナマヨなのよね～」

「……前々から思っていたのですが、マキアは一体どこでお米の味を覚えたのですか？」

「え？」

「確かに。やけに米に執着しているよな」

　レピスとネロが、今更ながら私の米への執着のきっかけを気にしている。

　確かに私は、ルスキア生まれルスキア育ちの人間にしては、パスタやパンよりずっと米を求めている。

　私の米への渇望は、みんなにとっちゃ不思議で仕方ないでしょうね。

「えっと……それはー……あー。ほら、デリアフィールドって東端にあるから、東の食材が手に入りやすいの！　東の行商人がやって来て、お料理を振る舞ってくれたり。そういうこと！」

「へえ～」

　いいえ、嘘です。デリアフィールドは確かに東端にあるけれど、私はデリアフィールドでお米を食べたことなど一度たりともありません。

　前世の世界でよく食べていた食材、なんて話はできないので、出まかせで誤魔化した。

「なんというか、マキアの料理は、魔法の探求に通じるものがあるな」

「ネロの機械いじりと同じよ」

　疲れていたけれど、みんなで夜食を食べ、語らい、温め直したホットサングリアをもう一杯飲んで、魔力も回復してやる気も出てきた。

「あと少し、あと少しよ。頑張りましょ」

　私たちは再び作業に戻る。

　私も頑張らねばならない。私はもっぱら提出用レポート担当だ。

　設計図や、この作品の意図を言語化して紙にまとめる役目。おそらく、作品本体よりレポートの方が重視されるだろうと、ネロは言っていたので、責任重大。

　作品はあくまでサンプルであり、出来栄えは評価対象ではない。

　ただ、作品の完成度は、説得力となる。レポートの説得力を最大限上げるために、サンプルの完成度も高い方がいいって事だ。

　失敗することも、立ち止まることもあったが、それでも四人それぞれが、精一杯できる事をした。

　こうして私たちは、レポートも作品もギリギリまで事細かに調整し、無事学校に提出したのだった。







　ガーネットの一年生最後の班課題〝生活魔法道具コンテスト〟。

　その作品たちは、一週間ほど王都の中心部にある会館に展示され、市民が自由に見たり、試しに使ったりできる。

　私たちも他の班の作品を見て回ったのだけれど、どこもハイレベルな作品を作り上げているのだった。

「見て、１班は魔法のポーチよ。テーマは〝衣〟になるのかしら」

　ベアトリーチェ率いる１班の作品は、女性の多い班らしく、お化粧道具やちょっとした小物を入れる伸縮自在のポーチ。特殊な魔法繊維を使っているため、通常ではありえない大きさになったり、逆に小さく縮んだりするそうだ。私の魔法のバスケットのように、容量以上のものを収納することはできないようだけれど。

　とはいえ、そう言った代物は、もうすでに商品として出回っている気が……？

「あーら。ガーネットの９班の皆さんじゃありませんか。ごきげんよう」

　私たちがやってきたのをどこからか察知して、ガーネットの１班の班員たちが現れた。

　特に先頭で自信満々な顔をしたベアトリーチェったら。

　しかし指にはいくつか絆ばん創そう膏こうが貼られているぞ。

「如何いかがです、我が班の美しいポーチの出来栄えは」

「素晴らしい出来だわ。ちょっと触ってみたのだけれど、本当に伸縮自在なのね」

「ええ！　我がアスタ家の開発した魔法繊維のなせる業ですわ。きっと非魔術師の女性たちに、爆発的な人気が出るに違いないのですわ」

「だが、すでにこういった商品は、巷ちまたに出回っていないか？」

　ネロの淡白なツッコミ。するとベアトリーチェは鼻息荒く、

「侮らないでくださいまし！　我が１班の魔法のポーチは、ただ伸縮自在というわけではないのです！」

　自分たちの作った魔法のポーチのファスナーを開き、引き手を取り外すと、魔法のポーチは宙でシュルシュルと形を変えた。

「これさえ持ち歩いていれば……っ」

　そして、魔法のポーチは細長い布となる。

「緊急時に止血するための布や包帯となるのです」

「な、なるほどー」

　パチパチパチパチ。１班も９班もみんなして拍手。

　ツッコミどころ満載ではあったものの、ふと、この先のことに思い至る。もしかしたらベアトリーチェのような名門魔術師の家柄の者は、先の戦争を警戒し、それを見越した危機感があるのかもしれない。

　もしかしたら、この魔法のポーチ、これからとても役立つものになるかもしれない。

「あ、マキア見てください。２班の浮いて走る自転車、暴走してます」

「え？」

　レピスが指差す方向には、２班の作品〝ふわふわ魔導式自転車〟が。魔法の力で微かすかに浮いて走ることで、漕こぐ力がほとんどいらない自転車らしいが、魔法式が間違っていたのか、あちこちを暴走して回っている。２班のみんなが一生懸命追いかけてる。

　あ、会場を飛び出してしまった。ドンマイ……

「３班のあれ、なんだ？」

　ネロはというと、暴走自転車よりも、３班の作品が気になっているようだった。

　３班はやはり、子どもを対象とした魔法のおもちゃを展示していた。

　以前フランシスが見せてくれたコマ型のおもちゃだけでなく、ブーメラン型だったり、ヨーヨー型だったりと、色んな形状のおもちゃがある。その展示ブースには子どもがたくさんいて、みんなが楽しそうに遊んでいる。あ、玩がん具ぐ会社の関係者らしき大人もいて、３班の連中ったら、名刺をもらったりしているぞ。もしかしたら凄すごい商売に発展するかも。

　フレイは、因縁のあるガーネットの３班の調子が良いとあって、面白くなさそうだ。

「チッ。３班の野郎ども。だてに魔法ゴミ投棄場に入り浸っちゃいねーぜ。潤沢なガラクタと、班長こき使って集めたグミで、数打ちゃ当たる方式か～？」

「それだけじゃないぞ。意外にも、緻ち密みつな魔法式が書き込まれている。おもちゃとはいえ、長年の研究がものをいう洗練された作りだ」

　ネロは３班の作品をかなり評価しているようだ。ネロがそう言うのなら、やっぱり３班のおもちゃはレベルが高いのだろう。

　他にも、水の上でも立てる靴、形状を自在に変える植木鉢、などなど。

　一年生の作るものなので、実際には完成に至らなかった魔法道具も多々あったし、探せば巷に溢あふれているようなものもあるのだが、それも含め、どういった着眼点でこれらの魔法道具を作ったのかが、問われている。

　さて。私たち９班の作品はと言うと、机の下に貼り付けて利用できる薄型パネル式ヒーターと、人々の足元に素早く温風を送る立体キューブ型の魔法ヒーター。

　とにかく軽くて、すぐ暖まる。消費魔力も低燃費。

　火を使わないので子どもが扱っても安全。

　ぱっと見は他の班に比べて地味だが、生活の中で生きる魔法道具であり、シンプルイズベストにこだわった。

「あ、メディテ先生！」

　ちょうど、私の叔お父じ様こと、魔法薬学の担任であるメディテ先生が見ていた。

　駆け寄ると、メディテ先生は両手を広げて私を迎えようとするので、ちょっと手前で急ブレーキをかけてハグ回避。だって叔父様、タバコ臭いし。

「マキア嬢～。ここ最近あんまり叔父様に構ってくれなかったじゃないか、んー」

「叔父様、ここは学校よ。姪めいっ子をむやみやたらと可愛がってはいけません」

　叔父様は私に甘い。自分のことは先生と呼べと言いながら、私のことは相変わらず可愛い姪っ子扱いするのだった。

「ところで先生。私たちの班の作品はどう？」

　私は早速、メディテ先生の反応を窺うかがう。メディテ先生はこの課題の評価に携わることはないが、先生の意見は手て応ごたえを知るために参考になる気がした。

「ウンウン。とても面白いものを作ったと思うよ。この辺り、足元がポカポカしてるからみんな足を止めている。目を止めるのではなく足を止める、いい戦法だよ～」

　確かに、私たちの魔法ヒーターがある場所には、人が結構集まっている。

　この展示会場には暖炉がなく、ひんやりとしているので、魔法ヒーターが作動しているこの暖かい一帯には暖を求める者たちがやってきて、なかなか離れようとしないのだった。

「レポートを読んだけれど着眼点が素晴らしい。確かにルスキア王国は、気候が温暖であるがゆえに暖房系の魔法道具の発展が鈍い。今後はどんな状況で寒さにいじめられるかわからないのだから、火を使わない、軽量で持ち運べる暖房器具っていうのは、必要になってくるかもねえ」

　おお、ちゃんと私たちの狙いが伝わっているぞ。

　これはなかなか、いい評価を得られそうだ。

「だけど一応言っておくと、すぐに空気を暖かくしてくれる〝植物〟ならあるんだよね。これも火を使わずに、息を吹きかけるだけで熱を発する。ホムラホオズキといって、風船みたいに膨れ上がった実を潰つぶすだけで、熱気を発するんだ」

「あ……っ、そう言えば、そんなのあったわね。私、すっかり忘れてた！」

　デリアフィールドでも、冬になれば何度か使うことがあったホムラホオズキと言う植物。

　私ったらどうして忘れていたのかしら。確かにあれがあれば、この魔法ヒーターの存在意義が危うくなる。

「とは言えあれはとても貴重なもので、非魔術師が簡単に手に入れられるほど市場に出回ることはない。やはり非魔術師が対象という意味では、使いやすく量産しやすい魔法道具があるといい。ホムラホオズキの栽培が盛んにならない限りは、君たちの魔法ヒーターに軍配が上がりそうだ」

　メディテ先生のその言葉に、私たちガーネットの９班は一同、ホッと胸を撫なで下ろす。

「あー良かった。ちょっと叔父様ったら、脅かさないでよ」

「いやー、ほら叔父様、一応先生だしー。マキア嬢最近、叔父様に構ってくれないしー」

「まだ言ってるわ、この叔父様」

　メディテ先生は嫌らしくニヤニヤしながらも、「健闘を祈るよ」と言って他の班の作品を見に行った。

　それにしても、ホムラホオズキの話が出た時は焦った。

　確かにこの世界にはあらゆる魔法の恩恵を授かった植物や鉱物などがある。

　しかしこれらは、決して人間に都合よく出来てはいない。

　魔法道具のいいところは、完全に人間の都合で作られているところだ。人の営みの中で、痒かゆいところに手が届かず、もっと便利な生活を望む場合、魔法道具が必要とされる。

　アリシア様の一件でも学んだことだが、魔法道具は使用する人によってその存在意義を変容させる。アリシア様にとって魔法の手鏡が、我が子の兄弟喧げん嘩かを仲裁するアイテムであったり、未来視の媒体であったりと、本来の用途以上の役目を果たしたように。

　きっと私たちの作る魔法道具も、使用する人によって様々な顔を見せてくれるに違いない。私たちが想像もしなかったような場面で、活躍してくれるかもしれない。

　コンテストの結果がどうなろうとも、いつかどこかで役に立つ、立派な魔法道具に育ってほしいものだ。

「あれ、ネロは？」

　班員たちで展示会場を見て回っていたはずなのだが、いつの間にかネロがいなくなっていた。私はキョロキョロと周囲を見渡す。だけどやっぱりネロの姿が見当たらない。

「私たちより、各班の魔法道具をじっくりと見学しているのかもしれませんね」

「そうそう。あいつこういうの好きそうだし。つーか腹減ったし、ここ人多いし、そろそろアトリエに戻ろうぜ～」

　レピスやフレイの言うことは、もっともだ。

　子どもじゃないので放っておいても大丈夫だとは思うが……

「あ」

　少し向こうで、ネロを見つけた。彼の柔らかなプラチナブロンドが、差し込む天窓の光に照らされ、キラキラしている。彼は立ちすくみ、会場の外を見つめていた。

　今まで見たことの無いような、驚いた目をして。

　そして、ネロは早足で会場を出て行った。

「マキア？　どうかしましたか？」

「……ごめん、レピスとフレイは先に食堂行ってて！」

　なんとなく、会場を出ていく瞬間の、ネロの表情が気になった。

　妙な胸騒ぎがして、私はネロを追いかける。

　人混みをかき分け会場を出るも、ネロを見失ってしまった。

　空を見上げると、ネロの精霊のフーガが、どこかへと降り立とうとしていた。私はそれを目印に、ネロを探した。

「あ、ネロ……」

　ネロはすぐに見つかった。ただ、彼は誰かと話をしているようだった。

　日陰なので見えづらいが、長いコートを纏まとい、サングラスをかけた長身の男だ。

　私はネロに呼びかけるのをやめて、思わず壁の裏に隠れる。

　知り合いだろうか。ネロはあまり自分のプライベートを語らないので、外部の人間と話をしているのが新鮮だが、あまり盗み見したり、盗み聞きをしたりするのは、よくないかもしれない。このまま立ち去ろう……

「兄さん。僕はここで、こんなにも平和な場所で、何の心配もなく生活をしていていいのでしょうか。ここには飢えも寒さもありません。そんな日々が、この僕に許されると……」

　だが、ネロの言葉に私は足を止めた。

　兄さん？　話している相手は、ネロのお兄さんなの？

　そもそも、ネロはいったい、何を言っているのだろう。気になって、再び様子を窺った。

「……何も心配するな。ルネ・ルスキアにいること。それがお前の、今できる役割だ」

　ネロが話をしていた相手の男は、そのサングラスを取る。

　私は、目を疑った。

　金髪に、柘ざく榴ろ色の……瞳ひとみ。あれは。

　あれは、フレジール皇国のカノン将軍。

「……そんな……まさか」

　不意に私を襲った衝撃的な事実に、一瞬、頭が真っ白になった。徐々に、全身が小刻みに震え始める。

　ちょっと待って。ネロと、カノン将軍が───兄弟。

　信じがたい、信じたくない真実を受け止められず、思わず口を押さえる。

　確かに。パッヘルベルという名字が同じだということは知っていた。同じだと、意識だけはしていたはずだった。

　だけど、まさか本当に兄弟だったなんて思いもしなかった。考えたくもなかった。

　その事実が、私の胸の内側をじくじくと冷やしていく。

　どうしたらいいんだろう。大事な仲間が、前世で私を殺した男と兄弟だったなんて。

「…………っ」

　もう我慢が出来ず、私は二人の前へと飛び出ていった。

　突然私が現れたので、ネロはとても驚いている。

「……マキア？」

　私はというと、ネロ越しにそこにいるあの男を睨にらみつけていた。

　恐怖と、疑念と、憎悪を帯びた目で。

「どういうことなの」

　私は声を絞り出した。

「どういうことなの……っ！」

　ネロが私の側に居ること。

　それが偶然のように思えず、恐ろしかった。

　疑いたくなんてない。だけど、それでも、この男が前世の私を殺した男であることは、疑いようもない事実なのだ。

　カノン将軍は細い路地の影の中で、密ひそかにその赤い瞳を凝らし、ただネロの頭にポンと手を置き、そのままこちらに背を向ける。何も言わず、告げず、去る気だ。

「ま、待って！」

　カノン将軍を追いかけようとしたが、ネロが私の腕を取り、引き止める。

「マキア、落ち着いて。兄さんのことは追わないであげて。忙しい人なんだ」

「ネロ、でも！」

「たとえ、君と兄さんにどんな因縁があろうとも」

　その言葉を聞いて、私はその場で停止した。動きも、思考も、ふっと止まってしまった。

「ネロ、あなた……」

　ネロはいつもと変わらない目をして、私を見つめていた。

　ネロは、もしかして知っているのだろうか。

　あの男の正体。そして、私の、真実を。

　茶色のコンタクトレンズの向こうで、ネロの鮮やかなマゼンタ色の瞳が揺れている。

「大丈夫。一つだけ言えることは、僕はマキアの敵ではないということだよ。僕もまた、この国の駒の一つさ。僕の事情で、このルネ・ルスキアに逃がされてきたんだ」

「……逃がされて？」

　いったい、どこから？　何から？

「だけどこれ以上は言えない。秘密は、魔術師の嗜たしなみだろう？」

「…………」

　こんな時でも飄ひよう々ひようとしていて、表情にも声音にも変化がないネロ。だけど私を引き止めるその手は、力強かった。

　ネロは、常にガーネットの９班を支えてくれた。

　寝る間も惜しんで、私が欲しがっていた炊飯器も作ってくれた。

　たとえ、私の仇かたきのような男と兄弟であっても、ネロは大切なガーネットの９班の班員だ。

　私がみんなに話せないことがあるように、ネロにも事情や秘密がある。

　もう、それでいいじゃない。

「わかったわ。あなたにも、何かがあるのね。だけど聞かない。いつか……繋つながっていくこともあると思うから」

「……うん、僕もそう思う」

　今ここにいる９班の班員であるネロを、信じよう。

　多分同じように、ネロも私を、信じてくれているのだ。







　第一学年の、後期末試験が間近に迫っている。

　その日、ミラドリードではこの冬一番の冷え込みとなり、初めての雪が降った。

　深く積もるほどではなかったが、なかなか雪の降らない地域であるので、誰もが興奮して雪の降る空を見上げていた。

　私もまた例外ではなく、久々に見た雪にはしゃいでしまったが、アトリエへ向かう際の坂道が凍っていて、ステンと転んで尻しり餅もちをついてしまったので、それからは慎重になった。

　雪に慣れてないお国柄、はしゃぎすぎると、危ない。マジで。

　ガラス瓶のアトリエはとても冷え込んでいた。

　暖炉だけでなく例の魔法ヒーターも作動させ、部屋を暖める。私たちのヒーターは人間の足を察知して、足元を包むように暖めてくれるので、ほんとに重宝する。

　外に出している植木鉢なんかもアトリエの中に運んでしまう。今夜はもっと冷え込み、また雪が降るらしい。枯らしてしまってはいけないから。

　部屋を暖めていたら、他の班員たちも集まってきた。

　今日は休日ではあるが、後期末試験のための勉強会をしようということになっていた。

「はー。勉強かー、かったりーな」

「最後くらい必死にやってみなさいよ。フレイ、あなたやればできる子なのよ。わからないところは教えてあげるから」

「ケッ。優等生様は余裕でいいねえ。俺の面倒も見てくれるんだから」

「なに言ってんの。私はネロやベアトリーチェに勝たなくちゃいけないのよ。どこにも余裕なんて無いわよ」

　そう。第一学年最後の試験ということは、この結果を最後に、ガーネットの特待生が決まるということだ。

　この学校に入ってすぐ目標に掲げたのが、この特待生になるということだった。

　正直、私はもう特待生になる必要はない。トールとの再会は果たしたし、予想外な形で王宮には自由に入れるようになった。

　しかしこの目標が、私に希望を与えてくれたのは事実だ。

　故に私はこの一年、ブレずに特待生を目指して頑張ってきたのだ。

　最後だからって、決して手を抜かないわよ。ライバルは首席のネロと、いつも張り合っているベアトリーチェ……ッ。奴らに勝つ！

「あのう、マキア。この子、こんな姿でしたっけ？」

　私がやる気に燃えている一方で、レピスとネロは全く違うものをまじまじと見ていた。

　今朝、私と一緒にここへ連れてきた、鬼火ウィル・オ・ウィスプのランタンだ。

　何事かと思って私も見に行くと、なんと、鬼火の見た目が変形している。

「えっ!?　どういうこと。これって……ハムスター？」

　朝ここに連れてきた時は、ランタンの中でシャーシャー暴れている、普段通りの魔物姿だった。だけどいつの間にか、ちっこくて四つん這ばいで、どこか小刻みに震えた可愛い可愛い（？）青いハムちゃんの姿に変わっている。

「この鬼火……もしかして、擬態してるのか？」

「擬態!?」

　もしや、うちのドンポポたちに影響されたのだろうか？

「ウィル・オ・ウィスプは、環境によって姿形を変えますからね。生き残るために、その場の強者の姿になることがあるのです」

「え？　強者って、ドワーフハムスターが？」

　いや、確かにこの子、うちのハムちゃんたちの圧に屈しがちなところがあった。

「……調教の賜物でち」

「……やればできるぽよ」

　いつの間にかそこにいたドンポポ。愛らしい顔に、黒い影。

　あああ。なんと恐ろしい私の精霊たち。ハムちゃん先輩ズの圧力が、ウィル・オ・ウィスプを変えたというのか……っ。

　せっかくなのでひまタネをあげてみたら、殻ごとバリバリと食べてしまった。

　ハムちゃんだけど、歯はピラニアみたいだ。

　試験勉強もそっちのけで、私たちは擬態した鬼火に興奮しワイワイと賑にぎやかにしていた。

　しかし突然、このガラス瓶のアトリエの出入り口の扉が開かれる。

「お嬢！」

　そして、本来この魔法学校にいるはずのない人物の声が響く。

　なんと、王宮騎士団の制服を纏う、黒髪の騎士である。

「え？　え？　トール……？」

「おいおい。あのイケメン堂々と不法侵入してくるようになったぞ。どうなってんだルネ・ルスキアのセキュリティーはよ」

　フレイのツッコミはごもっとも。ネロやレピスも唖あ然ぜん。

　だけどトールは、とにかく急ぎの用があるらしく、他の班員たちにきちんと一礼しつつも私を呼ぶ。何事かと思い、私はアトリエから出た。

「どうしたのトール、そんなに慌てて」

「お嬢、大変です。アイリ様が失しつ踪そうしました」

「……え？」

　私は瞬まばたきもできず、しばらく固まる。

「アイリ様が、置き手紙を残して居なくなったのです！」

　初雪の日にも事件勃ぼつ発ぱつ。そりゃあ、トールが不法侵入してでも私を呼びにくる訳だ。

　アイリの残した置き手紙には、彼女の字で、それも日本語のカタカナで、たった一言、このように書かれていた。




『ツナマヨ』




　それが読めたのは、守護者の中でも、私だけだったに違いない。








裏　アイリ、思い知る。









「ねえ。田た中なかさんは、ツナマヨ派なの？」




　学校の屋上で、一人でお昼ご飯を食べていたあたしに声をかけてきたのは、高校二年生で初めて同じクラスになった小お田だ一かず華はさんだった。

「あ、ごめんね。私も、おにぎりはツナマヨが一番好きだから、つい。だけどあいつは、梅干しばっかりなの」

「あいつ？」

「隣のクラスの斎さい藤とうのこと。私たち幼おさな馴な染じみだから……あ、ほら来た。おーい、斎藤─」

「…………」

「ねえ、田中さん。私と斎藤はいつもここでお昼ご飯食べてるんだ。田中さんも……よかったら、一緒に食べよう」

　メーデー。それは、よく晴れた５月の始まりの日。

　あたしには、この時の小田さんが、眩まばゆい天使に見えた。

　だって、クラスの強い女子たちに虐いじめられているあたしなんかに声をかけたら、小田さんだって、何言われるかわからない。

　普通、そんなの、怖いじゃない。だから、厄介なあたしのことなんて、見て見ぬ振りをするじゃない。

　だけど小田さんは、あたしなんかの、友だちになってくれたんだ。

　綺き麗れいで、頭のいい優等生。押しに弱いところもあったけれど、清く正しくまっすぐな彼女は、まるで、あたしの大好きな物語の主人公みたいだった。

　あたしは、すぐに小田さんのことが好きになったよ。

　この世界の、誰よりずっと。

　だけど、小田さんには好きな男の子がいた。幼馴染の斎藤君だ。

　確かに斎藤君はカッコよくて、爽さわやかで、誰とでも仲良くなれる裏表のない男子だった。

　時々小田さんをからかって遊ぶことがあったけれど、二人をずっと見ていればすぐにわかる。斎藤君も、小田さんが好きだった。

　二人は両思いだったくせに、なぜかお互い、その想いを伝えようともしないで、幼馴染の生なま温ぬるい関係にとどまっていた。

　何度か小田さんに、斎藤君への気持ちを確認したことがある。

　小田さんは、あたしの執しつ拗ような問いかけに屈して、斎藤君が好きだと教えてくれた。だけど告白する勇気は無いんだって。

　……わかってる。あたしは、斎藤君には敵かなわない。

　そもそもあたしは、女だもの。どんなに小田さんが好きでも、この片想いが報われるはずもない。小田さんを困らせるだけだ。

　いつか、小田さんと斎藤君がくっついたら、あたしはきっと邪魔者になる。

　弾はじき出されるのが、とても怖い。

　ならばせめて、あたしは恋のキューピッドになろう。この先もずっと、二人をくっつけた親友キャラとして、お側に置いてもらうために……

　一見、二人の関係に割り込んだように見えるかもしれないけれど、あたしは小田さんを焦せらせるために、自分も斎藤君が好きなのだと嘘をついて、告白するつもりだと伝えた。

　小田さんは、ショックを受けていた。

　だけど、そのくらいしないと、二人の関係は動かない。

　あたしは斎藤君に、いつもお昼ごはんを食べている学校の屋上に来てもらって、偽りの告白をしてみる。斎藤君の想いを確認するためだった。

　当然、斎藤君はあたしを振った。好きな人がいるから、って。

　それって小田さんのこと？　とあたしは問う。

　斎藤君は口を開いた。きっと、自分が本当に好きな人の名前を告げるために。

　そう。この瞬間に、小田さん本人がこの屋上へ来れば、完かん璧ぺきだった。

　まるで少女漫画のような、恋と青春の一幕が完成したはず、だったのに──




　あんなの、酷ひどいよ。酷すぎるよ。

　屋上へ来たのは小田さんじゃなくて、まるで知らない、金髪の殺人鬼だったのだ。




　　　　○




　私の名前は、田中愛あい理り。

　王宮の一室に引きこもってばかりの、救世主のアイリ。

「……ここ最近、毎日、小田さんの夢ばかり見てるな……」

　あちらの世界のことが、もうすっかり夢の中の出来事のよう。

　そして、夢みたいなこの世界が、現実だなんてね。

　小田さんの夢ばかり見るのは、マキアが自分のことを、小田さんの生まれ変わりだと言ったからだろう。そんなはずないと、心の中で否定しながらも、あたしはずっと気になっている……

　時々自分の部屋を出て、あたしの短剣の力で姿を隠し、王宮の中をふらついていた。

　それで、一つ気がついたのだけれど、ギルバートの感じが少し変わった。

　最近疲れて余裕が無さそうだったのに、ある日を境に、なんだかとても吹っ切れたような、いい顔をしているの。

　理由は知っている。

　マキアが、ギルバートとその弟であるフレイ君を、仲直りさせたからなんだって。

「そっか。まるで、あなたの方が主人公みたいだね、マキア……」

　だけど、一方でわかったこともある。

　マキアは、やっぱり、小田さんじゃない。

　小田さんが、あんなに気が強くて前向きで、積極的なはずないもの。

　そもそも、あんなに清らかで天使みたいだった子が、この世界で一番悪い魔女の末まつ裔えいなんかに、生まれ変わるはずがない。

　だからあれは、絶対に、違うんだ。あたしの記憶を魔法の力で読み取って、きっと小田さんの存在を利用したんだ。

「……だから、きっと、悪い魔女に違いないんだ」

　あたしはミラドリードに初めて雪が降った日の朝に、たった一人で王宮を抜け出した。

　マキアが〝小田さんの生まれ変わり〟であることを否定できる、何かを探しに。

　だけど一方で、心の片隅に、真逆の感情があった。

　もし、本当に、小田さんの生まれ変わりだったら……

　あたしは、部屋に走り書きのメモを残していた。

　あの世界を知る人だけが読める文字で、あたしのことを、よく知っている人なら意味がわかる単語を綴つづった。







　金色の鞘さやに収まった短剣に、紐ひもを通してクビからかけている。この短剣があれば、あたしの姿は、誰にも見えなくなる。

　この力を使って、今までも何度か一人で王都ミラドリードに降りた。

　ミラドリードは、薄く積もった雪にはしゃぐ子どもたちと、商魂たくましいミラドリード市民たちで、今日も賑わっている。

「そうそう。聞いたかい？　救世主様の噂」

「知ってる知ってる。救世主を辞めたいって言い出したんだろう？　無責任よねえ。王宮は頑かたくなに隠し通しているけど、もうみんな知ってるよ」

「聞いた話じゃ、ある貴族令嬢に虐められたって話だよ」

「それ本当かい？　王宮はアリシア王妃とララ王妃の事件から、何も学んじゃいないねえ」

　みんな、好き勝手なことを言ってる。まるで学校の、意地悪な女子たちみたいに。

　やっぱり、どいつもこいつも現実にいる人間なんだ。

　あちらの世界もこちらの世界も、結局何も変わらない。

「マキア、探さなくちゃ……」

　そして、マキアが何者なのかつき止めなくちゃ。

「あ、そうだ。マキアは学校だ。ルネ・ルスキア魔法学校……」

　ミラドリードをうろうろしてたってダメだ。マキアは魔法学校の学生なんだから。

　そういえば、ルネ・ルスキア魔法学校って行ったことない。

　そこはあたしにとって、いつも部屋のバルコニーから眺めているだけの場所だった。




　ルネ・ルスキア魔法学校は、沿岸部から長い橋で繋つながった島に作られている。

　学校に侵入しても、誰もあたしには気がつかない。みんな、魔法使いっぽいローブを着ているけれど、それ以外は普通の学生って感じで、珍しい雪に浮き足立っている。

　マキアはどこにいるんだろう。確か、海岸沿いのガラス瓶の形をしたアトリエによくいると、マキア自身から聞いたことがある。

　砂浜に下り、グルッと海岸沿いを歩いていると、すぐにそれが見えてきた。

「あった。あれかな……」

　色々な形のガラス瓶のアトリエがあったけれど、その中で唯一、灯あかりのついているアトリエがあった。

　私は姿を隠したまま、そのアトリエの扉を開いて、中に入ってみる。

　足が凍ってしまいそうなほど冷たかったけれど、アトリエの中は暖かい空気に満ちていて、特に足元を暖かく柔らかな風が包んでくれる。魔法道具の力かな。

　それにしても、変な場所だ。

　ゆるくアーチを描く一面のガラス窓からは、雪雲と灰色の海が見える。

　だけどここは、暖色のふんわりした灯りに満たされて、静かで、暖かい。

　薬草と、甘い匂いに満ちていて、なぜか少し、懐かしい気持ちにもなる。

　私はアトリエの階段を下りた。

　アトリエには男子学生が一人いて、大きな木の一枚板のテーブルについて何かを黙々と作業している。

　あ。この子、前にあたしが攫さらわれた時、あの無人島で会った学生の一人だ……

「誰か、そこにいるんだろう」

　その子が顔をあげて、こちらをじっと見ながら、淡々とした声で呟つぶやいた。

　まさか、そんな。ここにあたしがいることが、バレている!?

　そんなはずはない。だけど、その子は確かにこちらを見ているのだ。

　あたしはただ、立ち竦すくんで、息を潜めていた。

「無駄だよ。僕には、君が見えているんだ」

「……え？」

　思わず声を漏らしてしまい、慌てて口を押さえる。

　もしかしてもしかして、本当にあたしが見えてるの!?

「君、救世主の人だよね。異世界から来たっていう」

「…………」

　ダメだ、完全にバレてる。あたしはプハッと息を吐いて、首から下げていた黄金の短剣を少し抜き、カチンと鞘に収め直した。

　消していた姿を、完全に晒さらすためだ。

「よくわかったね。あたしがここにいるって」

　淡いプラチナブロンドと、どこか眠たげな茶色の瞳ひとみをした、男子学生。

　名前は確か、ネロ君。

「そりゃあ、それだけ特殊な魔力を、包み隠さず垂れ流してればね。姿を隠していたとしても、魔力の流れは隠せていないんだ」

「……君には、それが見えるっていうの？」

「そうだ。そのためのコンタクトレンズをつけている」

　それって、瞳につけるあのコンタクトレンズ？　この世界にもあるの？

　何が何だかわからないけれど、きっと魔法道具に違いない。王宮にはそんなものを使う人は居なかったから、あたしの姿隠しの力を見破るものがあるなんて、知らなかった。

「どうしたんだい。君のような特別な子が、お供もつれずにこんな場所に忍び込むなんて」

　その子は再び視線を下げ、手元で何か作業しながら、抑揚のない声で問う。

　あたしは、少しムッとしつつも答えた。

「マキアを探してるんだよ。君、マキアの同級生なんでしょ？　マキアがどこにいるか知らない？」

「さっきまでこのアトリエにいたけど、今は多分、彼女の騎士と一緒だ」

「騎士……？」

「トールと言ったっけ。君の守護者の一人だろう。彼がマキアを呼びに来て、慌てた様子で、二人でどこかへ行ったんだ」

　ああ。多分、あたしを探しているんだ。

　トールはマキアを呼びに来て、きっとあのメモを見せたに違いない。マキアは、メモの真意に気がつくだろうか……

　グー。

「あ……」

　堂々とお腹が鳴いた。今日は何も食べずに王宮を抜け出したんだった！

　あたしは顔を真っ赤にしてお腹を押さえる。

「何か食べる？」

　しかもネロ君は表情も変えずに、しれっと聞いてくるし。

「マキアがよくお菓子を作ってるから、探せば何か食べるものがあると思うよ」

「あ、甘いものより、しょっぱいものが食べたいんだけど！　あたし、今朝から何も食べてないんだもん」

　ていうか、マキアのお菓子だなんて、危険すぎる……っ！

　ネロ君は小さくため息をついて立ち上がり「こっちにきて」と言って、あたしを連れてもう一つ階段を下りた。半分地下になった場所には、薄暗い厨ちゆう房ぼうがあった。

　私たちがそこに下りると、魔法の電球が勝手について、淡い暖色の光で部屋を満たす。

「確か、チーズとクラッカーがあったような。それかパスタ茹ゆでる？　マキアが作り置きしてるバジルソースがあったと思うんだけど」

　ネロ君はごそごそと、戸棚や壺つぼやカゴの中を探っている。

　次から次に、食料が出てくる。

「君たちって、ここで暮らしてるの？」

「まさか。普段は食堂か寮で食べているよ。でも、課題によっては夜遅くまで作業することもあるから、ここで食べることもあるんだ」

　ネロ君が戸棚から取り出すものの中に、一つ、大きなガラスの瓶があった。

　その中には見覚えのある、しわくちゃで赤い、紫し蘇そまみれの丸いものが詰め込まれてある。これって……

「もしかして、梅干し？　なんで？　なんで梅干しが西洋風異世界にある訳？」

「アプリコットの漬物らしいよ。炊いた米と一緒に食べるんだって。酸っぱすぎて、僕はあまり好きじゃないけど……。これ、マキアが作ったんだ」

「……マキアが？」

「うん。確か、彼女の騎士の好物じゃなかったかな。詳しい事は知らないけど」

　トールの好物？　トールって、そんなに酸っぱいの好きだったっけ??

　梅干しの味なんて、思い出すだけで口の中に唾だ液えきが溢あふれてくるけれど、私はそれが、どうしても食べたくなっていた。

「ねえ、これ食べてもいい？」

「え？　別にいいと思うけど。でも興味本位ならやめた方がいいよ。本当に酸っぱいんだ」

「いいよ。あたしのいた世界では、当たり前のように食べてたものだから。お米もあったらよかったんだけど……」

「米……？　あると言えばあるけれど」

　ネロ君は視線を斜め上に流し、何か少しだけ考えて「まあいいか」と適当に頷うなずき、しゃがみこんでごそごそとカゴを探る。そして、袋詰めされていたお米を取り出した。

「ていうか、ここでお米が炊けるの？」

「もちろん。最近、米を炊く魔法道具を作ったばかりなんだ」

「え？　君が？」

　あ。どこか見覚えのある、箱形の炊飯器が出て来た。嘘でしょ。

「なんで？　なんでそれを作ろうと思ったの？　君たちの主食ってパンかパスタでしょ？　東の国の人じゃあるまいし」

「だって、マキアが欲しがってたんだ。炊飯器」

「…………」

「マキアって、なぜか米が大好きなんだ。生粋のルスキア人なのに」

　ネロ君はいつの間にか、その炊飯器にお米と水を入れて、炊き始めていた。お米研いでない気もするけど、まあもういっか。

　この世界で炊飯器を見るなんて思いもしなかった。これも魔法道具なのかな？

　ていうか、メイデーアの世界観に全くあってないでしょ、これ。

「……もしかして、ネロ君は、マキアが好きなの？」

「は？」

「だって、マキアのためにこれを作ったんでしょう？」

　ネロ君は少し不思議そうな顔をして、眉まゆを寄せた。

「そりゃあ、班員の一人だし、マキアはいつも一生懸命、僕らガーネットの９班をまとめてくれているからね。マキアがいないと、僕らは多分、みんなバラバラのことをしていたと思うんだ。同じ班に集まってもいなかっただろうね」

「…………」

「結構、奇跡的なメンツだと思うんだ。だから、どちらかというと感謝の気持ちだよ。だってもうすぐ、僕は……」

　何を言おうとしたのか、ネロ君はそこで軽く口を押さえた。

　しばらく、沈黙が続く。私は今一度ネロ君を横目で見て、別の問いかけをする。

「ねえ。マキアってどんな子？」

「どんな子って？　あのままだけど」

「でも、この世界で一番悪い魔女の末まつ裔えいじゃない。どこかあるでしょ。そういう、魔女らしいところ。嫌いな子を苛いじめるとか」

　私の嫌いな、クラスの、あの女子たちみたいに……

「マキアはそんなことしないよ。毎日の課題が忙しすぎて、誰かを陥れようとか苛めようとか、そんなことを考える暇もないと思う。そりゃあ、多少の毒を吐くことはあるし、同学年のライバルたちとは、積極的に競い合ってはいるけれど……」

　そこでふっと、ネロ君は視線を上げ、その目を細めた。

「でも、マキア自身はよく悪口を言われているのかもね。君が言うように、〈紅くれないの魔女〉の末裔に生まれたばかりに。……そのせいだろうか。表向きは自信満々という感じだけど、長く付き合っていてわかったのは、彼女の根底にある、無自覚の自信の無さ……」

「自信の、無さ？」

「何だろうね。ああ見えて、結構、臆おく病びようだよ。泣き虫だし」

「…………」

　それは、あたしの抱いていたマキアのイメージを大きく覆す言葉だった。

　そしてそれは、少しだけ、小田さんのイメージと重なる。

　おかしい。おかしいよ、それは……

「ねえ、君。救世主を辞めるんだろう？」

　不意に、ネロ君があたしに問いかけた。

「な、何でそんなこと知ってるの!?」

「みんな知ってるよ。ミラドリードじゃ、噂話なんて一日で駆け回る」

　私は、わかりやすく視線を逸そらした。

「ふん。どうせあたしのこと、無責任だって言いたいんでしょ。この世界は、これから大変なことになるのにね」

　投げやりな言葉ばかり出てくる。いつも。

「でももう、知らないよ。別に、守りたいものなんて無いし！　こんな世界……っ」

「守護者たちはどうするの？」

「わかんないよ！　だけど、きっと離れていくよ。酷ひどいこと言ったもん。ライオネルにも、トールにも……ギルバートにも」

　誰より、マキアに。

「結局、世界が決めた強制的な絆きずなだもん。自分が見つけて紡いだものじゃない。向こうだってそう。あたしのことなんて、本当に大切に思ってる人なんていない。みんな他に一番の人がいるんだから」

　どうしてこんな風になっちゃったんだろう。あたしは、頑張るつもりだったのに。

　どこかでスイッチが切れてしまった。そしてそのスイッチを入れる方法が、まるで分からない。

「君だって。あたしみたいな救世主、期待外れでしょ」

「……別に。僕は最初から、救世主に期待なんてしてないから」

　その言葉に、俯うつむきがちだった顔を上げた。

　ネロ君は、特にあたしを注視することもなく、ただ炊飯器を見つめていた。その魔法道具から、ピーと、お米の炊けた音が鳴り響く。

「はい」

　そして、炊けたお米を、ネロ君は炊飯器のまま私に差し出す。

　私はゴクリと唾つばを飲み込んだ。

　王宮では、パエリアやリゾットなんかのお米料理は食べることもあるけれど、ただ炊いただけの真っ白なお米を食べるなんてことは、無かった。

「マキアは、どうやって食べてるの、これ」

「確か、おにぎりってやつだよ。アプリコットの漬物をお米のボールに閉じ込める不思議な食べ物なんだ。マキアはなぜか三角形にしてるけど……。あ、でもこの前は、アプリコットの漬物じゃなくて、ツナマヨのおにぎりだったんだ。あれは僕も好きだったな」

「……ツナマヨ？」

　ドキッとした。それは、あたしが毎日見る夢の中にも出てくる、おにぎり。

　あたしと小田さんの、一番好きなおにぎりだ。

「あたし、あたしも。おにぎりにする」

「え、おにぎりわかるの？」

「わかるよ。あたしの世界の料理だもん。鍵かぎっ子だったし、おにぎりくらい握れるよ」

　私は腕まくりをして、手を洗う。

「それに、ツナ缶とマヨネーズもあるなら先に言ってよ。あたし、梅干しよりツナマヨの方が好きだし。梅干しおにぎりが好きだったのは、斎藤君の方─……」

　自分の口から出てきた言葉に、ハッとさせられた。

　突然の気づきに、ドクンと、鼓動が高鳴った。

「…………」

　徐々に手が震え、その手で口元を押さえる。私は何度か瞬まばたきをしながら、恐る恐る、瓶詰めのアプリコットの漬物の方に視線を向け、その蓋ふたを開けた。

　ふわっと、懐かしい匂いがした。

　その梅干しを一つ取り出すと、そのまま黙って、あたしは梅干し入りのおにぎりを握る。

　大好きなツナマヨより先に、その味を、確かめたかった。

　おにぎりが出来上がる。震える手で握った、いびつな形のおにぎりだ。

　あたしは一口、食べてみる。

「…………」

　酸っぱい。そしてしょっぱい。

　懐かしい味とともに、あたしは思い出していた。学校の屋上で、あたしたち三人でお昼ご飯を食べていた、かけがえのない大切な時間を。失われた、あの時間を。

　そっか。

　そっか、マキアは今も、彼が好きなんだね。

　だから彼に、これを、食べさせてあげたかったんだね。

「う……っ」

　ポタポタと涙がこぼれ、その場にヘタリ込む。

　だって、気がついちゃったから。もう、疑いようがないから。

　繋つながった。やっとわかった。

　前に、マキアとトールの二人が見つめ合う姿に感じた、焦燥感。




　マキアは、小田さんだ。

　そしてトールが、斎藤君なんだ。




　あたしは、あの世界で一番好きだった女の子に、今までずっと気がつかなかった。

　あたしを救ってくれた女の子に、気がつかなかった。

「……うっ……うう……」

　それだけじゃない。それだけじゃない。

　あたしはマキアを、悪い魔女だと決めつけて、今までずっと敵視してきた。

　トールから引き離そうとしていた。

　あたしは小田さんと斎藤君の間に、もう一度、割り込もうとしたんだ。




　救世主とは名ばかりの、救いようのない愚か者。

　それを今やっと、思い知らされた。








あとがき









　こんにちは、友ゆう麻ま碧みどりです。

　早いもので、メイデーア転生物語シリーズも３巻目となりました。

　今回、実は第３巻におさめようと思っていたエピソードが思いのほか膨大で、執筆途中でもともと作っていたプロットを半分に切り分け、上下巻にするよう変更いたしました。

　なので、珍しくサブタイトルも（上）とかついてます。魔法学校編の集大成を２冊にわたって描いておりますので、お楽しみいただけますと幸いです。ちなみに私の一番好きなおにぎりの具は辛子明めん太たい子こです。だけどこちらの執筆中は異常にツナマヨおにぎり食べていました。

　いきなり宣伝です。この第三巻と同時に、『月刊Ｇファンタジー』にて連載しておりますコミカライズ版の「メイデーア転生物語 この世界で一番悪い魔女①」が発売されます。夏なつ西にし七なな先生のセンスが煌きらめく魔法世界、そして数多くのキャラクターたちが、原作以上に生き生きと描かれております。小説版のエピソードも、よりイメージしやすくなると思いますので、ぜひぜひチェックしてみてください。




　担当編集さま。今回は、色々と調子の悪い私の執筆に辛抱強くお付き合いいただきまして誠にありがとうございました。おかげさまで、この第３巻も無事に発売にこぎつけました。

　イラストレーターの雨あま壱いち絵え穹そら先生。今回は優しげなユリシス先生とマキアの、魔法学校の雰囲気漂う素敵な表紙となりました。個人的にユリシス先生のキャラデザが大好きなので、今回たっぷり拝めて眼福です。本当にありがとうございました！

　そして、読者の皆さま。メイデーアシリーズを刊行し始めてからというもの、昔書いていたウェブ版のメイデーアもチェックしてくれた方々がいらっしゃるようで、読者さんたちの間でウェブ版は〝旧メイデーア〟、この書籍版は〝新メイデーア〟と呼ばれているのをみかけます。なんだかシン・ゴジラみたいでカッコいいなと、嬉うれしくなったり。

　様々な形で応援していただき、本当に感謝しております。

　今後とも頑張って踏ん張って書いてまいりますので、どうぞよろしくお願い致します。

　メイデーア第４巻の発売は、冬の予定です。エピソードの繋つながった下巻ということで、意外と早いです。またぜひ、メイデーアの魔法世界に遊びに来てください。
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